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　序章




　何ど処こにあるとも知れぬ、高い高い天てん井じようから、光が差し込んでいた。

　精せい緻ちなステンドグラスを通過した光は、微び妙みように色しき彩さいを変え、その大広間にいる者達を照らす。

　対たい峙じするのは君臨者と反逆者。

　為い政せい者しやと断罪者。

“〝王”〟と──闇黒卿ダークロード。

　繰くり広ひろげられるは、死し闘とう。

　この後のち、貴族達の間で脈々と語かたり継つがれ、しかし誰だれもその真相を知る者のいない、語られながらも知られざる戦い。

〈王都〉の中ちゆう枢すうたる“〝王”〟の居城、その深しん奥おうにある〈“〝王”〟の間〉で、戦いの宴うたげは行われた。

　立会人もなく、観客もなく、ただ二人の者が殺し合う。

　漆しつ黒こくのインバネスを纏まとった銀ぎん髪ぱつの青年はすでに傷つき、全身の至るところから血を流していた。

　すでに一度倒たおれ、赤絨じゆう毯たんの敷しかれた床ゆかに崩くずれ落ちた。彼の血によって、真しん紅くの絨毯がさらに紅あかく染め上げられていく。

　それでも彼は立つ。

　立ち上がる。

「愚おろかな…………身の程ほどを知れ、貴様ごときが余よに勝てると思うか？」

　玉ぎよく座ざに腰こしかけながら、冷ややかに言い放つのは、“〝王”〟。

　表情は前まえ髪がみの織り成す影かげに隠かくれ、窺うかがえない。

　だが憂うれいと嘲あざけりを秘ひめているのはわかる。

“〝王”〟のみが着用を許される黒地に内側を紅く染め上げたマントを羽は織おり、君臨者は愚かな反逆者を高みから睥へい睨げいする。

「いちいち見下してんじゃねーぞ…………イラつくんだよ、そーゆーの。すぐにそっから引きずり下ろしてやンよ…………!!」

「やってみろ」

“〝王”〟はつまらなそうに言い放ち、立ち上がった。

　闇黒卿ダークロードは不敵に笑い、二枚のカードを掲かかげる。

「二連札技シエネ・コンボ」

　掲げられたのは、ナンバーＩ《闇黒卿ダークロード》と《暴力フオース》。

　二枚のカードは光を放ち、闇黒卿ダークロードの纏う漆黒のインバネス、奈落アビスの闇やみ衣ぎぬを二重螺ら旋せんの革かわ紐ひもへと変へん貌ぼうさせる。

　柔じゆう軟なんな足甲こうを纏い、闇黒卿ダークロードはその代名詞たる蹴けりを“〝王”〟に放つ。

「ハァァァァァァァァッッッッッッ!!」

　咆ほう哮こうにも似た気合と共に、蹴りが躍おどった。

　高く跳ちよう躍やくしての跳とび前蹴り──数あま多たの攻こう防ぼうの末に放たれた一いち撃げきは、君臨者のさらに高みから、その胸に深々と減めり込む。

　常人ならばそれだけで心臓が鼓こ動どうを止め、戦いどころか生命が終わるその一撃──しかし、“〝王”〟は受け切った。

「笑しよう止し!!」

　裂れつ帛ぱくの気き迫はくはそのまま物理的な圧力と化し、闇黒卿ダークロードを弾はじき飛ばす。

「チッィィィ…………!!」

　当てることのみを考えた一撃は、最初から着地など考えていない。

　体勢を崩し、彼はそのまま赤絨毯の敷かれた床に落下する。すぐに立ち上がるものの、渾こん身しんの一撃を放った消しよう耗もうと落下の衝しよう撃げきで、追撃には移れない。

　もっとも、それは“〝王”〟も同様だった。

　世界の頂点に君臨する存在は、けして膝ひざを折ったりはしない。

　だがまともに喰くらった蹴りは、確実にダメージを与あたえていた。

　表面上は泰たい然ぜんとする“〝王”〟に、闇黒卿ダークロードはまた不敵な笑えみを向ける。

「ハッ…………効いてんじゃねーか。よろめいてるぜ？」

「このような矮わい小しような一撃、余にとってはそよ風ですらない。吼ほえる暇ひまがあれば、もっと足あ掻がけ、闇黒卿ダークロード。いや…………」

「それ以上言ったら、殺す」

　再び場に殺気が満ちた。

　その称しよう号ごうにふさわしい闇やみを吐はき出しながら、闇黒卿ダークロードは右みぎ脚あしを前に突つき出だした構えをとる。

「……何がお前をそうさせる？　余に刃は向むかったところで、何も変わらぬ。世界も、お前も」

「いちいち見下してんじゃねーつってんだろ…………俺は必ずお前を斃たおす。俺が先代アイツにしてやれるのは、それぐらいだからな」

「……くだらんな。確かに先代を殺したのは余だ。だが、それはあやつも覚かく悟ごの上。二代続けて余に刃向かい、そして粛しゆく清せいされる気か？　貴様の役目を思い出せ。貴様はこんなところで朽くちるべき男ではない」

「興味ねーな。俺はただ単にテメーをぶっ飛ばすためにこの称号を継いだ。終わらせようぜ」

「どこまでも愚か、か。よかろう、せめてもの情けだ。余も本気で戦やってやろう」

「上等ジヨー・トーだよ…………!!」

　闇黒卿ダークロードは再び床を駆かけた。

　誰たがために戦うのか、何のために戦うのか、もう意識してはいなかった。

　ただ追い求めた敵に対し、彼は最後の力を振ふるう。

「ハァァァァァァァァァァァァッッッッッッッッッ!!」

　先刻の一撃をはるかに上回る、文字通り決死の気合を乗せ、闇黒卿ダークロードは跳び前蹴りを放つ!!

　受け止めるのは、“〝王”〟の右手。

　靴くつ底ぞこを苦もなく掴つかみ取る、世界を統治し、支える右手──しかし、靴底から溢あふれ出る負の力の奔ほん流りゆうは、“〝王”〟の顔すら歪ゆがめた。

「ムッ…………!!」

　威い力りよくに押され、王の両脚が床に減り込み、さらに後ずさっていく。

　片手では、受け切れない。

“〝王”〟は歯は噛がみしながらも、さらに左手を右手に添そえ、完全な「受け」の姿勢に回る。

　仮にも“〝王”〟たる者を防戦一方に置く、それが闇黒卿ダークロードという男であり、彼の生しよう涯がい最後の一撃の重みだった。

「もうイッッッッパァァァァッッッッツ!!」

「貴様…………!!」

　闇黒卿ダークロードの右手で、再び光を放つ《暴力フオース》。

　授さずけた“〝王”〟だからこそ、その連続使用回数は知っている。

　主力とも言えるカードの使用は、連続三回まで。

　先刻の一発と合わせ、これが正しよう真しん正しよう銘めい──三回目にして最後の蹴り！

「ウラァァァァァァァァッッッッッッッ!!」

「………………!!」

“〝王”〟の両手が、ついに弾かれた。

　まっすぐ胸むな元もとを穿うがつ、闇黒卿ダークロードの蹴り。

「痴しれ者ものが!!」

　躱かわす、退しりぞく、防ま御もる──その全すべてを拒こばみ、“〝王”〟は最初の一撃のときと同様に、二撃分の威力のこもった蹴りをその胸で受け切った。

　反逆の楔くさびを穿たれながら、顔色一つ変えず、“〝王”〟はただ拳こぶしで応じる。

　最大の防ぼう御ぎよは攻こう撃げき、そう誰もが納なつ得とくせざるを得ない一撃が、〈“〝王”〟の間〉の大気を震ふるわせた。

　乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃を終えた闇黒卿ダークロードの胸に叩たたき込まれるのもまた、乾坤一擲の一撃。

“〝王”〟の拳は深く深く肉に減り込み、その衝撃でしばし彼の心臓を止めた。

　ゴボッと大量の血が胃から這はい上がり、闇黒卿ダークロードの口から零こぼれる。

　虚こ空くうに鮮せん血けつを撒まき散ちらしながら、彼は玉座から遠く離はなれた床へ飛ばされていく。

　着地と同時に床が陥かん没ぼつし、さらに赤絨毯の下の大理石が崩ほう壊かいする。

“〝王”〟の本気の一撃は、トドメを刺さすだけでなく、居城の一部を反逆者の墓標に変えた。

　闇黒卿ダークロードの手の中で、《暴力フオース》のカードが絵え柄がらを失い、一時的に白ブ色ラ無ン地クとなる。

　いや、もう二度とそのカードに絵柄が戻もどることも──そして、その闇色の瞳ひとみに、光が戻ることもあるまい。

　立つ者と斃れる者、その構図が勝敗の全て。

　それでも、“〝王”〟が動き出すにはかなりの時を要した。

　敗者の生死など確認不要、などという自負ではなく、単純に胸に深々と足型が残るほどの一撃──いや、三撃のために。

　その胸に残る闇黒卿ダークロードの命を賭とした蹴りは、敗れてなおも“〝王”〟をその場に留め置く。

「…………見み事ごと」

　最高の賞賛を短い賛辞に込こめ、ようやく“〝王”〟が動き出す。

　だが反逆者の墓標に辿たどり着ついたとき、あるはずの死体はそこになかった。

　大量の血けつ痕こんだけを残し、漆黒の反逆者は逃とう亡ぼう者へと変わっていた。

「………………」

　追うまでもなかった。

　よしんば、この〈“〝王”〟の間〉を離れ、〈王都〉から逃のがれられたとしても、もうその命の灯ともし火びは、強風に煽あおられるか細いロウソクよりも儚はかない。

　そもそも、すでに逃亡の体ていすら保てていない。

　赤絨毯の上でも、なお紅い色彩を浮うかび上がらせる雫しずくは、闇黒卿ダークロードの去った破は滅めつへの道筋を、容易に示してくれる。

「愚かな…………」

“〝王”〟は目を閉じた。

　どこへ行く？

　その体で、何を為なす？

　その命が尽つきる寸前に、お前は何を求めるのだ？





（ダッセェ………………）

　暗い通路を歩く中、そんな思考が頭を占しめる。

　意い気き揚よう々ようと乗り込んで、顛てん末まつがこれ。

　まったく、救いようがない。

　結局、何もできやしなかった。

　なのに…………脚がまだ動く。

　向かっているのは、とある施し設せつ。

　そこで行われていることを思い返すと、動けないはずの体が、勝手に動き出す。

　思えば、“〝王”〟に立ち向かった理由の一つもそれだった。

　可能性の探求、システムからの脱だつ却きやく──“〝王ヤツ”〟は悪びれずそう言った。

　ざけんなっつーの。

　本当に、“〝王ヤツ”〟だけはマジで殺す…………と言いたいが、負けてしまった。

　それでも。

　たとえダサくても…………カッコ悪く終わることだけは許されない。

　できることは、あるはずだから。

　あそこにいるガキ共は、きっともっと辛つらいはずだから。

　死し出での花道には、悪くない終わりだ。

　ボロボロの体に鞭むち打うち、彼は歩き続ける。

　この後のち、彼はその生涯の終わりに跡あと継つぎと出会う。

　そのときから、彼は「当代」から「先代アイツ」に変わった。



    

  
    
      　第一章　孤こ独どくな夜






　その日、〈黒こく宵しよう街がい〉の片かた隅すみにある小さな「学校」の教室は、いつものように授業前のざわめきに包まれていた。

　教室と言っても、借り手に恵めぐまれない、古ぼけた空き店だなに机と椅い子すを並べただけの空間がその学び舎やの全てであり、他ほかに教室など存在しない。

　一応教きよう壇だんは一段高い場所に設置し、部屋の壁かべには黒板とチョークも備えてはいるが、正直言って、そこに立つ人物に「教師」たる資格があるかと言われれば、領民は少し考え込むだろう。

　そもそも、この世界にはまだまだ年少者への「教育」という概がい念ねんが乏とぼしい。

　文字の読み書きや算術の類たぐいは、それこそ貴族の継けい承しように似た形で、大たい抵ていは家業を継つぐという行こう為いの一部として親から子へ伝えられる。

　たとえば商人の家に生まれ落ちたならば、まず間ま違ちがいなく家業を継ぐために、あるいは将来の独立のために算術の類に加え、文字の読み書きも習うだろう。

　が、そうした事情がない場合、生きるための知ち恵えはさておき、平民の子供が一いつ般ぱん的な教養を得る機会は少ない。

　どの貴族が治おさめる領地でも、それはごくありふれた現実だ。

　数少ない例外である〈黒こく宵しよう街がい〉は、貴族としては異い端たんである白はく皙せきの青年の出資により、いわば公費で「教師」が雇やとわれ、間に合わせとはいえ、一応「学校」の体てい裁さいを整えた建物もある。

　とはいえ、肝かん心じんの教師は──人材不足だった。

「今日は先生が来るのが遅おそいのだ。一体、どうしたのだ？」

　そう言って、教室に立ち並ぶ二十席あまりの机の中でも、一ひと際きわ人目を惹ひく少女──プリエラ＝シェヴィート・マムラハーは隣となりの席の少年に声をかけた。

　特に教室の席順は決まっていないが、常に一番前の席、それも教師と対面になる中央に腰こし掛かける席は、ほぼプリエラの指定席だ。常に生徒の中心におり、人を惹きつける彼女の魅み力りよくによってか、他の者も彼女を囲むように座り、ほぼ席は固定化されている。

「そういえば、先生、昨日ギックリ腰ごしになったんだって。朝からずっと寝ねたきりで、動けないって」

「何、そうなのか？　う～む、お歳としだからな…………」

　プリエラは難むずかしい顔で腕うで組ぐみをした。

　そう──この教室の教壇に立つ教師は、それこそ領地の長老格と言ってもいい老人だった。

　若い頃ころはあちこちを旅していたらしく、それなりに教養と見識があり、何より人生経験も豊富──なのだが、いかんせん歳には勝てない。

　老後の暇ひま潰つぶしと小こ遣づかい稼かせぎとして教師の役を請うけ負おったものの、生徒達は授業の中で体調面の不安さを幾いく度どとなく感じていた。

「正直声も聞き取りづらかったのだ。あと、同じ話をずっとしていたような…………」

「うん。杖つえも突ついてたし。何かふがふが言ってたよね」

　周囲の生徒は、共に同意を示して頷うなずき合う。

「しかし、それでは何な故ぜ知らせが来ぬのだ？　今日は普ふ通つうに授業があるのであろう？」

　プリエラが首を傾かしげると、左隣の席に座る最年少の生徒が問いに答えた。プリエラの転入初日、いじめられていたところを助けられて以来、懐なついていつも傍そばにいる。

「んとね、新しい先生が来るって。今け朝さ、お父さんが話してた。急だけど、何とか決まったって」

「おお、そうか。よく知らせてくれた」

　プリエラが大輪の花のような笑え顔がおを浮かべると、つられて彼女より二、三歳年下の少年も笑った。この少女の笑顔は、常に周囲に広がっていく。

「お、来たようだな」

　前方から響ひびく足音に、プリエラは姿勢を正した。

　教師への敬意などという堅かた苦くるしいものは持っていないが、同居する貴族から、「人からものを習うときは静かにしていろ」と言い含ふくめられているので、一応授業中は静かにしている。

　しかし、前方の戸を開けて新任の教師が訪おとずれたとき、少女の顔は困こん惑わくに歪ゆがんだ。

　ピン、と空気の張はり詰つめる教室。

　居並ぶ子供達が目にするのは、それまで見たことのない種類の美び貌ぼうの主。

　凜りんとした立たち振ふる舞まいで教壇に立つ彼女は、まさしく教師の職にふさわしい。

　紺こんのレディーススーツに身を固め、教科書らしき物を小こ脇わきに抱かかえ、馴なれた手つきで粗そ末まつな黒板にチョークで流りゆう麗れいに文字をしたためる。

　カッと乾かわいた音を立てて、板書の見本のような文字が記された後、新任教師は黒くろ髪かみをなびかせ、眼鏡めがねの奥の怜れい悧りな瞳を煌きらめかせながら、生徒達に自己紹しよう介かいを行った。

「初めまして。今日から君達の担任教師になった、レギーナ＝シェシェット・マムラハーだ。以後よろしく」

「お、お姉ねえ様さまぁぁぁっっっっっ!?」

　ガタンと机を前に倒たおしながら、プリエラが立ち上がって姉を指差す。

　目の前にいるのは間違いなく過か酷こくな王位争そう奪だつの宿命に縛しばられた──姉。

「そこ、授業中は静せい粛しゆくに」

　妹といえど、この場では教師と生徒。

　一線をきっちりと引き、レギーナは冷ややかに言い放つ。

「いや、えっと……何でいるのだ!?」

「質問があるなら、手を挙げてからにしたまえ」

　と、レギーナはにべもなく言った。

　未いまだに困惑から抜ぬけ出せないプリエラに代わり、彼女の左隣に座る少年が、おずおずと小さな手を挙げる。

「あの…………」

「はい、そこの君。え～と…………名前はクルツ君だったか」

「どうして、僕の名前、知ってるの？」

　少年は、不思議そうに首を傾げた。クラスメイトはさておき、前任の教師は生徒の名前どころか、その人数すら把は握あくしていたかどうか怪あやしい。

「仮にも教壇に立つ者が、教えるべき者の名ぐらい覚えておかなくて、どうするね？　君だけでなく、全員名前と年ねん齢れいぐらいは覚えている。で、質問は？」

「えっと…………先生は、プリエラちゃんのお姉さん？」

「そうだ。血は繋つながっていないがね」

「じゃあ、先生も王女様!?」

　今度は、別の生徒が歓かん声せいに似た声で問う。

「ああ、王族の第六子にあたる」

「スゴイスゴイ!!」

「プリエラちゃんみたいに、キレイな七大王器ネツクレス持ってるの!?」

「王様ってどんな人!?」

　我われ先さきにと子供達は教壇へ集まり、一いつ瞬しゆん、レギーナも気け圧おされる。

　が、そこは仮にも教師で王族、咳せき払ばらいを軽くしてから、威い厳げんを以もつて幼い生徒をたしなめた。

「これが噂うわさに聞く、かつての世界でも行われた『新任教師への質問タイム』というやつか…………答えないでもないが、まずは席に着いて、一人ずつ手を…………」

「教えて教えて!!」

「普ふ段だん何してるの～～!!」

「おうちはお城!?」



    

  
    
      　教師の声は届かず、生徒達は思い思いにレギーナの服を引っ張り、質問をぶつけていく。

「ちょっ、ちょっと、コラ、やめたまえ、席に…………」

　……声は届くわけもなく、麗うるわしき新任教師の初日は生徒達の質問責めに呑のみ込まれ、さらにその後外に連れ出されて、夕方まで遊びに付き合わされることで終わったのだった。





「…………というわけで、今日はひどく疲つかれた。汗あせを流したいので、シャワーの用意を。それと、冷たい水を一いつ杯ぱい」

　ぐったりとソファーにもたれかかるレギーナ。

　すでにスラックスは脱ぬいでおり、無造作にソファーにかけている。

　シャツも首のボタンを緩ゆるめ、王族の威厳はどこへやら、完全に激務で疲れ果てた勤め人以外の何者でもない。

　シャツの裾すそから伸のびるしなやかな美び脚きやくはそれなりに扇せん情じよう的だが、家主たる青年は、無表情にその頬ほおへ踵かかとをぐりぐりと押しつけた。

「……何をする？　君、私が仮にも王族の一人だということを忘れていないかね？」

「お前も、ここが俺の家だということを忘れていないか？　何故普通にくつろいでいる……そして何故一番風ぶ呂ろに浸つかろうとしている？」

　苦々しげに踵を押しつけるのは、館やかたの主あるじにして〈黒こく宵しよう街がい〉の領主、ルイヤ＝オフェル・クロス。

　身分の差はさておき、彼女は、あくまで自分が後見人を務めるプリエラの敵。

　王位継けい承しようのために、殺し合う宿命を背負った間あいだ柄がらなのだが、少なくとも、レギーナの方に戦意は無かった。

　というか、今日のところはその体力も気力もない。

「……私は、君の領地の教育行政に貢こう献けんして疲ひ弊へいしているのだよ？　『教師募ぼ集しゆう』の貼はり紙がみを見て面接に出向いて、すぐ採用されたはいいが、まさかあそこまで重労働だとは……あれでは教師というより、ただの子こ守もりだ」

「だ～か～ら、何故そもそもお前が教師の面接を受けている？」

「決まっている」

　俯うつむいていたレギーナは顔をあげ、顔の前で革かわ財さい布ふを振ふった。

　小さな埃ほこりが舞い落ちるだけで、紙し幣へいも硬こう貨かも飛び出ない。



「金欠だ」



　ルイヤは、無言でレギーナの頬により深々と踵を減めり込ませた。

「やめたまえ、何をする？」

「…………お前、本当に王族か？　金欠の王族なんざ、聞いたことがないぞ？」

「貴き族み達と違ちがって、我々は世せ俗ぞく的な領地を所有しているわけではないのでね。黙だまっていても金が入る身分ではない。まあ権けん威いだけはあるから、他の貴族の庇ひ護ごに入るなり、領地経営に参加すれば違うのだろうが…………」

「お前は異空間とはいえ、城持ちだろう？　あの城の調度品を売り飛ばせば、かなりの金になるだろうに」

「元からあの〈直ちよつ轄かつ地ち〉にある物は、外には持ち出せない。持っていた路銀も使い切ってしまったし、社会勉強も兼かねて、君の世話になろうと思ったわけだ」

「王族のプライドはないのか？」

「プライドで飯が食えるのかね？」

　至し極ごく真っ当な発言に、ルイヤは肩かたを竦すくめた。

　自分とて反逆者の汚お名めいの下もとに放ほう浪ろうを重ねた身、金の重みは充じゆう分ぶん知っている。

「…………まあ、教師の件はいい。面接は、街の連中に任まかせてあるしな。しかし、何な故ぜ俺の家に？」

「住居についても応相談、とあった。で、君の家に厄やつ介かいになろうと思ったわけだ」

　何かもうめんどくさくなったので、ルイヤは無表情でドガッとレギーナの額ひたいを踵で小こ突づいた。

「何をする、地味に痛いじゃないか」

「うるさい、黙れ。だから、お前は自分の〈直轄地〉にこもればいいだろうが」

「あそこには食しよく糧りようがないのだ」

「飯まで世話になる気か…………？」

　ルイヤが本格的に始末することを考え出したとき、レギーナは少し真顔になって彼を見み据すえた。

「何だ？」

「…………本当に、私が単に衣食住のためだけに、君の下に身を寄せたと思っているのかね？」

「どれ一つとして、提供する気はないがな」



「べ、別に君と一つ屋根の下で暮らしたかったわけじゃ、ないんだからねっ」



　と、レギーナは言った。

　思いっきり抑よく揚ようゼロの棒読みで。

　無表情を通とおり越こして、虚きよ無む的な顔になるルイヤに、レギーナは計算外というふうに、深刻な面おも持もちで物思いにふける。

「馬ば鹿かな……君のようなタイプには、かなり効果的だと思ったのだが」

「……………………」

「古本屋で入手したかつての世界の古書から、『TSUN-DERE』なる概がい念ねんを解読し、実じつ践せんしてみたのだが…………琴きん線せんに触ふれないかね？」

「死ねばいいのに」

　珍めずらしく、不死身の貴族以外にルイヤはその言葉を放った。

　殺意はいつもより二割、いや、三割増しだ。

「おかしいな、かつての世界では数あま多たの男性を魅み了りようした仕草だと聞きき及およんでいるのだが…………」

「世界が一度滅ほろびた理由が、わかった気がするな。血の繋がりはないくせに、やたら妹と似なくていいところが似ている」

「一いつ緒しよにするな！　私の方が、美人でせくしーなのだ!!」

　と、二人の間に割り込んできたのはプリエラ。

　美人かどうかはさておき、まあ愛あい嬌きようはある。

「黙れクソガキ。俺から言わせれば、どちらも五十歩百歩だ。色気など、欠片かけらも感じん」

「ムムム…………私はこれからなのだ、将来に期待なのだ!!」

「敗者の弁だな。妹よ、私は君達のせいで多分に疲れている。少し静かにしてくれまいか？」

　いささか老ふけ込んだ様子で、わずらわしそうにレギーナは手を振る。

　プリエラは鼻を鳴らし、体力に乏とぼしい姉を嘲あざ笑わらった。

「やれやれ、その程度で疲れるとはだらしない」

「生徒の君には、教える身の苦労はわからない」

「私とて、学校では他の者に読み書きや計算を教えているのだ！　それに、私ならばもっと簡単にお金を稼かせげるのだ！」

「ほう、どうやって？」

　興味を惹ひかれ、レギーナが身を乗り出す。ルイヤも、さりげなくそそられていた。

「うむ、まず夜の街に繰くり出だすのだ。ある程度はなやかな恰かつ好こうをして、化け粧しようもきちんとした方がよいな。若じやつ干かん濃こい目めの方が目立つのでオススメだ」

「ほうほう、それで？」

「街路に立ち、通りすがる男に、『ねえ、遊んでかない？』と、せくしーな声で囁ささや…………いたっ、何するのだ!!」

「うるさい、黙れクソガキ」

　全すべてを語る前に、ルイヤの鉄てつ拳けん制裁ならぬ鉄足制裁が科された。頭頂に踵落としを叩たたき込まれ、プリエラは両手を振り回して抗こう議ぎする。

「何が間違っているのだ!?　かなりの者はひっかかるであろう!?」

「否定はせんが、お前は金で全てを割り切るにはガキすぎる」

「私は年ねん齢れい的には、問題ないだろう。しかし、さすがに初めてがビジネスというのはな…………」

　結構真ま面じ目めに考え込むレギーナ。

　世の世せ知ち辛がらさと貞てい操そう観念を秤はかりにかけているようだ。

「…………お前の純潔のゆくえなどど～でもいいが、後こう悔かいのないようにな」

「確かにな…………よし、いくらで買う？」

「死ね」

　拒きよ絶ぜつはシンプルな単語だった。

　だが、白はく皙せきの貴族にはまだまだ売り込みがやってくる。

「闇黒卿ダークロードよ、私ならばどうだ？　今なら特別に、『私のほっぺたにスリスリしていい権』もくれてやろう…………ってやめろ、つねるな、引っ張るな！」

「うるさい…………だから、どこで覚えてくる？」

「実は母かあ様さまもそういう感じの仕事をしていたとか、いないとか。私が父親の顔を知らぬのも、そのあたりに理由があるのやもしれぬ」

「さらっと結構重い出自を語ったな…………」

　ルイヤも、思わずプリエラの頬をつねる手を放してしまう。

　しかし、当のプリエラはまったく顔色を変えず、胸を張って言い放つ。

「生まれなど、どうでもよいではないか。どんな職業であれ、母様はお腹なかを痛めて私を産んでくれて、この歳としになるまで立りつ派ぱに育ててくれたのだ。ならば、それだけで充分ではないか!!　そうであろう？」

　ルイヤは何も言わなかった。

　いや、言えなかった。

　そもそも彼は、「母」を知らない。

　レギーナも、また。

「お姉ねえ様さまも、そう思うであろう？」

　水を向けられたが、姉は無愛想に首を振った。

「私は孤こ児じだ。父母の顔すら知らない。兄妹きようだいの情愛というやつも、興味がないし、わからない」

「何だ、そうなのか」

　悪気なく、無む邪じや気きに言うプリエラ。

　レギーナはそんな妹を相手にせず、立ち上がった。

「いいかげん、汗あせが気になってきた。せめて風ふ呂ろだけでも貸してくれ」

「好きにしろ」

「何なら覗のぞきに来たまえ。君が望むのならば、混浴も」

「言っていろ」

　すでに恒こう例れいとなりつつあるやりとりを交かわし、レギーナは居間を出た。

　同時に、ルイヤの下しも僕べにして、この家の家事全てを取り仕切る琉る妃き・リディアーノとすれ違う。

　彼女はこちらと目を合わそうとせず、ただ事務的に淡たん々たんと告げる。

「お風呂のご用意はできています。どうぞ、お使いください」

　ルイヤとのやりとりから、結果を予想していたのであろう。

　主あるじの心根まで把は握あくした、見み事ごとな侍じ従じゆうぶりだが──レギーナは、何かひっかかるものを感じた。

「君…………何かあったか？」

「いえ…………別に」

　そのまま琉妃は去った。おそらくは、食事の準備だろう。自分がお相しよう伴ばんに与あずかるであろうことも、考えているに違いない。

　どこまでも有能な下しも僕べだが、レギーナは疑問を拭ぬぐい去されなかった。

　おそらく、仮にも女性だから──感じ取れたことなのだろう。

　琉妃の淡々とした口調には、ごくわずか、それでいてけして消し去ることのできない、業ごうにも似た感情が渦うず巻まいていた。

　レギーナには、正直明確に言葉にはできない。

　それでも、世間一いつ般ぱんの常識にあてはめれば、その感情を表す言葉は、一つしかなかった。

　すなわち、嫉しつ妬とと。





　その日の夜よ更ふけ、琉妃は寝ね間ま着き姿で、主の部屋の前で立ち尽つくしていた。

　いつものように、枕まくらも小こ脇わきに抱かかえている。

　後はただノックをして、迎むかえ入れてもらうだけ──なのに、ドアを叩く手は重い。

　幾いく度ども悩なやみ、幾度も思い留とどまった。

　長い逡しゆん巡じゆんの果て、ようやく手が動き、か細い音を響ひびかせる。

　返事はない。

　そのこと自体が拒絶という返事ではないかと思いつつも、琉妃は意を決してドアを開け、部屋に踏ふみ入った。

　主はすでに寝ね床どこにいた。

　自分を閨ねやに迎え入れるときと変わらず、上半身を起こし、月明かりだけを頼たよりに眼鏡をかけて読書に耽ふけっている。

　文面から目を離はなさず、彼は冷ややかに言う。

「呼んだ覚えはないぞ」

「わかって……います」

　そう──今日は、お声がかかっていない。

　いや、今日もだ。

　あの〈保養地〉での一件以来、主は自分を閨に呼ぼうとしない。

　それどころか、指一本触ふれてこない。

　夜だけでなく──昼も。

　プリエラとの同居が始まってから、回数が減ったとはいえ、昼間でも体を重ねたことは幾度もある。少女の留守中など、機会もそれなりにあった。

　なのに──この一か月、一度も主は求めてこない。

　最初は、自分を労いたわってくれているのだと思った。

〈保養地〉で生死の境を彷徨さまよったわけだし、その原因の一いつ端たんは、主に抱だかれたこともある。

　だから求めてこない──そう思った。

　けれど、すぐにそれが勘かん違ちがいだと気づいた。

　求めてこないだけではなく、日常の態度も変わった。

　一見すると何一つ変わりないようでも、自分にはわかる。

　どこか、一線を引いている。

　以前から感じていたことではあるが、今は如によ実じつに感じる。

　単なる身分差ではなく、もっと根源的な壁かべを。

「部屋に戻もどれ」

　こちらを向かないまま、主は言う。

　琉妃もまた、俯うつむきながら、おずおずと問う。

「私…………魅み力りよく、ない、ですか…………？」

「自分の顔と体を鏡で見直せ。お前が言うと、嫌いや味みにしか聞こえない」

「だったら…………！」

　顔を上げる琉妃──遮さえぎるように主は言う。

「出て行け」

「………………！」

　一いつ切さいの拒否を許さない拒絶。

　唇くちびるを噛かみ締しめて、ただ茫ぼう然ぜんとなる琉妃に対し、ルイヤは本を閉じ、ベッドから下りた。

「いい、お前が出て行かないなら、俺が出て行く」

　主はそのまま部屋を出た。

　去り際ぎわ、一いつ瞬しゆんだけ目が合ったが、それだけだ。

　主は何の感情も見せず、去るときも、触ふれることすら厭いとうように、避さけていった。

　琉妃はしばらく立ち尽くしていたが、やがて、プリエラが後ろから声をかける。

　二人の同居人の間に流れる空気を感じ取ったのか、声にはいつもの快活さがない。

「どうしたのだ、お前達？　何か…………あったのか？」

「……うるさいわよ」

　短く静かな言葉。

　プリエラはそれ以上言葉が継げず、そそくさとその場を去った。

　残された琉妃もまた、放心した様子で、とぼとぼと自室に戻っていく。

　三者三様、館やかたに暮らす者が、皆みな重い夜をすごす中、客人たるレギーナだけが、廊ろう下かの壁に背を預け、泰たい然ぜんとした面おも持もちで彼らを見つめていた。

　自身で淹いれたコーヒーを口元に運び、王女は物もの憂うげに首を振ふる。

「難むずかしいものだね、男女とは」





「……というわけで、招待状です　さあ、受け取りたまえ」

　と、にこやかに死侯爵デスマークイスこと京きよう夜や＝メス・マドグリフが便びん箋せんを差し出した瞬間、その顔面にはルイヤの左ひだり脚あしが減めり込んだ。

「帰れ」

　寝起き丸出しのしゃがれ声でルイヤが言う。

　すでに朝とは呼べない午前中だが、彼にとってはまだ寝起きの時間、半はん裸らのまま、不ふ機き嫌げんに突とつ然ぜん来訪した友人を足あし蹴げにする。

「おやおや、いつにも増して不機嫌だね。何かあった？」

　京夜の的確な指し摘てきに、一瞬、台所にいる琉妃の顔が曇くもる。

　が、ルイヤは反応せず、グリグリと仮にも侯こう爵しやくたる少年の顔を踏みつけ、床ゆかに埋うめ込んでいく。

「うるさい黙だまれ…………何が招待状だ。この前お前の誘さそいに乗って、散々な目に遭あったのを忘れたか？」

「あれは勅ちよく命めいだったわけじゃないか。キミだって同意したわけでさ。会えたんだろ、陛下とも？」

　その発言に、居間の空気が変わった。

　台所にいる琉妃、ソファーに座り、我が物顔で脚を組んで読書に耽るレギーナ、姉に出された宿題を解いているプリエラ──ルイヤを巡めぐる女達は、それぞれ“〝王”〟と浅からぬ因いん縁ねんを持つ彼を注視する。

「…………終わったことだ。次会えば、殺す」

「キミらしくないなあ。次とか、いつかとか、そんなダメ人間の常じよう套とう句く、吐はくようなガラじゃない。出会った瞬間、蹴けりかかったはずだろ？　返り討うちにあったにしちゃあ無傷だし…………ホントに、何があったのさ？」

「………………」

　確かに、勅命を果たす過程で“〝王”〟とは邂かい逅こうした。

　久方ぶりの対たい峙じだが、結局は小こ競ぜり合いとも呼べないレベルで終わった。

　ルイヤはその理由を京夜にすら語っていない。

　彼自身、わかっていないのかもしれない。

　何な故ぜ敵かた討きうちを優先せず、琉妃のために“〝王”〟に膝ひざを屈くつしたのか。

「死侯爵デスマークイスよ、招待状とはこれか？　どこに招いてくれるのだ？」

　場の空気を察してか、プリエラはいつものように朗ほがらかに尋たずねた。その小さな手には、京夜がルイヤの蹴りのせいで、床に落としてしまった便箋が握にぎられている。

「ああ、これは失礼を。我が王党派の催もよおす舞踏会パーテイーの招待状です」

「おお、そうなのか！　よお～し、闇黒卿ダークロードよ…………」

「誰だれが行くか。大体、何故俺を招待する？　不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だろうに。お前の家のホームパーティーですら、お前の嫁エリザが呼ぶのに反対するだろう？」

「いや、別にキミだけじゃなくて、殿でん下か達も。というより、王族おふたりが主しゆ賓ひんかな？　顔合わせというか」

　その一言に、ルイヤの顔つきが変わった。

　プリエラは首を傾かしげているが、レギーナはことの全てを悟さとり、本を閉じる。

「つまりは──その王党派のパーティーに『次じ兄けい』と『長ちよう姉し』も出席するということかね？」

「ええ。先の一件で王族も数が減ってしまいましたし、ぜひ一度妹達に会いたいと。これは、お二人の共通の意向です。もっとも、『長兄』たる方はご出席しませんので、残りの王族の方々全てが一堂に会す──とはいきませんが。ああ、警けい戒かいする必要はありません。催すのはあくまでパーティー…………争いは、別の機会に」

　レギーナの心中を見み透すかしたように、京夜が薄うすく笑う。

　彼女もまた、眼鏡の奥の怜れい悧りな瞳ひとみを光らせながら、微び笑しようした。

「承うけたまわった。私は出席すると伝えてくれ」

「うむ、私もなのだ！　パーティーに出たいのだ!!　社交界デビューなのだ!!」

　子供らしく無む邪じや気きに言うプリエラ。

　京夜は満足げに頷うなずき、ルイヤに思わせぶりな視線を向ける。

「……ということだそうだよ。当然、お目付役のキミも出席だよね？」

「日取りと場所を教えろ」

　無愛想に出席を告げ、ルイヤは物憂げな顔でソファーに腰こしかけた。

　時を同じくして、主あるじにコーヒーを供すため、琉妃がカップをトレイに載のせて居間を訪おとずれる。

「あ、琉妃ちゃんも来るよね？　もしドレス新調するなら言ってよ。エリザに頼たのんで、いい店紹しよう介かいするし」

「あ、いえ、私は…………」

　主の様子を横目で窺うかがうが、あちらは無反応だ。

　琉妃の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、京夜は呑のん気きに言う。

「一応パートナー同どう伴はんが原則なんで、来ないとルイヤが恥はじかくよ？　まあ周りが貴族ばっかだから、緊きん張ちようするかもだけど、そこまでかしこまったものじゃないし」

「待て、パートナーなら、この私がいるではないか！　仕方ない、ここは一つ、私が恋こい人びと役を務めてやろう!!」

　意い気き揚よう々ようとほぼペッタンコな胸を張るプリエラ。

　ルイヤは露ろ骨こつに顔を歪ゆがめ、京夜は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべる。

　レギーナが空気を読み、身の程ほど知らずな妹の肩かたを叩たたいて、そっと諫いさめた。

「残念だが、君を傍かたわらにおいては、単なる子連れと思われてしまう。とりあえず、君は作法を学んでおきたまえ」

「何をぉっっ!?」

「パートナーは年ねん齢れい的にはこの私…………と言いたいところだが、それは闇黒卿ダークロードが納なつ得とくすまいな。まあ我われ々われ二人は仮にも王族、扱あつかいは主賓格だろうし、パートナーを連れていく必要もあるまい。下へ手たに誰かをつければ、それはそれでまたいらぬ誤解を招く。君はせいぜい服選びに励はげみたまえ」

「ムムムッッッ、よかろう、私の華か麗れいなドレス姿で、男共を悩のう殺さつしてやるのだ!!」

　絶対ムリ──周囲の大人達はそう目配せして頷き合う。

　その後、京夜より日取りは一週間後、王党派の貴族の領地で催される旨むねが伝えられた。

　ルイヤの意向で、京夜を通じてフォーマルドレスの注文が行われ、女達、特にプリエラにとっては待ち遠しい日々が続く。

　そして──パーティー前夜。

　琉妃は自室にいた。

　今日も、主からはお呼びがかからない。

　その理由もまた、未いまだにわからない。

　単に興味が失うせた、この体に飽あきた──ということではないと思う。

　うぬぼれではなく、飽きるのなら、もっと早めに捨てられているはずだ。

　女には不自由していないはずだし、性欲処理なら、いくらでも相手がいる。

　なのに、自分を抱だかないだけでなく、他の女も求めようとはしていない。

　考えても考えても、わからない。

　ただ、キッカケになった出来事だけは見当がつく。

　今琉妃の目の前にあるのは、ドレスハンガーにかかった新調されたドレス。

　白を基調とし、豊かな胸むな元もとを強調するデザインは、覚えがあった。

　あの〈保養地〉で着た、そして主に最後に抱かれたときのドレスと──どこか意い匠しようが似ている。

　似合っているとは言われなかったが、それなりに気に入ってはくれていたようだ。

　何より、激しく求めてくれた。

「……やっぱり、私のこと、心配して…………？」

　幾いく度どとなく頭をよぎった推論を口に出す。

　が、いつものように、すぐに自分自身で否定する。

　確かに、あの夜抱かれたことで、生死の境を彷徨さまよった。

　けれど、もうとっくに全快しており、不調はまったくない。抱くのには問題ないはずだ。そもそも、本当に自分の体を心配しているのなら、それこそ京夜のツテでも使って、いくらでも医者に診みせるはず。

　だからきっと──求めてこない理由は、主の心の中にある。

「………………」

　哀かなしげな面持ちでドレスから目を離はなし、琉妃はベッドに入った。

　悪くない寝ね心地ごこちのシングルベッドだが、正直あまり好きではない。

　主の胸で、時には腕うで枕まくらで眠ねむるやすらぎを知ってしまってから、本当に熟じゆく睡すいできるのは、彼に呼ばれたときだけになってしまった。

　けだるいまどろみの中、琉妃は真実を求めて、もう一度主に思いを馳はせる。

〈保養地〉から戻もどった日の夜──自分から部屋を訪れて拒きよ絶ぜつされた夜──どの夜の主の表情も、覚えがある気がする。

（あれは…………初めての、ときの………………）

　そう──思い出した。

　初めての夜、初めて抱かれたときも、あんなふうに、どこか思いつめた──切ない顔をしていた。

　バスタオル一枚の体を抱だき締しめられたとき、彼の闇やみ色いろの瞳が、困こん惑わくに似た色を秘ひめていたことに気づいた。

　理由を尋ねる余よ裕ゆうはなかった。

　すぐに組くみ敷しかれて、ベッドに押おし倒たおされたからだ。

「あ、あの、灯あかりを消して…………」

　恥はじらいに頬ほおを染めて懇こん願がんしたが、主は首筋に口づけながら、冷たく言い放った。

「ヤだね」

　その口調に抗こう議ぎを諦あきらめ、せめてもの懇願を口にした。

　今にして思うと、本当に恥ずかしくなるような、経験のない小こ娘むすめそのものの…………小さな声で。

「お願い、やさしく…………」

「気が向いたらな」

　耳元で囁ささやかれた声は、いじわるで、傲ごう慢まんで──でも、あたたかかった。

　そのまま耳たぶが甘あま噛がみされ、全身から力が抜ぬけた。

　後は、なすがままにされるだけ。

　過去の情景が思い浮かぶ中、琉妃の手は自然と下か肢しに伸のびる。

　現実のぬくもりが与あたえられないなら、せめて過去の思い出に浸ひたりたかった。

　孤こ独どくな寝しん台だいが、いつしか主との最初の夜の光景に重なる。

　あのときの主は、格別にやさしかった。

　言葉や態度ではなく、その唇くちびると指先が、ゆっくりと硬かたさの残る肢体からだをほぐしてくれた。

　それまで、性的な欲望を覚えたことはほとんどない。

　いや、むしろ嫌けん悪おしていた。

　男好きのする恵めぐまれた肢体も、生きていくための道具として割り切ってはいたが、それでも体を売り物にしたことはない。男には触さわられることすら厭いとわしい──そう思っていた。

　なのに、触ふれ合う青年の白く繊せん細さいな指先には、何の嫌悪も抱いだかない。

　むしろ、もっと触ってほしい──そんなことすら思った。

「あ…………ン」

　抑おさえようと思っても、喘あえぎは自然に漏もれた。

　最初はぎこちなかったのに、やがてなめらかで甘い響ひびきを持った喘ぎが、口から漏れていく。

　特に、胸を弄いじられると声は大きくなった。これまではむしろ大きすぎて邪じや魔ま、男の目を惹ひくばかりで、役立たずの脂し肪ぼうの塊かたまりと思っていたが……違ちがったらしい。

「敏びん感かんなんだな…………」

　と、見透かしたように主が囁く。

　顔を真っ赤に染めて、目を逸そらしながら言う。

「…………大きすぎ、とか思ったり、しません…………？」

「別に…………形もいいし、感じやすくてかわいい胸じゃないか」

「本当…………？」

　悦よろこびをあらわにして言うと、ルイヤは答える代わりに、全体の大きさと反比例して、小さく色素の薄い可か憐れんな先せん端たんを口に含ふくんだ。もう片方も、指先で弄り出す。

　軽く爪つめで擦こすったり、指先で転がして、やさしく摘つまんだり──その間にも、揉もみしだくことを忘れない。

　手と唇の動きが本格的になると、感極きわまったように琉妃は甘い吐と息いきを漏らした。

「あ、やだ、ダメ………………」

　拒こばみつつも、彼が離れていかないように、その頭を両手で抱き締める。

　ルイヤは咎とがめず、長く長く胸を愛あい撫ぶし、白い肉にいくつもいくつも口づけの痕あとを刻む。

　強弱をつけて吸って、甘噛みして、舌で先端をつついて、転がして──豊かな乳ち房ぶさは完全に主のものとなり、丹たん念ねんに弄られていく。

　ようやく彼の唇が乳房から離れたとき、もう琉妃に抵てい抗こうの意思はなかった。

　すでに快楽の鉱脈は掘ほりつくされて、あとはただ攻せめられるだけ。

　それでも、残った未開の地にルイヤが近づくと、また身をこわばらせた。

　開かれようとする両りよう脚あし──抗あらがうように、琉妃はぴったりと左右の太ももを合わせて、離そうとしない。

　ルイヤは無理に開こうとせず、そのまま琉妃の両脚を持ち上げた。

「あ、イヤ…………」

　構わず、ルイヤは琉妃の太ももの裏に舌を這はわせた。わななく琉妃に、やさしい声で問いかける。

「怖こわいか？」

「………………」

　答えられなかった。

　ルイヤの顔は、自分の太ももが壁かべになって見えない。でも、自分を案じてくれているのはわかる。

「イヤなら、もうやめるぞ？」

　太もも越ごしに聞こえる声──きっと、この先を拒きよ否ひしても傍そばには置いてもらえる。でも、でも、きっと二度と求めてこない。

　だから、震ふるえながらも、ゆっくりと脚を開いていく。

　同時に、主あるじの銀ぎん髪ぱつも視界に飛び込んできた。

　その闇色の瞳ひとみは、じっともう潤うるみを帯びた場所を見つめている。

「ダメ…………見ないで!!」

　急激に羞しゆう恥ちが湧わき、泣きそうな声を出して再び脚を閉じようとする。

　だが、もう遅おそかった。

　ルイヤは太ももを両りよう脇わきに抱かかえ、初めて男の目に触れる部分に口づけた。

「あ、あ、ああ………………」

　急速に抵抗は弱くなった。ジュル、と音が響くたび、体から力が抜けていく。

　口づけは長く続き、何度も声をあげさせられて、絶頂を迎むかえさせられた。

　初めてなのに、ルイヤは容よう赦しやせず、弛し緩かんする女によ体たいを攻め続ける。

　それから、どれくらいの時間が経たったかわからない。

　ようやく彼の唇が離れたとき、もう体は男を受け入れる準備を充じゆう分ぶんすぎるほど整えていた。

　両脚はだらしないぐらい大きく開かれ、肌はだは熱を帯びて紅あかく色づいている。全身には力が入らず、ルイヤが覆おおいかぶさっても、ただその背に両りよう腕うでを回すことしかできない。

「力を抜いて…………」

　気づかいのこもった命令に、コクンと素す直なおに頷うなずく。

　もう、心は完全に彼の下も僕のになっていた。

　そして今──体も。

　はう、と呻うめきが漏れる。

　今、一つになった。

　充分にほぐされたおかげか、破は瓜かの痛みはほとんどない。代わりに、細く長い喘ぎが漏れる。

　ルイヤは苦く笑しようめいた顔で額ひたいに口づけし、そのまま本当に自分のものになった下しも僕べを抱き締める。

　焦あせらず、間を置いて、自分のこわばりが、下しも僕べの柔やわらかい肉に馴な染じむのを待つ。

　やがてゆっくりと……動いているのかどうかもわからないくらい、ゆっくりと彼は動き始めた。

　微び妙みように角度を変えて、深さを変えて──まだまだ男を受け入れることに慣れていない下しも僕べが、少しでも快楽を得られるように、ゆっくりゆっくり体を重ねていく。

「あっ、それ、そこ…………！」

「こう動くのがいいのか…………？」

「はい………………」

　甘い会話が続き、互たがいに快楽の吐息を漏らし出す。

　徐じよ々じよに二人の呼吸が重なり、絶頂が近づいているのがわかる。

　主は強く自分を抱き締め、切なげに耳元で自分の名を呼んだ。

「琉妃…………！」

　そして──主のこわばりが限界を迎え、大きく震えながら、たっぷりと精を吐はき出した。

「すご、い………………」

　背を反らしながら、胎たい内ないに放たれたものを受け止める。

　後で知ったことだが、死侯爵デスマークイスと戦ってから自分と出会うまで──主はずっと、禁欲を通していたらしい。それだけに、それこそ視界まで白く霞かすむような感覚を覚えるほどの、大量の精が注そそぎ込まれていく。

　こんなに出されたら、本当に……骨の髄ずいまで、彼の下モ僕ノにされてしまう。

「ルイヤ、様…………」

　切なげに喘ぎながら、主の名を呼ぶ。思えば、きちんと名を呼んだのは、これが初めてだった。

　主は微び笑しようしながら、抱き締めてくれた。

　まだ快楽を貪むさぼりたい様子で、少々申し訳なさそうに、耳元で囁いていく。

「まだ…………大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい…………」

　喘ぎながら、頷く。

　やせがまんではなく、本当に求めてくれるなら応じたかった。

　繋つながったまま体位が変わり、俯うつぶせの姿勢になる。

「やだ……恥ずかしい、こんなの…………」

「すぐに慣れる」

　言葉どおり、ただ甘い喘ぎだけを漏らすようになるまで、そう時間はかからなかった。

　初夜にしては、あまりに甘かん美びで激しい交まじわりの記き憶おく──それだけに、今が余計に空むなしい。

　急速に体の熱が冷え、現実に舞まい戻もどった琉妃は、哀かなしげな顔で、指先に絡からみついたねばつく液体を舐なめ取る。

　わかっていた。こんなこと、空しいだけ。

　前に主に言ったとおりだ。

　本当は、ただあの人に──

　ささやかな願いを、目の端はしに浮うかぶ雫しずくに込こめ、琉妃は孤独な眠ねむりについた。



    

  
    
      　第二章　舞ぶ踏とう会かい






「おおっ、スゴイのだ、お城なのだ!!」

「中では静かにしろよ、クソガキ。一人でどっかに出歩くな」

　馬車から降おりて即そくはしゃぐプリエラを、ルイヤは面めん倒どうそうに注意した。

　プリエラにとっては社交界デビューの待ちに待ったイベントでも、彼にとってはまさに敵地への孤独な特とつ攻こうに等しい。

　羽は織おるインバネスと、先代の遺品である白いネクタイを中心に正装で固めた姿も、ある種の決意の表れかもしれない。

「よし、では行くのだ！　受付を済ますのだ!!」

「わかった、わかった」

「相変わらず無む駄だに元気ねぇ」

　溜ため息いきを吐つきながら、琉る妃きも馬車から降りた。

　地を踏ふみしめようとしたとき、差し出された主の手に気づく。

「え、あの…………」

「今日は俺のパートナーだろう？　その服じゃ動きにくいだろうから、戦力としては期待せんが、あのガキの見張りはしてもらう」

「は、はい…………」

　差し出された手をおずおずと取り、もう片方の手でスカートの裾すそを上げながら、琉妃は馬車を降りた。

　プリエラやルイヤ同様、彼女もまた新調したイブニングドレスの正装に身を包み、薄うすく化け粧しようもしている。

　そのままルイヤと腕うでを組みながら、眼前に聳そびえる城へ向かう。

　京きよう夜やの自宅に匹ひつ敵てきする、まず間ま違ちがいなく侯こう爵しやく級以上の貴族の居城とおぼしき豪ごう壮そうな城は、これから行われる舞踏会の規模を容易に想像させた。

「…………あの」

「何だ？」

「その、本当によろしいんですか？　同どう伴はんが、私で…………」

「お前以外にいない」

「その……レギーナ様、とかは…………」

「断固断る。大体、アイツはガキ共の宿題を見るとかで、すでに遅ち刻こくしている。放ほうっておけ」

「でも、私は…………」

「身分の差などどーでもいい。どうせ、お前より顔と体のいい貴族の女なんざ、まずいない」

　臆おく面めんもなく言い切るルイヤ。

　この主は、ごくたまにこういうセリフを真顔で吐く。

　琉妃はそれ以上何も言えず、主のパートナーという一時の僥ぎよう倖こうに身を委ゆだね、強く腕を絡める。

「緊きん張ちようしているのか？　舞踏会は初めてでもないだろうに」

「あれは…………あくまで、その…………前の主人のお供でしたから。ほとんど雑用でしたし…………」

「今日はお前も客人だ。気にせず振ふる舞え」

　二人は城門をくぐり、受付を済ませた。

　すでに広大な会場には、今こ宵よいの宴うたげに招かれた客達のほぼ全すべてが到とう着ちやくしていた。

　言うまでもなく、客として遇ぐうされるのは全てが「貴族」。

　中には主あるじに同伴する下しも僕べもいるが、基本は貴族による、貴族のための宴。

　正確には、貴族の中の最大派は閥ばつたる、王党派の会合。

　ゆえに、反王党派の唯ゆい一いつにして最大の急きゆう先せん鋒ぽうたる白はく皙せきの貴族が会場に入ったとき、すでにいた客の中に、かすかなどよめきが起こった。

　そもそも、今日の出席自体、ほとんどの貴族にとって半信半疑だったことだろう。

　ルイヤにとっては、完全に敵地──彼といざこざのあった貴族は、今日の招待客にも数多い。

　最近も、王党派の一員たる月光男爵ムーンバロンを斃たおしたばかり、悪く言えば、どの面つらさげて──

　口にこそ出さないものの、扇おうぎで口元を隠かくし、礼服に身を包んだ貴族達は、ひそやかに語り合う。

　一気に冷ややかに変わった場の空気を感じ取り、琉妃は心細げに主の腕に両腕を絡ませた。

　主に対する視線は、当然自分にも向く。

　確かに、外見だけならば居並ぶ貴族の女には負けない、主と並んでも彼に恥はじをかかさないという自信はあるが──所しよ詮せんは平民。

　自分を見る幾いく人にんかの口元には、隠しがたい嘲ちよう笑しようが浮かんでいた。

　それに気づいて、唇くちびるを噛かみ締しめたとき──ルイヤの前に進み出て、胸を張る少女がいた。



「うむ、苦しゅうない!!」



　でん、と両手を腰こしに当て、プリエラが威い風ふう堂どう々どうと登場する。

　なお、言うまでもないが、特に招待客が彼女を見つめていたわけではない。

　というか、今ようやく存在に気づいた。

「どうしたのだ、お前達？　今日は私のために集まってご苦労であった。さあ、遠えん慮りよなく挨あい拶さつにくるがよい!!」

　新調したピンクのドレス、胸むな元もとには王族の証あかしたる七大王器レガリアピースたるネックレスを光らせ、少女は意い気き揚よう々ようと吼ほえる。

　一いつ瞬しゆん、貴族の間にも、何ともいえない微笑ほほえみと──畏い怖ふの気配が漏もれた。

　そう、プリエラは仮にも王族、今日の舞踏会の主しゆ賓ひん格に間違いない。

　ましてや居並ぶ貴族は全てが王党派かその関係者、背はい後ごに並ぶルイヤと琉妃はとりあえず無視し、挨拶に来るのは至し極ごく当然。

　だがしかし──

「妙みようだな」

「え…………？」

　琉妃は眉まゆ根ねを寄せる主を怪け訝げんな顔で見つめる。

「あの……何か？」

「どうやら、俺達は当て馬らしい」

　主の視線は、居並ぶ貴族達の表情に注そそがれていた。

　皆みな、例外なく尻しり込ごみしている。

　挨拶するのはやぶさかではないが、行きづらい──そんな印象だ。

　そう──まるで、誰だれかに遠慮でもしているかのような。

　ルイヤは目を細め、その原因を見定める。

　程ほど無くして、その原因が向こうからやって来た。

　貴族達の人の波を、ある一団が掻かき分わけて近づいてくる。

　当然、その一団もまた貴族には違いない。

　見み目め麗うるわしい女性を中心とした侯こう爵しやく、伯はく爵しやくといった上位貴族の集団。

　貴族の中でも、また別格といった印象を与あたえるその一団の中央に、彼女はいた。

　白く清せい楚そな印象のイブニングドレスを纏まとい、どこか浮うき世よ離ばなれした、まるで一時の夢を見ているかのような印象を与える輝かがやく美び貌ぼう。

　胸元や耳を彩いろどるアクセサリーも、極ごく上じようの仕立てのドレスも、全ては本人を引き立たせる添そえ物ものにすぎない。

　波打つ豊かな金きん髪ぱつをなびかせながら、その美女はプリエラの前で身を屈かがめた。

「初めまして」

　このうえなく優ゆう雅がな挨拶が行われる。

　怖こわい物もの知しらずのプリエラも、女性の口元に浮かぶ典てん雅がな微笑みに一瞬気け圧おされ──だが、その漂ただよう気配に、相手の正体に気づく。

「お姉ねえ…………様さま？」

「ええ。バシリッサ＝シェニット・マムラハー。あなたからすれば……一番上のお姉さん、といったところかしら？」

　艶えん然ぜんと「長ちよう姉し」が微笑む。

　それを機に、一気に空気が和なごんだ。

　まるで何かの許可が出たと言わんばかりに、それまでプリエラの周辺に漂っていた張はり詰つめたものが解かれていく。

「……やはり、な」

「……どういうこと、ですか？」

　琉妃は小声で主に尋たずねた。

　バシリッサの登場で、貴族達の雰ふん囲い気きが急に変わったことは気づいたが、まだその現象の真の意味には気づいていない。

「今日の主役は、あくまでうちのクソガキではなく、この王族と──もう一人ということだ。さっきも言ったとおり、俺達は当て馬で、コイツらの引き立て役…………」

「うむ、苦しゅうない。私はプリエラ＝シェヴィート・マムラハー。以後、お見知りおきを」

　……と、背後の大人二人が神妙な顔で語り合う中、プリエラは堂々と姉に対して挨拶を返す。

「こちらの二人は、闇黒卿ダークロードとその下しも僕べだ。どちらも、私の忠実なる家来なのだ」

「誰が家来だ、コラ」

「誰が家来よ、この」

　息ピッタリに言い、ルイヤと琉妃はそれぞれプリエラのプニプニほっぺを左右から引っ張る。

「やめろ、何をする!?　何をする何をする何をする～～～～！」

　手足をバタつかせてもがくプリエラ。

　最初に吹ふき出したのは、長姉たるバシリッサだった。

　肩かたを震ふるわせて笑みを零こぼす彼女につられ、会場にもほほえましい笑みの連れん鎖さが巻き起こる。

「うぅぅぅぅ～～何な故ぜ皆笑うのだ!?　何か面おも白しろいことがあるのか!?」

「笑われてるんだ、お前が」

「笑われてるのよ、あなたが」

　容よう赦しやないツッコミにまたプリエラが手足をバタつかせる中、たしなめるようにバシリッサが声をかける。

「ずいぶんとステキな家来をお持ちなのね。うらやましいわ…………」

「そうであろう？」

　満まん更ざらでもないらしく、プリエラが胸を張る。

　対たい峙じする長姉と末子。

　あと十年すれば、プリエラも充じゆう分ぶんに肩を並べられる、いや、下へ手たしたら超こえられるかもしれないが…………現状では、どう見ても姉に軍配が上がる。

　プリエラもそれを察したのか、神妙な面おも持もちで腕うで組ぐみをした。

「ううむ…………しかし、ここに来てついに正統派が来たのだ!!　これまでの色物とは違う、王族っぽい王族なのだ！」

「その色物の最たる者がお前なんだけどな」

「よくもまあ、そこまで上から目線でいられるわね」

　しみじみと語るルイヤと琉妃。

　常つね日ひ頃ごろから振り回されているだけに、実に説得力がある。

「何を言う！　私イコール王族、王族イコール私と言っても過言ではなかろうが！」

「ないないないない」

　息ピッタリに手を振って否定するルイヤと琉妃。

　再びムキになって反論するプリエラ──館やかたで繰くり広ひろげられる日常が、公式の場でもループしていく。

　バシリッサはいっそう笑みを深くし、妹に対してレースのドレスグローブをはめた、白い手を差し出す。

「…………？」

「よければ、あちらでお話でも。甘いお菓か子しも用意しているわよ？」

「おおっ、そうなのか…………」

　プリエラは、ルイヤを横目で見て判断を仰あおぐ。

　好きにしろ、と白皙の貴族は顎あごをしゃくり、うら若き王女は顔をほころばせる。

「うむ、ではお言葉に甘えて参ろう!!」

「はしゃいで迷めい惑わくをかけるなよ。琉妃、お前もついていけ。お目付役だ」

「はい…………」

　ごく自然に言われたが、主の瞳ひとみで、意味することは気づいた。

　本当の任務は、暗殺も考こう慮りよしてのプリエラの護衛。何かあれば、すぐにカードを介かいして主を呼ぶ。

「では、二人共こちらへ」

「うむ、苦しゅうない!!」

「………………」

　バシリッサの率いる一団に手招きされ、プリエラと琉妃は、会場の中央に呑のまれていく。

　去っていく女二人を遠くに見ながら、ルイヤは会場を一望できる壁かべ際ぎわに移動した。

　王女たるプリエラとバシリッサが去ったことで、彼に対する視線は、ほぼ純じゆん粋すいな敵意へと変わる。

　王党派最大の敵にして、“〝王”〟に対する反逆者。

　場ば違ちがいもいいところ──何しに来た？

　居並ぶ貴族の視線は、皆そう言っている。

　たとえ王党派の会合でなくとも、貴族の舞ぶ踏とう会ならば、ルイヤに対する印象は皆こんなものだろう。

　すでに慣れきっているルイヤは、意に介さず孤こ高こうを貫つらぬき、壁の染しみを演じる。

　だが、そんな彼に近づく奇き特とくな者もいた。

「楽しんでおられますか？」

　左を振ふり向むくと、はなやかなフリルのドレスを纏まとった貴婦人が、艶然と微笑ほほえんでいた。

　金髪の巻まき髪がみに紫むらさきの瞳、仕草の一つ一つが洗練され、場に慣れきった優雅な仕草。

　貴族の中でも高位──確実に侯爵級以上、どこかあどけなさを残しつつも、溢あふれ出る妖よう艶えんな色気と気品。

　明らかに王党派屈くつ指しの実力者と知れる女性に、ルイヤはこれ以上ないぐらい顔を歪ゆがめ、さらに一歩遠ざかった。

「何やってんだ、お前？」

　すでにその人物と面識はあった。

　そのドレス姿をタキシードに替かえて、化け粧しようを取って、さらに愛用のステッキを持たせれば、はい、死侯爵デスマークイスのできあがり。



    

  
    
      　──要するに、女装した京夜がそこにいた。

「傷つきますわね、その態度。女性への物言いではなくてよ？」

　と、見み事ごとに科しなを作って貴婦人を演じる京夜。

　普ふ段だんから可か憐れんな容よう貌ぼうの分、確実にエリザよめよりかわいい。

「死ねばいいのに」

「不死身ですもの。そう簡単にはいきませんことよ？」

　手にした扇おうぎを使い、さらに演技は続く。その仕草に魅み了りようされたのか、周囲の男性客には、あからさまに鼻の下を伸のばしている輩やからもいる。

　一方のルイヤは、右みぎ腰こしのカードケースに手を伸ばし、札技コンボの体勢に入っている。

　諍いさかいがご法はつ度との公式な場とはいえ、これ以上このバカをのさばらすわけにはいかない。

「つれないなあ、自信あったのに。結構イケてない？　エリザなんか、メイド達に『奥様よりステキ!!』とか言われて、真しん剣けんにむくれてたんだけど」

「うるさい、黙だまれ…………」

　というか、永遠に黙らせる。

　そんな負のオーラを遮さえぎるように、京夜は追つい憶おくの色を滲にじませた微び笑しようを浮うかべる。

「姉ねえ様さまが、さ」

「…………？」

「京きよう華か姉様が、こういうの、憧あこがれてたから。おめかしして、パーティーに出て、ステキな相手と踊おどって、恋こいをして…………そういうの、憧れてたからさ」

　だから、せめて双ふた子ごの弟たる自分が。

　姉と瓜うり二ふたつの顔を、姉と同じ女によ体たいのしなやかさを持つ体で。

　何より、姉を殺し、その称号なを継ついだ者として、彼女の果たせなかった夢を、かりそめでも再現するために。

「ボクじゃなく姉様だったら、キミは踊ってくれたかな？」

「姉が生きて、お前が死んでいたら、俺はここにはいない」

「そのとおりだけど、傷つくなあ、それ。何でだろ…………姉様は、ボクに殺されたんだろ？」

　はなやかに揺ゆらめくシャンデリアの煌きらめきが、京夜の視界を過去のそれに変える。

　家族と言えるのは、姉だけだった。

　物心つく前に両親を失い、引き取られた先で待っていたのは、思い出したくもない心と体を痛めつけられる日々。

　唯ゆい一いつの味方、唯一慰なぐさめてくれた姉は、ある日死侯爵デスマークイスの称しよう号ごうを賜たまわり、そして──

「家中の者を皆みな殺ごろしにして、火を放って──最後はボクを。けどさあ、わからないんだよね……何でボクなんかに殺されたんだろ？」

「………………」

「ボクを殺そうとした理由はさ、わかるんだよ。ボクも同じだから。好きだから、大事だから──殺す。そんな相手の方がキモチイイから。でもさ、何でボクが生き残れたかは、さっぱりわからない。姉様は貴族で、当時のボクは平民………そんな身分差以前に、姉様に勝てるわけがないんだ。姉様は、何でもボクより上じよう手ずで、いつも守ってくれて、いつも笑ってて…………やっぱり、わざとなのかなあ？　ほとんど同時期に現れてしまった、死侯爵デスマークイスの後こう継けい者しや──継いだばかりのその座をボクに渡わたすために、ボクを貴族にするために、わざと殺されたのかなあ？」

　姉を殺して貴族となってから、幾いく度ども問い続けた疑問。

　だが、答えは出ない。

　ただ、姉の死に様を──心臓を刃やいばで貫かれ、笑顔で死ぬ姉の顔を思い浮かべることしかできない。

「そりゃあ、生き残っていいことはいっぱいあったけど…………別に、貴族だから幸せってわけでもないだろうに。ボクは、ただ姉様が…………」

　目の端はしに雫しずくが浮かび、アイメイクを崩くずす寸前に、京夜は眼前に差し出された手に気づいた。

「踊って頂けますか？　京華＝メス・マドグリフ侯爵」

　京夜の顔から、表情が消える。

　しばし後のち、笑みを、きっと姉ならば浮かべたであろう洗練された大人の女性の微笑みを浮かべ、彼はそっと親友の手を取る。

「喜んで」

　流れ始めたスローワルツの調べに合わせ、黒こく白びやくの貴族は舞踏会の序じよ盤ばんを彩いろどる、優ゆう雅がなステップを刻む。

　息の合った二人、秀しゆう麗れいな二人の動きは観客を魅み了りようし、会場の一角にいる紅あかいイブニングドレスの貴婦人と、それに付き従う普段とは違ちがっておめかしをしたメイド二人もまたそのカップルに気づく。

「あれって、旦だん那な様と…………闇黒卿ダークロード様ぁっ!?」

「お似合い…………」

　単純に驚おどろくルーシーに対し、ボソッと女主人の前で禁句を吐はくミナ。

　いち早く舌ぜつ禍かの気配に気づいたルーシーはおそるおそる主人たるエリザを見るが……彼女は、特に怒おこる様子はなく、泰たい然ぜんとワイングラスを口に運んでいる。

「あの……奥様？」

「よろしいので？」

「構わないわよ。義理の姉が誰だれと踊ろうと、知ったことじゃないわ。会のいい余興よ」

「はあ…………」

　釈しやく然ぜんとしないルーシーを尻しり目めに、エリザはどこか慈じ母ぼにも似た眼まな差ざしで夫を見つめている。

　新しん婚こん初夜から、幾度となく目にした、夫が追憶に浸ひたるときの寂さみしげな顔──癒いやすのは無む論ろん自分の仕事だが、あいにく、あの役回りだけは、にくらしい白はく皙せきの貴族がお似合いだろう。

「よかったわね…………あなた」

　周囲のざわめきに溶とけ込むように、鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスは、艶えん然ぜんと呟つぶやいた。

「……注目されているね。これを機に、君も社交界デビューをすればいい。中々似合っているよ」

「そう見えるか？　そもそも、王党派おまえらの会合という時点で、息が詰つまる」

　ステップはあくまで息の合った男女の如ごとく刻みながら、黒白の貴族はまたいつもの会話を紡つむいでいく。

「そう肩かた肘ひじ張はらずに。ボクは殿でん下かのみならず、純粋にキミや琉妃ちゃんにも楽しんでほしかったんだけど」

「お前がそうでも、他の奴やつらは違うだろう。この舞踏会は詰まるところ──『次じ兄けい』と『長ちよう姉し』のお披露目。これまでは暗あん闘とうを繰くり広ひろげていたようだが、舞台を表に移した……というところか？」

「否定はしないよ。主役は、あの方達だ」

「俺やあのクソガキは、いい当て馬。特に、あのガキのガキっぷりがあらわになれば、それだけ評価が下がり、より年長の二人に支持が集まる、と。ステキな催もよおしだ」

「うがってるねぇ。もう少し、肩の力を抜ぬきなよ。琉妃ちゃんと何かあったりしたの？」

　探さぐるように京夜は言う。

　ルイヤは答えない。ただ、少しだけ目を細めた。

「あ、図星？　わっかりやす」

「うるさい、黙れ。お前も下へ手たに俺と話していると、派は閥ばつでの立場を失うぞ」

「それこそ、低次元な話さ。それに、最近は王党派も世代交代があってね。序列はさておき、単純な戦闘力ならば、一、二を争うボクに面と向かって苦言を呈ていする者はいないさ」

「嫁よめの立場はどうなる？」

「へえ、心配してくれるんだ？」

「…………誰が」

「エリザのことなら心配ないさ。世よ渡わたりはボクより上手だしね。多分、女性限定なら王党派最強さ。今日もボクより楽しんでる。キミも楽しみたまえ。次のお相手も来たようだ」

　京夜が片手を上げ、前方を指し示す。

　その先に視線を向けたルイヤは、露ろ骨こつに顔をしかめた。

「次は、私と踊っていただけるかな？」

　パートナーを求め、青いイブニングドレスの姫ひめ君ぎみが、ルイヤに手を差し伸べる。

「遅ち刻こくだぞ」

「女とは、男を待たすことを許される動物ではないのかね？」

「焦じらされるのは好みじゃない」

　物もの憂うげに首を振ふるルイヤ。

　意に介かいさず、女性──レギーナは距きよ離りを詰める。

　普段のスーツ姿とは異なる女性らしい服装は、生来の美び貌ぼうと相まって人目を惹ひく。

　豊かな黒くろ髪かみを結ゆいあげ、眼鏡めがねも外している今は、普段とは印象がまったく違う。

　すでに王女という身分は知れ渡っているらしく、ほとんど会場中の者の視線がそこに集まっていた。

「さすがに妹とは違うな…………俺以外でも、よりどりみどりだと思うが？」

「私にも選ぶ権利はある。早く手をとってくれまいか？　女に恥はじをかかせる気かね？」

　肩を竦すくめ、ルイヤは京夜から離はなれて、レギーナの手を取った。そのまま、会場の中央へと赴おもむいていく。

　王女と反逆者、奇き妙みような組み合わせに、人の波は自然と道を開けた。

「案外目立ちたがりだな」

「俺はさておき、お前は顔を売った方がいいだろう？」

「おや、私の味方をしてくれるのかな？」

「エスコートは男の仕事だ」

　そっとレギーナの手を絡からめとるルイヤ──しかし、レギーナはどこか困った様子で目を泳がせる。

「どうした？　誘さそっておいて、何を今さら──とか、ベタなセリフでも言わせたいのか？」

「言いにくいのだが」

「…………？」

「踊りの心得は皆かい無むなのだ」

「…………おい」

「何なに分ぶん、こうした場は初めてでね。遅おくれたのも、支し度たくに戸と惑まどったせいもある。はて、どうしたものか」

　素すなのか演技なのかわからない様子で、首を傾かしげるレギーナ。

　ルイヤは最も早はや呆あきれを通とおり越こし、無表情で彼女の腰こしを引き寄せる。

「おや」

「俺と曲に動きを合わせろ。多少は見られるものになる」

「それはそれは。一つ、処女を相手にするぐらいやさしめで頼たのむ」

「下ネタか」

　嘆たん息そくしつつ、ルイヤはステップを踏ふみ出した。

　レギーナもそれに合わせて続く。

　筋は悪くないらしく、ルイヤの軽かろやかな動きにも、かろうじて合わせることはできた。

　脚あしがもつれそうなときはルイヤが支え、少しオーバーな動きで視線を自身に集める。

　レギーナがあくまでも王女として、優雅に振る舞まっているように見せるため、白皙の貴族は黒くろ子こを演じていく。

「中々巧たくみな動きだな。素人しろうとの私にもわかる。ベッドの中でも、こんな感じかね？」

「だから下ネタか…………昔、一度だけ手ほどきを受けてな。俺自身、こういう場にはほとんど縁えんがない」

「ほう…………相手は女性かな？　何であれ、君が女性にレクチャーを受けるというのは、見み物ものだな」

「こういうところで恥をかかないように……と言っていたな。まあ役には立ってくれた」

「それはそれは。で…………相手は誰だね？」

　首に手を回し、耳元で囁ささやく。

　ごまかしを許さぬ詰きつ問もんは、恋こい人びとが浮うわ気き相手を問い詰めるそれに似ていた。

「急に女によう房ぼう風かぜを吹ふかせるな」

「これは知的探究心だ。人は知の奴ど隷れいなのだよ」

「いちいち面めん倒どうな女だな。別に、ただの貴族だ。炎ほのおを司つかさどる、な」

「情熱的な女と、一夜の火遊びかね？」

「邪じや推すいするな。情熱的ではあったが、な。それに──」

「それに？」

「いい女だった。敵にしておくのは、惜おしいぐらいに」

　ルイヤの瞳ひとみに、在りし日の光景が浮うかぶ。

　舞台は、この城のような豪ごう壮そうな居城。

　燃え盛さかる城の中で、息絶えていく麗うるわしき女貴族。

　看み取とったのは、自分だった。

「……踊おどる相手が、他の女のことを想おもうというのは、中々に不快なものだね」

「訊きいたのはお前だ。言われなければ、思い出しはしなかった」

「君の中で、忘れ去りもしなかった、ということにはならないかね？」

　ほぼステップを覚えたレギーナが、優雅な足取りで上うわ目め遣づかいに尋たずねてくる。

　それなりに癪しやくに障さわったのか、今日の彼女はややしつこい。

「忘れるのは難むずかしいな。何せ、琉妃の前の主人だ」

「ほう…………では、琉妃かのじよを抱だくのは女主人の名残なごりを求めて…………というのでは、なさそうだ。君は貴族たる主人ではなく、下しも僕べたる彼女を選んだと。興味深いね」

「下へ手たなロマンスだ。言っておくが、あの女とお前の想像するような展開はなかったぞ。生きつ粋すいのレズビアンで琉妃も狙ねらってた」

「おやおや。彼女の貞てい操そうは無事だったのかね？」

「無理矢理は好みじゃないそうなので、なんとかな。ついでに、その気がない女にも興味がないとか。王党派の貴族にしては、まともな方だったな」

　珍めずらしい昔語りを終え、ルイヤはレギーナを抱だき寄よせる。

　いつしか曲調はブルースに変わり、二人は身を寄せ合って、ゆっくりとステップを踏み始めた。

「一つ訊きたい。君は、平民と愛し合うことを禁じる掟おきてに対し、どう思っている？」

「いきなり何だ？　くだらないからかいなら、このままほっぽり出すぞ」

　露骨に不ふ機き嫌げんになるルイヤだが、レギーナはきわめて真ま面じ目めに問うていた。

「真しん剣けんに悩なやんでいるのだよ。貴族に対する掟は、皆みな意味があるはずなのだ。かつての世界の教訓として、二度と世界が崩ほう壊かいせぬために。貴族も王族も、突つき詰めれば世界を安定させるための『システム』に組み込まれているのだ。そうは思わんかね？」

「王党派の連中が喜びそうな話だ。全ては秩ちつ序じよのため。ゆえに掟は遵じゆん守しゆせよ。奴らの決まり文句だ」

「だが、掟を破る貴族は跡あとをたたない。ああ、別に君のことじゃない。あくまで一いつ般ぱん論だ」

「………………」

「不思議なのは、罰ばつ則そくを除けば、具体的に『愛』を縛しばる方法がないことだ。罰則による抑よく止し力りよくなど所しよ詮せん微び々びたるもの、結局『愛』は止められない」

「言ってて恥はずかしくならないか？　土台、取とり締しまることが不可能なんだろう」

　どこか遠い目で語るルイヤ。

　己おのれには縁遠いことを、ただ夢の中の空そら言ごとのように紡いでいく。

「そう…………そういうことなのだろうな。いかに『カガク』を発達させても、人の心は、それだけは制せい御ぎよすることができなかった。だから滅ほろびた。いや、むしろ滅びを望んだのかもしれない。心が失われる世界など、いっそ滅ぶべきだと。再生し、悲劇を繰くり返さないために掟で縛ろうとしても、貴族は皆、心の奥底では無む駄だだと気づいている。平民を愛す、それは貴族の在り方に私情を交まじえ、秩序を乱す行こう為い。忌いむべきこと──なのに、止められない。人の運命さだめ…………いや、むしろ素す敵てきなことと言うべきなのかな？」

「さあ、な」

　どこか憂うれいを込こめた一言を最後に、ルイヤは足を止めた。

　レギーナもまた。

　同時に曲が終わり、会場は一ひと時ときの幕まく間あいを迎むかえる。

　見み事ごとな踊り手達に、観客達が拍はく手しゆを送った。

　そのまま広がるかに見えた拍手の輪だったが、会場を見み渡わたす壇だん上じように足音が響ひびくと同時に、拍手は止やんだ。

　ルイヤとレギーナは壇上に目を向けた。

　登壇しているのは、燕えん尾び服ふくの青年──それに付き従う形で、見事な白しろ髭ひげを生やした老人も傍かたわらにいる。

「刻大公クロノ・デユーク…………」

「ほう、あれが王党派筆頭か」

　ルイヤの呟つぶやきに、レギーナは老人の素す性じようを悟さとった。

　では、もう一人は？

　ウェーブのかかった茶ちや髪ぱつの青年は、ルイヤとはまた趣おもむきの異なる美青年だった。

　まだ二は十た歳ちそこそこなのに、その場にいるどの貴族よりも見事に礼装を着こなし、気品に溢あふれた快活な笑えみを観客に向けている。

　天性のものと思われる、場によく通る澄すんだ声で、彼は語り出した。

「皆みな様さま、今日はようこそお越しに。初めての方もいらっしゃるでしょうから、あらためてご挨あい拶さつを。王族が第三子、ルクス＝シェリシー・マムラハーです。今こ宵よいは、常つね日ひ頃ごろの激務を忘れ、どうぞごゆるりとお楽しみに」

　丁てい重ちように一礼し、顔を上げる。

　その後、すぐに大きな拍手が会場に巻き起こった。

　並の者ならばただただ圧あつ倒とうされ、同じく拍手の輪に取り込まれるであろう最中さなか、ルイヤとレギーナは共に注意深く辺あたりを見回す。

「この舞ぶ踏とう会、主しゆ催さいはあの『次じ兄けい』──ということらしいね。目的は……派は閥ばつの結束と、不ふ穏おん分ぶん子しのあぶり出しか」

「そのようだな。あの王族、笑っているようで、ちゃんとこちらを観察している」

　舞踏会という名目で、王党派の貴族を集め、本当に自分を支持するかを見定める──うまいやり方だろう。

　ルイヤ達を招いたのは、残る王族を確認するためと共に、彼らになびく貴族が万が一にもいないよう、牽けん制せいするため。

「中々の策士だね、『兄』は」

「そのようだ。それに、駄だ目め押おしもある」

　ルイヤの視線が、再び壇上に注そそがれる。

　ルクスは後方に退き、代わって白髪しらがの老人が演説を行っていた。

　その威い厳げんに溢れた数少ない第一世代の貴族は、畏い怖ふと尊敬の念を込め、名ではなくただ称しよう号ごうを以もつて呼ばれる。

　すなわち、刻大公クロノ・デユークと。

「今宵、このような場を持てたのも、ひとえに殿でん下かのおかげ。皆の者、ゆめゆめ感謝を忘れぬよう」

　言い聞かせるような言葉に、会場のあちこちで頷うなずきが起こる。

　中には、周囲の様子を窺うかがい、慌あわてて深々と頷く者もいた。

　場の空気を利用し、未いまだ支持する王族を決めていない貴族も取り込む──それもまた戦略の一つなのだろう。

「陛下も、有能な後こう継けい者しやを得られ、満足されておられるだろう。治世のさらなる誉ほまれに向け、今こそ我われら王党派がその力を束ねるとき！　皆の者、この宴うたげを通し、あらためて結束を誓ちかえ！　そして我らが陛下と、その名を継つぐお方に栄光あれ!!」

　高々と杯さかずきが掲かかげられ、檄げきが飛ぶ。

　それに呼応し、幾いく人にんかの貴族が同様に杯を掲げ、叫さけぶ。



「王党派に栄光あれ!!」

「王党派に栄光あれ!!」

「王党派に栄光あれ!!」



　会場全体が熱気に包まれ、号令が繰くり返される。

　耳をつんざく響きに、レギーナは冷ややかに肩かたを竦すくめた。

「大した演出だ。しかし、刻大公クロノ・デユークが次兄の支持に回ったとすると、王党派の大半は味方にしたも同然……『姉』はどう出る？」

　レギーナの視線は、ほぼ一体化しつつある会場の中で、場の空気を壊こわさないよう努めつつも、安易に大たい勢せいに流されない一団を捉とらえていた。

　長ちよう姉し──バシリッサを始めとする女性達数人は、笑みを湛たたえながらも、どこか引いた様子で会場内を見つめている。

「あちらはあちらで、心中穏おだやかではない様子だな」

「だろうな。さすがにここまで公おおやけの場で、後継者を明言されると、立たつ瀬せがない。お前も諦あきらめたらどうだ？」

「この劣れつ勢せいをひっくり返す方法……なくはない。たとえ世界中の貴族を敵に回そうと、勝てる方法はあるし、戦略も練っている。が、君なしだと厳きびしいな」

「ほう。ぜひご教授願いたいものだ」

「今夜、寝しん室しつの鍵かぎは開けておいてくれるかな？」

「ふしだらな女はキライだ」

「では、とりあえず姉のところまでお供を」

　レギーナに手を引かれ、ルイヤは彼女と腕うでを組む形でバシリッサの下もとへ向かった。

　二人の姿を認めたバシリッサは、今し方の熱ねつ狂きようなどまったく意に介かいさず、和なごやかな微笑ほほえみを向けてくる。

「あら、闇黒卿ダークロードと………………」

「王族が第六子、レギーナ＝シェシェット・マムラハーだ。以後よろしく、お姉様」

　明らかに愛あい想そ笑わらいとわかる微笑みを浮かべるレギーナ。

　バシリッサは表情を崩くずさず、油断ならない妹を見つめる。

「そして私はプリエラだ！」

　割り込むように、二人の間に乱入するプリエラ。

　口元にはチョコレートをつけ、さらにまだ口をモグモグ動かしている。

　一いつ瞬しゆん場の空気が止まる中、無言でルイヤがほっぺたをつねった。

「やめろ、何をする!?」

「うるさい、黙だまれ…………空気を読め」

「ふっ、知ったことか。どーせ最後に残るのは私だ。あそこのお兄様も、数を集めていい気になっているようだが、それだけでは戦いくさに勝てぬ」

「では、何が必要なのかしら？」

　バシリッサが興味深そうに問う。

　プリエラは胸を張って答えた。

「配下など、一人おればそれでよい。私には、コヤツがおるからな」

　ルイヤの服の裾すそを引っ張り、プリエラは自信満々に言う。

　子供の虚きよ勢せいではなく、真実彼を信じている、そう思わせるものが彼女の言葉には秘ひめられていた。

　レギーナも微び笑しようし、バシリッサも笑みを深くする。

「そう…………じゃあ、その頼たのもしい騎士ナイト様を、少しの間、お借りしてもよいかしら？」

「ムムッ…………」

「よければ、こちらのお菓か子しもいかが？」

「うむ、持っていけ!!」

「菓子一つで俺を売るな…………」

　ルイヤは当然の不満を述べるが、プリエラは意に介さず、お菓子をパクつき始める。

　溜ため息いきを吐つく最中さなか、バシリッサが腕を絡からめてきた。

「では、こちらへ。安心なさい、妹と下しも僕べの安全は保証するわ。弟の手からも、ね」

「………………」

　ルイヤは特に抵てい抗こうせず、バシリッサの招きに従い、会場を出た。

　群集に紛まぎれて遠ざかるその背を、プリエラに付き従っていた琉妃が、切ない瞳ひとみで見つめる。

　王女のお目付役を務めつつも、その瞳はずっと彼を追っていた。

　遠目でよく見えなかったが、白いドレスを着た、美しい女性と踊おどっていた。

　次は、レギーナと。

　そして今また、彼は他の女と連れ立って。

　ざわめく心が抑おさえきれず、琉妃は強く唇くちびるを噛かみ締しめた。





「『姉』は、闇黒卿ダークロードに目をつけたようだね」

　口元にワインを運びながら、ルクスは呟いた。

　有力貴族への挨拶回りを一通り終え、今彼は休きゆう憩けい用の別室にいた。

　テーブルを挟はさんだ向かいには、王党派筆頭、刻大公クロノ・デユークが腰こしかけている。

「愚おろかな決断ですな。私の支持を得え損そこねたからといって、あの忌いまわしき反逆者を選ぶとは。これで、王党派は名実共にあなたの支持に回る。のう──死侯爵デスマークイス？」

「でしょうね」

　部屋の隅すみで壁かべに背を預けながら、京夜が答える。すでにいつものタキシードに着き替がえており、仮面を外した本来の青年の姿だ。

　この別室には、地位、実力共に、世界の中ちゆう枢すうと言える三人の傑けつ物ぶつが集結していた。

「お前も、そろそろ明確に支持する方を明らかにしたらどうだ？　立場を悪くするだけだぞ」

「ボクの姿勢は、前に言ったとおりです。執しつ行こう者たるボクが、特定の方を推おしては秩ちつ序じよが乱れる。妻を口説くのは構いませんが、ボクは中立と考えて頂きたい」

「貴様…………」

「敵には回りませんよ。王党派が完全に一枚岩として支持する方を決めたのなら、ボクも従います」

「では、少なくとも闇黒卿ダークロードの味方にはならないと考えていいのかな？　奥方も含ふくめ」

　ルクスの問いに、京夜は頷いた。

「もちろん。二人の妹君に敬意は払はらいますが、それと支持は別物です」

「君と闇黒卿ダークロードは、親友の間あいだ柄がらと聞き及およんでいるが？」

「お互たがい、いざというときに殺し合う覚かく悟ごはできています。そういう仲ですから。しかし、殿下はバシリッサあねぎみよりも……プリエラいもうとぎみを警けい戒かいされておられるのですか？」

「バカな…………何な故ぜ、あのような幼き者を」

　刻大公クロノ・デユークが吐はき捨すてるように言った。

　王族全てに敬意を払うはずの王党派とはいえ、末子のプリエラはさすがに世界を背負うには幼すぎる──それゆえの侮ぶ蔑べつだった。

「……末の妹は、正直どうでもいい。が、仮にも王族、その権けん威いを利用して、闇黒卿ダークロードが後先考えず暴れると、多少厄やつ介かいだ。あの手の輩やからは、こちらの根回しなど意に介さないからね」

「同感です。ここ最近は、色々と守る者が増えておとなしいですが、一いつ旦たん暴れると、もう手がつけられない」

「そうなった場合は…………始末してくれるだろうね？　王党派として」

　どこか試ためすような響ひびきを込めて、ルクスはグラスを回した。

　顔は快活な笑顔そのものなのに、目に宿る光は冷たい。

“〝王”〟という存在が清せい濁だく併あわせ呑のみ、時に非情さも必要とするのなら、この青年ほど適任はいないのかもしれない。

「──構いませんよ。彼が世界の敵となるのなら、ボクが殺す」

「いい答えだ。だが、僕なりに動いてみるとしよう。君の手を煩わずらわせる前に、彼の脆もろい部分に触ふれてくる」

　そういい残し、ルクスは席を立った。

　再び会場に戻もどる彼を見つめながら、京夜は傍かたわらの老人に尋たずねた。

「どうして、あの方をお選びに？　これまでは、判断を保留していたのでしょう？」

「ふさわしい、そう思ったからだ。人脈を作るまでは、姉君もほぼ同等。が、“〝王”〟たる実力はそれだけでは足りん」

「実際の戦力もおありと？」

「あるいは、私以上に、な。王党派とて、一枚岩ではない。私に逆らう者もいた」

「何なに故ゆえ過去形？　まあ、最近表立って不満を垂れる輩は減りましたが」

「最初の会見のとき、反乱分子の首を、四、五個まとめて持ってきた。手て土産みやげと言ってな。あの笑顔のままで」

　さすがに京夜も押し黙った。

　あの青年──ただのお坊ぼつちゃんではないらしい。

「見み事ごとなのは、その手て際ぎわだ。手を下したのは自分でも、証しよう拠この残らぬよう、禍か根こんが残らぬよう、王党派内部に敵を作らぬよう、周しゆう到とうかつ鮮あざやかな手口。今の今まで事態を静観していたのも、姉の力量を測っていただけなのかもしれぬな」

「それが動き出した。もう、己おのれの敵ではないと見切ったのでしょうか？」

「さて、な。いずれにせよ、私は敵に回したくない方を支持することに決めた。正しい判断と信じている」

「同感です」

　京夜は頷うなずいた。

　凪なぎの時は終わり、嵐あらしが来る。

　貴族──いや、世界全体を巻き込む嵐が。





「で、話とは？」

　バシリッサに招かれた別室で、開口一番ルイヤは切り出した。

　早く切り上げたい気配を隠かくさぬ彼に、妙みよう齢れいの王女は苦笑した。

「困った人ね……初めてだわ、そんなぞんざいな口をきかれたのは」

「気に入らなければ追い出せ」

　変わらぬ態度のルイヤに、バシリッサは席を勧すすめた。

　宿しゆく泊はく用の部屋らしく、寝しん台だいも含めた家具は完備されている。

　ルイヤが無言のまま席に着くと、湯気を立てたコーヒーが供された。

「お好きなのでしょう？　噂うわさに聞いているわ」

「仮にも長ちよう姉したる王女が直じき々じきに、か。一応光栄と言っておこう」

　世界で最も高貴な飲み物と言ってもいい漆しつ黒こくの液体に、口をつける。

　が、ルイヤは即そく座ざに顔をしかめた。

「マズイ」

「あら……傷つくわね。もう少し女性は労いたわるものではなくて？」

「常つね日ひ頃ごろ、振ふり回されてばかりでな。慣れないことはしない方がいい。俺の機き嫌げんをとってどうする？」

　率そつ直ちよくな物言いに、バシリッサは苦く笑しようした。

　この貴族には、持って回った言い方は通用しそうにない。

「あなたもわかっているでしょう？　これまでは弟との勢力争いはほぼ拮きつ抗こうしていたけれど……刻大公クロノ・デユークがあちらについたところで、完全に大たい勢せいは決まってしまったわ。ましてこの会合での発表……予想していなかったわけではないけれど、正直、数の上では厳しい」

「かといって、俺に媚こびを売ってもしょうがないと思うが？」

「弟が敵対する者がいないか観察していたように、私も弟になびかない者をずっと捜さがしていたわ。そして……見つけた。強い男ひとを」

　バシリッサが顔を近づける。

　あらためて見ると、女慣れしているルイヤでさえ、会ったことのない種類の美女だ。

　貴族とは一線を画す典てん雅がな佇たたずまい──レギーナやプリエラにも通じるものがあるが、彼女と比べれば、まだ小こ娘むすめというしかない。

　洗練された所作は、琉妃にはない上品な色気を醸かもし出し、桃もも色いろの吐と息いきがルイヤの顔をくすぐる。

「妹を捨てろ……とは言わないわ。せめて、私にも協力してくれないかしら？」

「あのガキは、誰だれかと組むことに興味はない」

「では、あなたが個人的に…………というのではいかが？」

　たおやかな手が、ルイヤの繊せん手しゆに触れる。

　もう片方の手が、ゆっくりと彼のシャツのボタンを外していく。

「必要なの…………あなたの力が………………」

　声は切なげで、目は頼たよりなく潤うるんでいた。

　指先が、もどかしそうに白い胸むな板いたを擦こする。

　赤い唇が近づく。

　いつしか、白いドレスは床ゆかに落ちていた。

　かわりに、白い女によ体たいが白はく皙せきの貴族に絡からみつく。

　重なる唇──その瞬しゆん間かん、世界が変わった。

　ハッとバシリッサが自分を取り戻したとき、彼女はルイヤの向かい側に腰かけていた。

　ルイヤは微び動どうだにせず、ただ彼いわくマズイコーヒーを啜すすっている。

「な……ぜ？」

　席を立ち、ルイヤを誘ゆう惑わくする──そのはずだった。白皙の貴族を口づけと体で手なずける、そんな都合のいい考えを抱いだき、実行したはずだ。

　だが現実は違ちがう。

　彼女は座ったまま、自分の思い浮うかべた通りの都合のいい幻ゆ想めを見させられていた。

「王族の女ってのは、皆みなこんな感じか？　若い身空で、寝ね技わざにこだわることもあるまいに」

　年寄りじみた口調で言う彼の指先に挟まる一枚のカードが、おぼろげな光を放っていた。

　ナンバーＸ──《月蝕イクリプス》。



    

  
    
      「それは…………！」

「都合のいい幻想まやかしに溺おぼれたな。だが仮にも王族、簡単にかかったのは、心が乱れている証拠だ。焦あせっているのは本当らしい」

「そう……ね。体を武器にするのも、初めてではないから、余計にかかりやすかったかも。軽けい蔑べつしたかしら？」

「あいにく、人の貞てい操そうについて非難できる立場ではないんでね。だが、お前は自分のやり方を完全に肯こう定ていしてはいないようだ」

　ルイヤの指し摘てきに、バシリッサは哀かなしげに笑った。

「そうね……。でも、私にはこういうやり方しかなかった。私の一派は女性が中心、男を引き入れるには、汚きたない手も使ったわ。まあ、弟も同様でしょうけど」

　弟、という言葉に込められた嫌けん悪おの念に、ルイヤはすぐ気づいた。

　これまでは誰に対しても笑みを絶やさなかった王女だが、弟だけは別らしい。

「お前は、“〝王”〟になりたくないのか？」

「正直言うと……さほど興味はないわ。けれど、弟だけには王位を渡わたすわけにはいかない。渡すぐらいならば、私がなる……そんなところかしら？　長姉とはつらいものね」

「イヤなら、うちのクソガキに譲ゆずれ。あれで中々器うつわは大きい」

「そうね……不思議な子。敵であるはずなのに、話していると、ついそれを忘れてしまう。上の妹が戦わずにいるのも、そのせいなのかしらね？」

　バシリッサの口元に、偽いつわりではない笑みが浮かぶ。

　プリエラのことを思い浮かべるとき、全ての者はこんな表情をする。

「けれど……まだダメ。あの子には、まだ任まかせられない。上の妹も、頭は切れるようだけれど、だからこそ“〝王”〟には向かない」

「的確な判断だ。人を見る目はあるらしい。では、何な故ぜ弟を嫌きらう？」

「全て計算ずくだからよ。人の情愛すら計算に入れ、全てを打算の上で動く。心の底から笑ったことなんて、きっと一度もない。ただ目的のためだけに動き、冷れい徹てつに計算する。そんな輩やからに、王位をやれて？」

「“〝王”〟としてはさほど間違っているとも思えんがな。非情さも必要だろう。人間的には最悪でも、治世がよければ、民たみはよしとするだろう」

「けれど、彼は人のためには動かない。彼の中にあるのは、頂点に立ちたいという欲望だけよ」

　強い口調で言うバシリッサ。

　彼女が手段を正当化できるのは、弟への嫌悪ゆえ。

　彼の王位継けい承しようを阻はばむ──彼女が立ったのは、それだけが理由なのかもしれない。

「王族でない俺には、どうでもいい話だ。お前の弟も、お前も──全てが敵だ」

「ならば、何故この場で殺さないのかしら？」

「うちのクソガキが命じないから、だ。あれで、色々考えているらしい。用がそれだけなら行くぞ」

　席を立つルイヤ。

　それを押し留とどめるように、バシリッサも立ち上がった。

「待ってちょうだい。なら、せめて妹に弟を斃たおすまでは手を結ぶよう、進言してくれないかしら？」

「俺が言ってきくようなガキじゃない。だからこそ王族だ」

「……かもしれないわね。でも、私に敵意がないことはわかってほしい。私の七大王器レガリアピースは……これ」

　バシリッサは、右耳にかかる、雫しずくの形を模した宝玉のイヤリングを指差す。

「……何となく、気づいてはいた。が、それだけで………………」

「私の〈直ちよつ轄かつ地ち〉は、『魅み了りよう』。王おう威いによる人々の支配。もちろん、人の心を全て操あやつれるほど万ばん能のうではないし、制限もある。特に、男性には」

「だから俺もかからなかったと。で、制限とは？」

「心から愛する人がいること」

　バシリッサは、見み透すかすように微笑ほほえんだ。

　対照的に、ルイヤの顔が昏くらく歪ゆがむ。

「強く想おもう人がその内にいれば、私の力は届かない。愛とはそういうものよ。王族の〈直轄地〉であれ、貴族の〈領地フイーフ〉であれ、『愛』という概がい念ねんだけは制せい御ぎよすることが叶かなわなかった。だからこそ、せめて貴族と平民という身分差を創つくったのかしら？」

「くだらない」

　不ふ機き嫌げんを隠かくさず、ルイヤは部屋を出た。

　その背を、バシリッサは哀しげに見つめる。

　老ろう婆ば心しんにも似た憂うれいを込めた瞳ひとみは、歳とし若き妹と、その後見人の貴族のこれからに思いを馳はせていた。

「気をつけることね…………弟は、それすら利用する。やさしいあなたは、勝てるかしら？」





「一曲、踊おどって頂けませんか？」

　唐とう突とつに差し出された手に、琉妃は困こん惑わくした。

　眼前にいるのは、ルクス。

　王族の情報に詳くわしくないとはいえ、現状、彼が“〝王”〟候補筆頭なのはわかる。

　それがこんな、平民風ふ情ぜいに──

「僕では、不服ですか？」

　やや不安げに、青年は首を傾かたむける。

　これだけ見れば、もう単なるいいとこのお坊ぼつちゃんにしか見えない。

「あ、いえ、そういうことではなくて…………」

　琉妃は周囲の好こう奇きの視線を感じながら、同じ王族であるプリエラとレギーナに助けを求める。

　が、あの二人は会場の隅すみに引っ込み、今日の夕食分は食べていこうと周りに背を向けて絶賛食事中だ。

　ついでに、いつものようにルイヤをものにするための作戦会議に励はげんでいるようでもある。何だかんだ言って、そのあたりは気の合う姉し妹まいだ。

「あの二人……!!」

「何か……お悩なやみですか？」

「あ、いえ、別に…………」

「そう深く考えずに。素す敵てきな女性をお見かけしたので、お相手頂ければと思っただけで」

「素敵って、そんな…………私は、その…………」

「女性の魅力に、身分差などありませんよ。さ」

　屈くつ託たくのない笑顔に、琉妃はそれ以上何も言えなかった。

　差し出された手をおずおずと取り、踊りに興じる。

「おや……見み事ごとなステップだ。どこかで学ばれたのですか？」

「前の主人のところで、少しだけ…………殿でん下かこそ、お上じよう手ずですね」

「立場上、覚えざるをえないもので」

　苦笑めいた表情は、どこにでもいる青年のそれだった。

　少なくとも、やや気き難むずかしい主あるじよりは、ずっと親しみが持てる。

　ゆったりとした曲調の中、雑談が続いた。

　何てことのない、ごくごく普ふ通つうの会話。

　けれど、琉妃の顔は和なごんでいく。

　異性と、こんなふうにくだけた会話をしたことは、ここ最近なかった。

　主とも、ここ最近は…………空気が重い。

　体が重ならないだけではなく、まるで、心の距きよ離りまで離はなれたように。

　なのに、この青年の前では、自然と言葉が出る。

　見み目め麗うるわしい外見というよりも、その態度、言葉が、不思議と心を和ませる。

「闇黒卿ダークロードとは、長いんですか？」

「一年程度、ですけど…………」

「でも、あなた以外傍そばに置かないのなら、ずいぶんと信しん頼らいされているのでは？」

「そんなこと、ありません…………」

　寂さみしげに言ったとき、腰こしに手を回された。

　ルクスの唇くちびるが近づく。

「え、あの…………」

「悪い人だ。女性を悲しませるとは」

　一いつ瞬しゆん、息を呑のんだ。

　言葉が継つげない。

　同時に曲が止まる。

　ルクスはそれ以上求めず、そっと身を離した。

「あっ…………」

　思わず握にぎり返してしまった琉妃の手に、そっと口づけがなされる。

「楽しい時間でした。機会があれば、いずれ」

　最後まで屈託のない笑顔を残し、王子は去った。

　残された琉妃は、ぬくもりを確かめるように、彼に口づけされた手に触ふれる。

　そのとき、主の姿に気づいた。

「ルイヤ、様…………」

　一部始終──見ていたようだ。

　だが彼はまったく表情を変えず、近づいてくる。

「宴えんもたけなわ……というところか。ガキに夜よ更ふかしをさせるのも何だし、帰るぞ」

「はい…………」

　プリエラ達を呼びに行くルイヤに、琉妃も続く。

　会話のない中、琉妃は意を決して尋たずねた。

「あの……殿下と、何を？」

「別に」

　主は答えてくれない。若じやつ干かん、苛いら立だっているようにも思える。

「綺き麗れいな方、でしたね」

「………………」

「レギーナ様や他の方とも踊ってらして…………今日は、楽しまれたようですね」

　俯うつむきながら言う琉妃。

　ルイヤは感情を表さず、無表情で言う。

「お前も、そこそこ楽しんでいたようだが？」

「あれは…………！」

「都合のいい男をひっかけるのは、こういう場所の特権だ。お前なら不自由はしない」

「本気でおっしゃってるんですか…………!?」

　涙なみだの交じる声に、一瞬ルイヤの足が止まる。

　だがすぐにまた歩きだし、彼は王女達の下もとへ向かう。

　その後馬車に乗り込んでも、馬車から降りても、二人が視線を合わせることも、会話を交かわすこともなかった。

　去っていく客人の馬車を遠目で見ながら、会場の片隅で、王子が呟つぶやく。

「そろそろ狩かるか…………僕以外の王族はいらない」



    

  
    
      　第三章　別わかたれる二人






「……というわけで、これらがかつての世界で難問とされた、数学上の諸問題だ。何か質問は？」

　膨ぼう大だいな数式と数論を記述した黒板を背に、レギーナは生徒に尋ねた。

　ほとんど呆あつ気けに取られた状態の生徒達の気持ちを代表し、プリエラは担任である姉に対し、手を挙げた。

「はい、どうしたね、何かわからないことでも？」

「……全部なのだ!!　さっぱりわからないのだ!!」

「はて、我われながら噛かみ砕くだいて説明したつもりなのだが。かつての世界での証明時より、さらに進化したものと自負している。ここの授業は読み書きと算術の類たぐいがメインと聞いていたから、多少気合を入れたのだが」

「入れすぎなのだ!!　っていうか、将来的に絶対役に立たないのだ!!」

　今も昔も変わらない、数学が苦手な者の常じよう套とう句くを口にするプリエラ。

　が、そこはさすがに教師たる姉がたしなめる。

「何を言う妹よ。数学は学問の基き礎そだ。まして、生徒達は商家の者も多い。よりよく利益を得るためにも、数学的思考は学んで然しかるべきだ。最大多数の幸福を追い求める、我ら王族とて例外ではない」

「だ～か～ら、物事には順序というものがあるのだ！　ここにいる者達の中には、まだ九九も全すべて言えぬ者もいるのだぞ!?」

「何、そうなのか？」

　レギーナが生き真ま面じ目めな顔で生徒達に訊きき返すと、三分の一ほどの生徒が頷うなずく。

　だが現実を目の前にしても、イマイチ智ち者しやたる彼女には実感が湧わかない。

「逆に訊きたいのだが、何な故ぜできないのだ？　あんなもの、一目見れば覚えるだろうに」

「……皆みなが皆、お姉ねえ様さまのようにはいかないのだ。かくいう私も、結構苦労したのだ」

「ちなみに私は百の段まで余よ裕ゆうで言える。何なら、そらんじてみようか？」

　若干得意げなレギーナだが、教育の基本を忘れた姉に、妹の態度は厳きびしい。

「だ・か・ら、お姉様が言えても仕方ないのだ!!　皆が言えるようにするのが教師の仕事なのだ!!」

「あ」

　言われてから気づいたらしい。

　姉を糾きゆう弾だんしたプリエラも毒気を抜ぬかれ、溜ため息いきを吐ついて席に座る。

「前に闇黒卿ダークロードが言ってたとおりなのだ……お姉様、頭いいけどバカなのだ」

「何を言う、バカと言った方がバカだ」

　睨にらみ合う姉妹。

　世界で最も高貴かつレベルの低い戦いの最中さなか、プリエラの隣となりに座るクルツが立ち上がり、レギーナに駆かけ寄よる。

「先生、ここ教えて」

「え、ああ前の教師の宿題か…………ええと、答えは…………」

　簡単な算術の問題だけに、見れば一瞬で答えは解けた。

　しかし、答えを口に出そうとした瞬間、ようやく教育者としてこの場での正しい対応に気づく。

「……と、私が解いても意味がないわけか。解き方は…………」

　そこで、レギーナの明めい晰せきな頭脳は一時停止した。

　解き方は簡単──あくまでも、自分にとっては。が、眼前の生徒は違ちがう。噛み砕いて教えるとして……どうすれば相手に伝わるだろうか。

　教師としての根本的な問いにぶつかったとき、他の生徒の視線もこちらに集まっていることに気づいた。

　皆、それぞれに与あたえられた課題について、訊きたがっているようだ。

「………………」

　ふう、と軽く息を吐はき、レギーナは諦あきらめたように全員に対して言った。

「……では、皆これまでの授業で習ったことで、わからない点があれば、持ってきたまえ。ないものは、勉強したい内容を私に伝えるように」

　……と言った瞬間、我先にと生徒達は教きよう壇だんに突とつ進しんしてきた。



「先生、ここ教えて！」

「これ、わかんない!!」

「ここもここも！」

「これもこれも!!」

「終わったら遊ぼう！」

「彼氏いるの!?」



　再び繰くり返かえされる初日の悪夢に、怜れい悧りな美び貌ぼうがひきつるように歪ゆがんだ。

「ま、待ちたまえ君達、順番に…………あ、こら、引っ張るな、ちょっ…………」

　新任教師はまたも生徒達の波に呑まれ、四方から小さな手に引っ張られていく。

　うんうんと、プリエラだけが満足そうな様子で腕うで組ぐみしてそれを見つめていた。

「うむ、これこそがきょーいくというやつなのだ。青春なのだ！」

「それっぽいこと言っていないで、助けてくれ、妹よ…………あ、こら、やめたまえ、胸を触さわるな…………」

　それから数時間後、ようやく生徒達から解放されたレギーナは、よろめきながら帰路に就つく。

　初日よりもボロボロな彼女に、帰宅を共にするプリエラは肩かたを竦すくめる。

「やれやれ、相変わらずひ弱なのだ。なさけない」

「彼らの体力が無む尽じん蔵ぞうなんだ…………あれだけ人を弄もてあそんだ後、さらに外で遊ぶとは、どうなっているんだ…………？」

「子供とはそういうものだ。お姉様とて、子供時代はあったろうに」

「私は孤こ児じ院いんで読書に励はげんでいたのでね。そんな子供時代はない」

「なるほど、一人寂さびしく部屋の隅すみで本とにらめっこというわけか」

　見てきたように語るプリエラ。

　実際、姉の子供時代を思い浮うかべればそんな光景しか出てこない。

「でもまあ、皆お姉様のこと気に入ったみたいなのだ。これからも頑がん張ばるのだ！」

「……給金をもらう以上は致いたし方かたないが。そういえば、話に聞いたところによると、これまでは、多た忙ぼうな教師に代わって君が年下の者にわかりにくいところを教えていたそうだな。君のおかげで、九九や読み書きができるようになった者も多いとか」

「別に私に限った話ではない。歳としが上の者で、多少わかる者は、下の者に教えておる」

「私は君の話をしている。何故、平民にそこまで親身になれる？」

　レギーナの疑問は、ごくごく単純なことからだった。

　彼女の考えとしては、貴族だろうが平民だろうが、優ゆう秀しゆうな者は優秀、愚ぐ者しやは愚者として捉とらえ、身分で分わけ隔へだてすることに興味はない。

　だが現実として、王座を狙ねらうのならば、平民よりも閉鎖記憶バウンドメモリーと閉鎖技術バウンドテクノロジーを有する貴族をより利用すべき。

　少なくとも、「次じ兄けい」と「長ちよう姉し」はこれまでそう動いてきたはず。

　自分もまた、欲を言えば有力貴族を手て駒ごまに使って、楽に戦いを進めたい。

　それが叶かなわぬからこそ、少数精せい鋭えいを狙い、闇黒卿ダークロードに接近している。

　なのにこの妹は──何を考えているかわからない。

　けして愚おろかではない。

　その年ねん齢れいと外見に油断することがどれほど危険かは、出会いのときに身に染しみている。

「何故だね？」

「決まっておる。“〝王”〟とは全体への奉ほう仕し者だからだ」

「………………」

「平民は貴族に奉仕し、貴族は“〝王”〟に奉仕する。では、“〝王”〟は何に奉仕する？　決まっておる、それは世界そのものだ。より厳密に言えば、世界を構成する大部分である、平民ということになるのかな？」

　いつものように、幼さの残るやや舌足らずな口調──なのに、レギーナは言い知れぬ畏い怖ふを抱いだいた。

「……ずいぶんと、高こう尚しような考えだね。ならば、今君は、将来の治世に備えて練習中といったところか？」

「そんなところかな。現実問題、貴族の持つ異能は平民にとっては脅きよう威いであり、強力な武力だ。かといって、恐きよう怖ふによる支配は長続きせぬからな。闇黒卿ダークロードの統治は、いい見本だ。権威である程度引き締しめつつ、内実は平民の自治に任まかせる。すぐにはうまくいかぬだろうが、段階的に貴族と平民の差を縮めれば、もっとよりよく世界は治おさまるだろう」

　地面の小石を蹴けりながら、何気なくプリエラは言う。

　それはどう見ても子供で、はしゃいでいる街の子供と何一つ変わらないはずなのに……レギーナは、冷たいものが背中に走るのを感じた。

「……てっきり、単純な貴族制の撤てつ廃ぱいや、平民の解放を考えていると思ったが…………そう、単純でもないらしいね」

「要は、いかなる治世が最も民たみを安定させるか、なのだ。貴族にも、優秀な者はいる。なら、私のために、いや、世界のために役立ってもらわねば。安易に切り捨ててももったいないし、大義名分もたたん。王族とて同じだと思うのだが、さすがにこれは陛下がお認めにならぬと思うしな…………どうしたものかな？」

　何気なく尋たずねるプリエラ。

　今日の夕飯何？……そんな気安い口調なのに、レギーナは重々しく返した。

「君は、この王位継けい承しよう戦そのものが人材の無む駄だであると、そう言いたいのかね？」

「意味はあると思うのだ。最も“〝王”〟にふさわしい者が“〝王”〟になるべきなのは、当然なのだ。けれど、“〝王”〟にはなれなくても、その者が他に生きる道、才能を生かせる道は色々とあるやもしれぬ。お姉様がいなくなると、学校の皆もがっかりするしな」

「君は、この私に一いつ介かいの教師の立場に甘んじろとでも言うのかね？　まあ百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、私が納なつ得とくしたとしよう。だが、『次兄』や『長姉』……そして、まだ見ぬ『長ちよう兄けい』は、そのようなことは認めまい」

「だろうな。だからこそ争う。だが、戦いは最良の手段でもなければ、唯ゆい一いつの手段でもない。あくまで選せん択たく肢しの一つで、できれば避さけるべき手段。立ち上がるべきときに立たぬのは愚か者だが、ただ排はい除じよだけを考えるのは、もっと愚かなのだ」

「………………」

　幼いと思っていた妹は、いつの間にか大きく成長していた。

　本来争うべき自分とあえて矛ほこを交まじえぬのは、馴なれ合あいではなく、戦い以上の価値を姉に見み出いだしているから。

　考えてみれば、ここ最近、彼女を殺すことを想像しなくなっていた。

　それが、そんな気持ちにさせるのが、妹の才能なのだろうか？

　待て、それならば、妹との戦いに勝ちを見出せなくなってしまったのなら、何故闇黒卿ダークロードを求める？

　どうして──彼の気を惹ひこうとしている？

「お姉様は変わったな」

「……どういうこと、かね？」

　現実に引き戻もどされ、レギーナはやや慌あわてた口調で尋ねた。

「前より、何か美人になった気がするのだ。教師も性しように合っている」

「……さして変わらんと思うが。化け粧しようにかける時間が少し増えたことは自覚しているがね。教える立場というのも……まあ、悪くはない」

「ほほう」

　何やら意味ありげに微笑ほほえむプリエラ。

　レギーナは咳せき払ばらいし、少々嫌いや味みな口調で意い趣しゆ返がえしをする。

「君はずいぶんと闇黒卿ダークロードに懐なついているようだが、あの男……ああ見えて一いち途ずだぞ？」

「わかっておる」

　プリエラはちょっとむくれながらそっぽを向いた。

　そんなこと、誰だれよりも彼の近くで暮らす自分が知っている。

　どれだけ邪じや険けんに扱あつかっていても、彼が誰より大事に思っている女は──

「……待て」

　レギーナが目を細め、足を止めた。

　すでに目的地のルイヤの館やかたは目の前、後は坂を上るだけだ。

　しかし、上るには障害があった。

　背はい後ごに、人の気配がする。

「何なに奴やつだ!?」

　振ふり向むいたプリエラが毅き然ぜんとした態度で問うと、立っていた老人が丁てい重ちように頭を下げる。

「先日の舞ぶ踏とう会では、挨あい拶さつの暇いとまがなく、失礼を致しました。私、王党派筆頭──刻大公クロノ・デユークと申します」

「これはこれは、大物が自みずからご出しゆつ陣じんとはね」

　プリエラを庇かばうようにレギーナが進み出る。

「で……何の御ご用ようかな？　まさか、王党派の筆頭が、不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵である闇黒卿ダークロードの館に出向かれたのかな？」

「いえ、単にお二方のご尊顔を拝しに参りました」

「………………」

「この目に焼きつけたく…………その死に顔を！」

　いつしか、老人の手には、その矍かく鑠しやくとした風ふう貌ぼうにふさわしい、豪ごう壮そうな槍やりが握にぎられていた。

「貴様…………!!　分ぶんをわきまえろ、無礼であろう!?」

　威厳あるプリエラの言葉に、刻大公クロノ・デユークは嘲ちよう笑しようを返した。

「これはしたり……主あるじのために忠を尽つくすが貴族。先だっての舞踏会で、我が王党派の意向は伝えたはず。ルクス様に膝ひざを屈くつし、その首と七大王器レガリアピースを素す直なおに差し出せば、せめてやすらかに逝ゆかせて差し上げるが？」



「「断る!!」」



　揃そろって言う姉し妹まい。

　刻大公クロノ・デユークは唇くちびるを歪ゆがめ、槍を突つき出だした。

　大人の身長を優に超こえ、柄えの長さも太さも規格外の三さん叉さ槍そうの威力は、か弱い王女二人をまとめて串くし刺ざしするのに充じゆう分ぶんだった。

「では、これにて」

　一礼の後、三叉槍が飛び道具と化した。

　屈くつ強きような男でも持ち運び困難な大槍を、刻大公クロノ・デユークは苦もなく片手で投とう擲てきする。

　進み出るレギーナ──だが彼女の細ほそ腕うででは防ぐことなどあたわず、確実にその肉体を貫かん通つうして、背後の妹まで貫つらぬかれる。

　防ぼう御ぎよの手段はただ一つ、王族に与あたえられし〈直ちよつ轄かつ地ち〉の発動のみ。

　光を放ち、王女二人を異空間に運ばんとするレギーナの指輪──だが、槍の速度は物理法則を無視し、主あるじの一言で変わった。

「加速」

　カチッと刻大公クロノ・デユークの左手の中で、機械音がした。

　途と端たん、槍の速度が増す。レギーナの認識をはるかに超こえ、〈直轄地〉の発動すら間に合わぬほどに!!

　疑問すら抱いだく暇いとまもなく、王女二人を貫かんとする槍。

　反応すらできない彼女達に代わり、漆しつ黒こくの蹴けりがそれを弾はじき飛ばした！

「闇黒卿ダークロード！」

　ほっとしたように、プリエラが言う。

　レギーナもまた、かすかに安あん堵どの表情を浮かべる。

　自宅近くの不ふ穏おんな気配を感じ取り、坂を駆かけ下りたルイヤ。

　その顔は険しく、ある意味では“〝王”〟に次ぐ宿敵を睨にらみつけている。

「わざわざ王党派筆頭がお出ましとはな……“〝王ヤツ”〟も、ついに俺と決着をつける気になったか？」

「痴しれ者ものが……己おのれを知れ。陛下は、貴様如ごとき矮わい小しような虫けらを相手にはせん。私もまた、な。全ては、次代を統すべるお方のためだ」

「『次じ兄けい』とやらの使いっぱしりか。落ちたものだな」

「言っていろ。貴様との因いん縁ねん、ここで殿でん下か二人と共に終わらせるとするか」

　刻大公クロノ・デユークが前に進み出る。

　すでに槍は手放し、武器と呼べるものは寸鉄一つ身につけていない。

　ただ飄ひよう然ぜんと、ふらつくような足取りで進み出る。

　それが──即そく座ざに高速へ変わった。

「加速」

　気づいたとき、老人はルイヤの目の前にいた。

　その手刀が喉のど元もとを貫く前に彼が蹴りを打ち出せたのは、ほとんど意識の外の反射的な行動だった。

　ぶつかり合う手刀と蹴り……威力だけならば、確実に蹴りの方が上のはず。

　しかし──打ち負けた！

「何っ!?」

　後方に飛ばされるルイヤ。

　追つい撃げきは来ず、着地も問題なく決まった。しかし、純然たる打だ撃げきで打ち負けるのは、予想外だった。

　王党派筆頭刻大公クロノ・デユーク、その力、底知れず。

「意外に脆もろいな。せいぜい虫のようにすばしっこく飛び回るだけが能であろうが…………私には無意味だ」

　刻大公クロノ・デユークが、左の手のひらを晒さらす。

　手の中にあるのは、時計。

　無骨な槍などではなく、この時計こそが「刻とき」を司つかさどる貴族の武器。

「それがお前の……王威の封具インペリアルギフト！」

「そうだ、私が陛下より賜たまわりし、《自在刻針インフイニテイクロツク》。この時計は、時を計る必要はない。時の流れは私が決める。早く動くか、遅おそく動くか──全てをな」

「惑まどわされるな、闇黒卿ダークロード。いくら何でも、全ての『刻』を自在に操あやつるなどありえん。それが可能ならば、我われ々われはとっくに全ぜん滅めつしている。あちらの操る『刻』とは、あくまで限定的で、おそらくは己自身、もしくは直接触ふれた物限定……といったところか？」

　戦せん況きようを的確に分ぶん析せきし、レギーナが鋭するどく言う。

　刻大公クロノ・デユークは笑みを浮うかべ、王女の慧けい眼がんを称たたえる。

「お見み事ごと。確かに、己以外の時間を支配できるほど、万ばん能のうではありません。しかしながら、そもそも王威の封具インペリアルギフトに頼たよっていては、貴族とは言えませぬよ。もっとも、そこの貴族は、王威の封具インペリアルギフトが脆ぜい弱じやくゆえに、己を鍛きたえたのでしょうが……無む為いなことよ」

「俺のデッキが脆弱だと…………？」

　己の威い信しん、そして先代の威信を懸かけ、ルイヤは闇やみ色いろの瞳ひとみに殺気を宿す。

　が、刻大公クロノ・デユークはすずやかに嘲あざ笑わらう。

「ああ、元は何の力もない、ただの紙切れ。陛下の命により、処しよ刑けいした輩やからの力を喰くらう──ただそのために作られた封具ギフトよ。ゆえに、闇黒卿ダークロードはまず自身を鍛え上げねばならぬ。が、当代は……脆いことよな」

「貴様ァァァァッッッッ!!」

　怒いかりと共に、ルイヤが蹴りかかる。

　跳とび上がっての顔面を狙ねらう前蹴り！

　刻大公クロノ・デユークは平然とそれを躱かわす。王威の封具インペリアルギフトも使わず、ただ自身の技量のみで。

「遅いな。受けたところで、この老体にも傷一つつけられまいが」

「…………!!」

　自身の全てを支える蹴り──それが、こんな形で破られたことはなかった。

　だがまだ手は、手札はある。

　かくなる上は、札技コンボで──ルイヤは手を右みぎ腰こしのカードケースに伸のばす。

「やめたまえ。無む駄だだ。いたずらに消費するな」

　レギーナが冷ややかに指し摘てきする。

　ルイヤは構わず、《闇黒卿ダークロード》と《暴力フオース》のカード、そして他ほかにも数枚のカードをケースから引ひき抜ぬく。

「やめろと言っている。今の君では、いかなる手札を使っても無駄だ」

「…………！」

「確かに、刻大公クロノ・デユークは強い。王威の封具インペリアルギフトも、その生身も。しかし、それ以前に今の君が弱い。明らかに普ふ段だんより劣おとっている」

「お前に何がわかる？　運動音おん痴ちの王女様は、下がってろ」

　さらに何事かレギーナが言いかけたとき、坂の上から声がした。

「ルイヤ様!!」

「琉る妃き…………！」

　家にいろ、そう言って出てきたはずだった。

　それなのに──

「《獅子王レグルス》!!」

　事前に預かっていた使い魔まのカードを繰くり、漆黒の獅し子しを召しよう喚かん。

　咆ほう哮こうを上げ、獅子は主や王女を抜き去り、刻大公クロノ・デユークを一目散に目指す。

　琉妃もまた、《武装アームズ》で召喚した銀の鞭むちをしならせながら、刻大公クロノ・デユークに迫せまる！

「……愚おろかな」

　相手にするのも厭いとわしい、そんな様子で刻大公クロノ・デユークは肩かたを竦すくめた。

　口を開け、牙きばをつきたてんとする使い魔が眼前に迫る。

　が、牙は届くことなく、その頭は刻大公クロノ・デユークの軽い掌しよう打だ一撃で、地面に叩たたきつけられる！

「身の程ほどをしれ」

　レグルスの頭を踏ふみつける刻大公クロノ・デユーク。構わず、琉妃は進む。それをルイヤが阻はばんだ。

「ルイヤ様…………」

「動くな！」

　反論を許さぬ鬼き気き迫せまる物言いに、琉妃は微び動どうだにできなかった。

　下しも僕べと使い魔、望まぬ援えん軍ぐんは、まったく使えぬままその役目を終え、むしろ状じよう況きようを悪化させた。

　琉妃を庇かばうように身構えるルイヤを、刻大公クロノ・デユークは興味深そうに見つめる。

「ほう……ずいぶんと執しゆう着ちやくしているようだな、たかだか平民に。まさか、懸け想そうしているわけではあるまいな？　これ以上罪を重ねる気か？」

　一いつ瞬しゆん、ルイヤの顔に形容しがたい苦く悩のうが浮かぶ。

　それを何とか押し殺し、無表情を貫くが、刻大公クロノ・デユークはもう底は知れたとばかりに、宿敵を嘲あざける。

「無ぶ様ざまよな。あのとき生き延びた忌いみ子ごがどうなったか、多少知りたくはあったが…………」

「……どういうことだ!?」

「そのままの意味だ。己の出自を忘れたか？　お前のいたあの場所の主しゆ宰さいは、この私と──陛下だ」

「………………!!」

　脳のう裏りに、過去の記き憶おくが浮かぶ。

　そう……あの昏くらく忌いまわしい施し設せつ。人工的に貴族を創つくり出さんとした呪のろわれた実験。

　あの場で失われたいくつもの幼い命は、コイツが!?

「陛下はおっしゃられた……システムからの脱だつ却きやくと。貴族に継けい承しよう、それは時として陛下すら手の及およばぬ領域。世界は再生するとき、そのように構築されてしまった。ならば、今一度自みずからが全てを握にぎる。全てを己の下もとへ。それこそが、我ら王党派の悲願でもある」

「なるほどな……すなわち、全ての権力を“〝王”〟に集中させる、絶対王政を目指したわけだ。とすれば、“〝王”〟直属にして、他の貴族の力を奪うばい取る闇黒卿ダークロードは、まさに絶好の手て駒ごま」

　かつての戦いの裏側を読み取り、レギーナが目を細める。

“〝王”〟は、“〝王”〟よりもさらに上の力を望んだ。

　より強く、より絶対的で、より確実な力を。

「必要なのは、自身に絶対的に従順な貴族のみ。逆さからう者は、闇黒卿ダークロードを使って潰つぶし、力を奪う。貴族の力の継承は、原則先代に決定権がある。“〝王”〟が絶対者でない、いい例だ。しかしおかしいな、ならば何な故ぜ闇黒卿ダークロードを泳がしていた？　何故絶対王政樹立のための手を打ち、闇黒卿かれを今一度手駒にしようとしない？」

　レギーナの問いは、ルイヤの問いでもあった。

　一度は先代闇黒卿ダークロードの反逆により頓とん挫ざしたかもしれないが……それから、いくらでもやりようはあったはずだ。

「……さて、な。陛下は、あのときより多少変わられた。側近の私すら遠ざけ、ただ現状維い持じに努め出した。あの忌まわしき闇黒卿ダークロード如ごときとの戦いが、何かを変えたとも思えぬが……仮にそうだとすれば、その座にふさわしくない、脆弱な方と言わざるを得ぬ」

「これはこれは、王党派の筆頭が“〝王”〟批判か？」

「すでに、我らは次代の、より“〝王”〟にふさわしい方を見つけておる。ならば、あとは一刻も早く、その治世を実現するのが王わ党れ派らの役目。今ここで…………全てを終わらせよう」

　身構える刻大公クロノ・デユーク。

　そもそも、出向いたのはこのため。

　不要な残る王族も、反逆者も──全て消す!!

　再び渦うず巻まき始めた死し闘とうの気配。

　その最中さなかに、舞まい降おりる者がいた。

　笑えみを湛たたえ、彼女は数人の女性貴族を引き連れ、かの地を訪おとずれる。

「お姉ねえ様さま…………」

　これまで押おし黙だまっていたプリエラの口から、言葉が漏もれる。

　新たに坂の麓ふもとへ現れたのは、「長ちよう姉し」たるバシリッサ。

「ごきげんよう、刻大公クロノ・デユーク。しかしひどい方ね、私に断りもなく、妹達を殺しにくるなんて……」

「…………私の意向は、先の会合で伝えたはず。恐おそれながら、あなたは最も早はや敵だ」

「それでも、まだ私を慕したう者はいるわ。いたずらに派は閥ばつを割る気かしら？」

　穏おだやかにバシリッサは微笑ほほえむ。

　その笑顔の裏に渦巻く策さく謀ぼうを、老ろう獪かいな貴族は感じ取った。

　この淑しゆく女じよが、ここまでの短くない暗闘をくぐりぬけたのは確か。

　すでに主流ではないとはいえ、侮あなどることはできない。

　畳たたみ掛かけるように、バシリッサは続けた。

「ここは退ひきなさい、刻大公クロノ・デユーク。さすがに多勢に無勢、続けても益はなくてよ？」

「………………」

　刻大公クロノ・デユークは無言のまま、踵きびすを返して去っていった。

　ひとまず嵐あらしは去った──のだろう。

　だが、またやってくる。

　より、巨きよ大だいとなって。

　誰だれもがこれからの事態に思いを馳はせる中、ルイヤがまず動いた。

　傍かたわらの下しも僕べから、自身の代行としてカードを駆かることができる《黒衣の巫女アナザーシヴイル》のカードを奪い取る。続いて、《武装アームズ》、《獅子王レグルス》も。

　全ての手札が琉妃から失われ、彼女は本当に「ただの」下しも僕べとなった。

「ルイヤ様……！」

「何故指示に逆らった？　冷静に見れば、あれがお前の手に負えない相手であることは、すぐにわかったはずだ」

　淡たん々たんと告げながらも、明らかにルイヤは怒おこっていた。

　琉妃は何も言えず、ただうなだれる。

　自分でもわかっている。

　主あるじの助けになりたい、確かにそう思った。

　でも、その内にあるのは功名心よりなお醜みにくい、女の情念。

　少しでもいいから、自分を見てほしくて。

「私は…………！」

「もういい。二度とカードは使うな」

　恐ろしく冷れい酷こくに告げ、ルイヤはそれ以上琉妃を見ようとせず、屋や敷しきに戻もどる。

　放心状態のまま立ち竦む琉妃。

　プリエラは何も言えず、ただその横をすり抜けてルイヤの後を追う。

　レギーナもそれに続くが、バシリッサにも一声かけた。

「とりあえず来たまえ。我われ々われに話があるのだろう？」

「話が早いわね。では、まずはお茶でも飲みながら」

　バシリッサは供を引き連れ、軽い足取りで、ルイヤの館やかたに向かう。

　女達が思い思いにルイヤを追う中、彼に最も近いはずの女性は、その場に膝ひざを突つき、顔を手で覆おおった。

　夕ゆう闇やみが辺りを徐じよ々じよに漆しつ黒こくに染め出していく中、押し殺すような啜すすり泣なきがこだました。





「……というわけで、私が求めるのは同盟よ」

　長姉の名にふさわしく、バシリッサは居間で高らかに宣言した。

「現時点で、最も王座に近いのは、遺い憾かんながら弟。でも、私はそれだけは許すことができない。彼を打だ倒とうするまでは、私に協力──いえ、皆みなで力を合わせたいの。せめて、不戦の約やく定じようだけでも結びたい。いかがかしら？」

　同じくソファーに腰こしかけた妹達を、バシリッサは交こう互ごに見つめる。

　側近達は家の外で待たせ、姉し妹まい水入らずの会談の場を用意したのも、この提案をスムーズに行うため。

　部屋の隅すみで、ルイヤが壁かべに背を預ける形で佇たたずんではいるものの、口を挟はさむ気はないらしく、全てはバシリッサの主導で行われている。

「いかがかしら？」

「……私は構わん。どのみち、戦せん闘とう向きの《直ちよつ轄かつ地ち》ではないしな。同盟とやらが、儚はかないものだということは知っているが、まずはそこから始めなくては、な。君はどうだ？」

　レギーナに水を向けられたプリエラ。

　彼女は熟じゆく慮りよした様子で答える。

「……わかった。私も構わぬ。後のことは、兄を斃たおしてからだ。王党派の筆頭がこの街に来た以上、私はこの街を守らねばならぬ」

　同意を求めるように、プリエラはルイヤに視線を送る。

「お前が決めたのなら、それでいい。だが、保険は必要だ。本気で組む気があるのなら、誠意を見せてもらおう」

　ルイヤはバシリッサにブランクのカードを一枚投じた。

　受け取ったバシリッサは、白ブ色ラ無ン地クのカードに、首を傾かしげる。

「どういうことかしら？」

「俺達は、当面の間は運命共同体だ。だからお前の力をもらう。完全に俺に恭きよう順じゆんすれば、お前の力を俺用にアレンジした力がそのカードに宿る」

「なるほどね……いいわ、やりましょう。その代わり、率そつ先せんして前線に立って頂くわよ？」

　ルイヤが頷うなずくのを確認し、バシリッサはカードの端はしを己おのれの手ての甲こうに突き刺さす。

　かすかな出血と共に、カードが光を放つ。

　血で描えがかれたかのごとく、赤い絵え柄がらがそこに浮うかび上がる。

　生いけ贄にえの赤い血を満たした、祭さい壇だんに掲かかげられた杯さかずきの絵柄。

　ナンバーＶ──《祭祀リチユアル》。

　それは、“〝王”〟とはまた異なる権力で王族をまとめあげる長姉を象しよう徴ちようするカード。

　生まれた新たな手札は、独りでにルイヤの下もとに舞い戻り、彼のデッキに加わる。

「これでよろしくて？　とはいえ、私の王族の力が消えたようではないようね」

「戦って負けを認めさせてはいないからな、こんなものだろう。このカードもあくまで補助カード、媒ばい介かいとなりこれまで以上の力の札技コンボを生み出す要かなめとなる…………といったところだ。それなりに使えそうだが、単体では無意味だな」

「けれど、私の同盟の意志は確か。信じて頂けたでしょう？」

　ルイヤが小さく頷くと、バシリッサは満足そうに微笑んだ。

「では、会談は終わりね。私は王党派の内情を探さぐるわ。わかり次し第だい伝えるから、また策を練りましょう。しばらくは、この街に滞たい在ざいするわ」

「…………おい」

　ルイヤは顔をしかめた。これ以上居い候そうろうが増えては困る。

「安心なさい、宿はとってあるわよ。それじゃあ、今日はこれで。ごきげんよう」

　優ゆう雅がに一礼し、バシリッサは宿へ戻っていった。

　ひとまず日常が戻るかに思われたが、まだ琉妃が戻ってこない。

　夕食は各自で思い思いに摂とり、団だん欒らんは一いつ切さいなかった。

　そして夜もふけた頃ころ、ルイヤは一人寝しん室しつで立ち尽つくしていた。

　茫ぼう洋ようと窓を見続け、物思いに耽ふけっていると、控ひかえめなノックがした。

　応じず、彼は無視を貫つらぬく。

　やがて、背はい後ごのドアは勝手に開いた。

　振ふり向むかなくてもわかる──琉妃だ。

「呼んだ覚えはないぞ」

　無言のまま、下しも僕べは近づき、後ろから抱だきついた。

「………………」

「今日は、すいませんでした…………」

　消え入りそうな声で、彼女は言う。

「もういい」

　感情を込こめずにルイヤは言った。

　気にしていない、というより、どうでもいい、というような印象を与あたえる声だ。

「私…………」

「お詫わびに、何でも御ご奉ほう仕し、か？　必要ない。戻れ」

　ようやく振り向くルイヤ。

　その瞬しゆん間かん、琉妃は首に手を回してきた。

　真っ赤に泣き腫はらした顔に、ルイヤの顔が歪ゆがむ。

「私のこと、いらなくなりました………………？」

「………………」

　何か、言おうとした。

　けれど言えない。出てこない。

「何でもします、だから…………!!」

　普ふ段だんの気き丈じようさはどこにもなく、ただ泣きじゃくる琉妃。

　ルイヤは、左手で右手を押さえている。

　まるで、自分自身を食い止めるように。

「……どうして、そこまで？　俺といても……何も、ない」

　絞しぼり出だすような言葉。

　琉妃もまた、ずっと胸に秘ひめていた想おもいを、言うまいとしていた言葉を、抑おさえきれずに絞り出す。



    

  
    
      「だって、だって私はあなたのこと…………!!」

「言うな!!」

　強く制止され、琉妃の身が竦すくむ。

「それ以上…………言うな」

　拒きよ絶ぜつの言葉は、懇こん願がんに似ていた。全てを否定し、ルイヤは背を向ける。

　琉妃の顔から全ての表情が消え、彼女は主の背に深々と一礼した。

「お世話に…………なりました」

　それが、別れの言葉。

　下しも僕べだった女性が去るまで、ルイヤは微び動どうだにしない。

　ただ、右みぎ腰こしのカードケースに収まるナンバーII《黒衣の巫女アナザーシヴイル》が、ブランクになったことは感じ取った。

　自みずからに全てを捧ささげた者が、自分を見限ったとき、そのカードはブランクに戻もどる。

　手札が一枚、失われた。

　いや──きっと、もっと大切なものが。

　ルイヤは力なくうなだれる。前まえ髪がみが視線を隠かくし、その心中は杳ようとしてしれない。

　やがて、彼は無造作にその身をベッドに投げ出した。

　もう二度と柔やわらかなぬくもりを宿さない、空くう虚きよな寝ね床どこへ。





　ひっそりと寝ね静しずまる街を、琉妃はただ歩いていた。

　着のみ着のまま…………手荷物もなく、飛び出した。

　最初からわかっていたことだ。

　言ってしまったら、全てが終わる。

　受け入れられるはずがない。

　でも──それでも。

　街を出ようと歩く途と中ちゆう、壁にぶつかった。

　顔を上げると、一度だけ出会った青年がいた。

　ぶつかった壁は彼の胸むな板いた。

　あたたかい。

「どうしたんです、こんな時間に？　女性の出歩く時間じゃないですよ？」

　ルクスは、そう屈くつ託たくなく笑った。

　まさに好青年そのもの、王族の出自など感じさせない、素そ朴ぼくで穏おだやかな笑えみ。

　そんな顔だから、もう耐たえられなかった。

　思わず…………目に溜たまっていた涙なみだを全て零こぼしてしまった。

「え、ちょっと、何が…………」

　困こん惑わくする彼に構わず、琉妃はその胸に顔を埋うずめた。押し殺したような啜すすり泣なきが、郊こう外がいにこだまする。

　目を丸くしていたルクスだが、やがてためらいがちに、そっと、壊こわれないように彼女を抱だき締しめて…………頭を撫なでた。

「私、私…………!!」

　覚えのある行こう為い、もう二度としてもらえないはずの抱ほう擁ように、琉妃はただ泣きじゃくる。

　ルクスは、ただ黙だまって彼女を受け止めた。

　こういうとき、それが一番効果的だと知っているから。

　口元に、あるかなしかの微び笑しようが浮かぶ。

　籠かごに自ら飛び込んだ小鳥に、ルクスは必死に笑いを堪こらえる。

　琉妃は気づかない。

　冷え切った心と体は、ただ偽いつわりのぬくもりに慰なぐさめを求める。



    

  
    
      　第四章　再臨の反逆者






　その日、最初に異常に気づいたのはプリエラだった。

　琉る妃きがいない。

　家中捜さがしても、どこにも。

　最初は、買い物かと思った。

　しかし、起きてきたルイヤが、迷わず自分でコーヒーを淹いれるのを見て、疑ぎ惑わくは確信に変わった。

「琉妃アイツ……どうしたのだ!?　どこ行ったのだ!?」

　ルイヤは答えない。

　寝ね起おきの彼に、正常な回答が期待できないのはわかっている。

　それでも、その白い体を揺ゆさぶって尋たずねた。

「何でいないのだ!?　何でなのだ!?」

　尋ねながら、徐じよ々じよに黒い不安が胸に蟠わだかまっていく。

　薄うす々うす……察していた。

　いつか、こんな日が来るんじゃないかと。

　だから、答えを求めながらも、それがルイヤの口から出ないことを望んでいた。

　なのに──彼はあっさりと言った。

「出て行った」

　簡素な回答の後、ルイヤは焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみでコーヒーを啜すする。

「出て行ったって…………」

　唇くちびるを噛かみ締め、プリエラはさらにルイヤを激しく揺さぶる。

「どうしてなのだ!?　何で…………!!」

「さあな」

　どうでもいい、そんな内面が滲にじみ出た言葉に、プリエラはもう彼に縋すがるのをやめた。

　そのまま玄げん関かんへ向かう彼女を、すでに事情を知っているレギーナが引き止める。

「どこへ行く？」

「捜しに行くのだ!!」

「捜してどうするね？」

「どうするって、連れ戻すに決まっ…………」

　靴くつを履はいて姉を振ふり返かえったところで、言葉に詰つまった。

　立ち尽つくす妹をじっと見つめ、レギーナはもう一度言った。

「捜して──どうするね？」

「………………」

「君は、私よりも事の本質を理解しているはずだがね。単なる喧けん嘩か別わかれでも、契けい約やくの解消でもない。大人の男女が、お互たがい覚かく悟ごして決めたことだ。第三者の──ましてや、子供の君に何ができる？」

　突つき放はなすような姉。

　妹は、無言で玄関のノブに手をかけた。

「大人になったらどうだ？」

　それこそ本当の姉し妹まいのように──姉は妹を諫いさめる。

「大人って、何なのだ？」

　プリエラは振り向かずに訊きく。

　レギーナは答えない。

「お前達は、いつもそうだ。そうやって、諦あきらめることで悦えつに浸ひたってる。できるくせに、ただやらないことを自じ慢まんしてる。叶かなわなかったことを叶えるようになることで前に進むのではなく、諦めて肩かたを竦めることで、終わった気になってる」

「………………」

「ならば、最初から子供に言っておけ。夢など持つな、現実は厳きびしい、世界は悪意に満みち溢あふれている──そう教えろ。大人になるとは、けして正しいことではないのだとな。子供だった自分に、胸を張れなくても、罪悪感を抱いだかないようにな」

　プリエラが振り向いた。

　レギーナは何も言えない。

　言えなかった。

「間違っているものを正せないのが正しいというのならば、私は物分かりの悪い子供のままでいい」

　そのまま、プリエラは出て行った。

　レギーナはしばらく立ち尽くしていたが、少し後のち、思わぬ客が来た。

「これは殿でん下か──御ご機き嫌げんよう」

　恭うやうやしく、京きよう夜やが一礼した。

　今日は舞ぶ踏とう会と違ちがい、仮面をつけた少年の姿だ。

「あがってもよろしいですかね？」

「私は家主ではない。が、当の本人は、気にしないだろう。好きにしたまえ」

「では、失礼して」

　京夜は館やかたに上がり、居間にいるルイヤの下もとへ向かう。

　相変わらずコーヒーを啜る彼は、友人の来訪にも何の反応も示さない。

「琉妃ちゃん、出て行ったんだって？」

「………………」

「何で知ってるかって、いや、ルクス殿下から言われてね。今は、あちらに身を寄せているそうだよ。滞たい在ざい地は、ほら、あの舞踏会やったお城。急に住まいのスケールが変わったから、ビックリしたかもね」

　口調は相変わらずいつもの幼い口調──なのに、一言発するたびに空気が重くなる。

「さっき、坂をプリエラでんかが駆かけていったよ。何のために、誰だれのために一いつ生しよう懸けん命めいなのかねぇ？」

　ルイヤはなおも答えない。

　どうでもいい、表情からはその言葉しか読み取れない。

「ボクに琉妃ちゃんの居場所を伝えたということは、それがキミに伝わることを見み越こしてるんだろう。おびきよせられるキミ、心惑まどわされるキミ…………色々想像できたのに、やはりボクは言ってしまった。それも計算の内──というのならば、ルクス殿下恐おそるべしというところだが…………本当のところは、言っても言わなくても、何も変わらない」

「人の起おき抜ぬけに、わざわざそんなことを言いにきたのか？　ヒマな奴やつだな」

　寝起き丸出しの口調で、ルイヤは言った。

　京夜は無言で仮面を外した。元の姿を取り戻した彼は、心の底から面めん倒どうそうに息を吐はく。

「殿下はこれも予想済みなのかなあ？　こういうのはガラじゃないんだけど……キミの場合──ボクしかしてくれる人間がいないからね!!」

　刹せつ那な、京夜の拳こぶしがルイヤの顔に叩たたき込まれた。

　躱かわしもせず、ルイヤは黙って受けた。気にしたふうもなく、ただコーヒーを啜っていく。

　京夜は寂せき寥りようを湛たたえ、親友を見た。

　遠い遠い昔、出会った頃ころ、先代を失って一人形見のインバネスにくるまって放ほう浪ろうしていた頃より、なお何もない彼。

　わかっていた。

　拳一つ叩き込んだところで、何も変わらないと。

　多分、彼にとってあの下しも僕べはそういうものだったのだと。

「誰、キミ？」

　京夜は尋ねた。

　眼前の青年は、見知った親友に実によく似ている。

　よく似ているから、余計に腹が立つ。

「友人としての義務は終わりだ。後は、仕事しなきゃ。さよなら、知らない人」

　昨夜から数えて、二度目の別れが行われた。

　あっけなさすぎるほどあっけなくて、笑うぐらい切ない。

　京夜はレギーナに一礼し、館を出た。振り向くことも一いつ切さいない。

　残されたのは、ルイヤと──いや、ルイヤだったものの残ざん骸がいと、レギーナだけ。

「君は──イマイチ自分を客観視できていないようだね？　自分がどういう状じよう況きようか、よく考えてみるといい」

　レギーナは寂さみしげにルイヤを見つめている。

　座っているのは、紛まぎれもなく闇黒卿ダークロード。

　なのに違う。

　まったく違う。

「さらに厄やつ介かいなことに──君がそうなったことで、私も自分を直視せざるを得なくなった。私はどうも──」

　レギーナは言葉を切った。

　意識せず、苦く笑しようが口元をかすめる。

　京夜同様、ガラにもないことをする自分がいた。

「私はどうも──君のことが好きらしい」

　抑よく揚ようのない告白には、抑揚のない答えが返された。

「それはどうも」

　レギーナは微び笑しようした。笑うしかなかった。

「……が、今の君は別だ。もっとも、そう言われても、今の君には何も届かないだろうな」

　最後の言葉だけは、寂寥が滲み出ていた。

　ルイヤから離はなれ、彼女は彼の書しよ斎さい兼けん寝しん室しつに向かう。

　最初に目に入ったのは、窓から入る木こ漏もれ日びに照らされるシングルベッドだった。

　かつての愛の巣──と呼ぶには、あまりに簡素で粗そ末まつなもの。

　だが、多分それだけでよかった。

　そこで交かわされるものだけが、あの二人を繋つないでいた。

　レギーナはシングルベッドから目を離し、ルイヤの机を見つめる。たてかけられた画架イーゼルとスケッチブックを見たとき、自然と微笑がこぼれた。

　机の上には、肌はだ身み離さぬはずの王威の封具インペリアルギフト、《禁忌の断章アスルデツキ》が無造作に置かれ、しかも数枚のカードがケースから出て散らばっている。

「わかりやすい男だな。ショックが行動に出る」

　数分後、彼女は布で包んだキャンバスと、一冊のノートと共に館を出た。

　ルイヤは気づいていない。というか、どうでもいいのだろう。

　むしろ好都合だった。

　知られなくていい。知られなくても。

　自分は本当に、ガラにもないことをしようとしていた。





「どうして……こんなことを？」

　豪ごう華かな調度品に囲まれながら、琉妃は茫ぼう然ぜんと訊いた。

　あの後、ルクスに手を引かれ──舞踏会を催もよおした城に招かれた。

　どうやって辿たどり着ついたか、よく覚えていない。

　気がついたら、貴族の女性でさえ、そうは与あたえられない立派な部屋に通されていた。

　好きに使っていい──そう言われた。

　必要な物は全すべてある、足りない物があれば、遠えん慮りよなく──そうも言われた。

　ようやく置かれた環かん境きようを理解できるぐらいには落ち着いた頃、ルクスが訪たずねてきた。

「不自由は、ありませんか？」

「はい…………あの、でも、どうして…………私は、その…………」

「泣いている女性が歩いているのを放ほうっておけない…………なんてのは、キザすぎますよね、さすがに」

　言ってはみたが恥はずかしい…………そんな何とも言えないルクスに、琉妃は小さく笑った。

「まあ本音を言うと、泣いていたのが、あなただから…………というのも、キザですよね」

　どうしたものか……と、腕うで組ぐみしながら目を逸そらすルクス。

　真しん剣けんに悩なやむ様子の彼に、琉妃は寂しげに告げた。

「お心こころ遣づかいは、感謝します。ありがとうございました。でも、もう大だい丈じよう夫ぶですから。お世話になりました…………」

　丁てい重ちように一礼し、琉妃は部屋を出ようとした。その細い手を、ルクスが掴つかむ。

「あの…………」

　振ふりほどくことはできなかった。

　腕わん力りよくではなく、じっと見つめてくる、彼の瞳ひとみに。

「帰るところは、おありですか？」

「………………」

「出て行かれるのは、結構です。戻もどってきていただければ、それで」

　いつの間にか、ルクスが近づいていた。

　近くで見ると、本当に美男子だ。

　翳かげのあるルイヤとは違う、ただ純じゆん粋すいに──誰かを愛してくれそうな。

　好かれた女性は、きっと幸せだろう──そう思ったとき、唇くちびるが塞ふさがれた。

　特に意識していなかったが、人生最初の口づけ。

　軽く唇が触ふれた程度のものだったが、ルクスの両腕はより多くを求めていた。

　琉妃の体を引き寄せて、指先が全身へ──

　途と端たん、脳のう裏りに忌いむべき記き憶おくが甦よみがえった。

　自分を押おし倒たおしてきた父親。

　男共の、下げ劣れつな視線。

　欲望をあらわにし、股こ間かんをいきりたたせた獣けだもの共ども。

　最後に──懐なつかしい青年の顔が見えた。

　ゾッとするほど白くて──綺き麗れいで──いじわるで──愛いとしくて。

「イヤッ!!」

　意識せず、ルクスを突つき飛とばしていた。

　キョトンと、目を丸くする彼に、琉妃は平常心を取り戻した。

「あ、すいません…………！」

　言いながら思った。

　何で謝っているんだろう……私。

　いきなりキスされて──でも彼はやさしくて、恩人で──

　混こん濁だくする思考の中、ルクスもまた、我われを取り戻した、といった感じで、頬ほおを赤らめて顔の前で両手を振る。

「ええっと、その…………すいません、本当に…………!!」

「あ、いえ………………」

　どちらも、互たがいに目を合わそうとしない。

　気まずい空気の中、男の責任として、ルクスが咳せき払ばらいをして、おずおずと述べる。

「その、つまり…………そういうことですよ」

「………………？」

「結局…………下心な、わけで。一方的、な。だから、その…………あなたは、何も気にする必要がない、わけで…………」

　たどたどしさは、逆に誠実さを印象づけた。

“〝王”〟候補筆頭の青年は、そのまま琉妃を見ずに部屋を出て行く。

「あの…………」

　何事か言いかける琉妃を、ルクスは手を振って止めた。

「今は、何を言っても…………説得力がないので。時間をおいて…………また。わりと、気は長いので」

「………………」

「それじゃ…………」

　頭を下げ、ルクスは部屋を出た。

　ふうと息を吐はき、顔を一ひと揉もみする。

　容よう貌ぼうそのものはまったく何も変わらないが、瞳だけが違ちがう。

　控ひかえめで不器用な好青年ではけして持ち得ない、野望の色。

「お戯たわむれがすぎますぞ、殿でん下か。平民風ふ情ぜいをたぶらかして、何と致いたします？」

　諫かん言げんしたのは、刻大公クロノ・デユーク。

　今や若き王子をこそ“〝王”〟と仰あおぐ老臣は、主あるじの戯れを諫いさめる。

「練習だよ、練習。人をたらすのは、政治の基本だ。そうやって昇のぼりつめた」

「確かに…………ですが、それこそ“〝王”〟に必要なことかと。今の陛下、何事も自身の内に秘ひめすぎる。お心も……何もかも」

「だから離れたのかい？　より腹を割って話せる主がほしいと？」

「そのような…………」

「理由はどうでもいい。頼たよりにしているよ。そろそろ終わらせよう。姉に関しては、僕が直じき々じきに出向く。なびかない王党派も、これで全てこちら側に引きずり込む」

「はっ…………闇黒卿ダークロードに関しては、私めが。あのような平民は、不要でございます」

　こだわる老臣に、ルクスは苦笑した。

　やはり老人、頑がん迷めい固こ陋ろうな面は拭ぬぐえない。

「あれは保険だよ。闇黒卿ダークロードの始末のみならず、残る妹達の。彼女達と、浅からぬ縁えんがあるんだろう？　おびきよせるにも使えるさ。少なくとも、僕に黙だまってここから出ようとは思わないだろう。平民だからこそ、有効に使い切ろう」

「そこまでお考えでしたか…………」

　感服の意を込こめ、老臣は一礼した。任務を果たすため去っていく彼を見届けた後、自身もまた動き出す。

　まずは長き宿敵──長ちよう姉しを消す。





「あらあ、これは何かしら？」

「殿下、下しも々じもの食べ物です」

　屋台の品に興味を惹ひかれるバシリッサを、いかにも堅かた物ぶつ、といった感じの側近の女性がたしなめる。

　バシリッサが王族として覚かく醒せいした直後から付き従う最古参の者であり、信しん頼らいも厚い。

　すでに女としての全ぜん盛せい期きをすぎて老いの予兆を感じさせる地味な容貌ではあるが、さすがに貴族の一人だけあって、貫かん禄ろくがある。

　気配を敏びん感かんに感じ取った領民は皆みな距きよ離りを取り、バシリッサは好こう奇きの目に晒さらされることなく、束つかの間〈黒こく宵しよう街がい〉の日常に触れる。

「いい街ね…………特に、子供が元気ではしゃいでるわ」

「耳みみ障ざわりなだけです。より理路整然とした統治を行うべきでは？」

「私達に足りない視点はそこよ。プリエラあのこは、それを持ってる。恵めぐまれているわ…………」

　そよぐ風に豊かな金きん髪ぱつをなびかせ、王女は物思いに耽ふける。

　初めて出会った末の妹──何な故ぜか憎にくめない。

　押しのけてでも“〝王”〟になろう、そう思わせない何かが彼女にはある。

「フィリアの最さい期ごを看み取とったと聞いたけれど…………幸せだったのでしょうね、彼女も」

「妹君は……愚おろかでした。重圧に負けてしまった。せめて、姫ひめ様の申し出通り、手を組めば命も長らえましたでしょうに」

「王族というしがらみから、完全に解き放たれたかったのよ、あの娘こは」

　幸さち薄うすき妹は、最初に出会った王族だった。

　粗そ暴ぼうな弟に狙ねらわれる彼女を庇ひ護ごしようとしたが、彼女は聞き入れず、姿を消した。

　その最期は伝え聞いているが、せめて、幸せだったと信じたい。

「私も……そんなふうに逝ゆけるのかしら？」

「何を不ふ吉きつな…………姫様には、王座についていただかねば困ります」

「そうね…………逃にげ出すには、人の血を見すぎたわ」

「そうでもないさ」

　街角から現れた青年に、バシリッサは顔をこわばらせた。

　ルクス＝シェリシー・マムラハー。

　弟がそこにいた。

「あら…………珍めずらしいわね、お一人？」

「そちらも、供が一人とはね。領民に気を遣つかったのかな。だがそれもいい…………当事者同士だけで、決着をつけようじゃないか」

「あなたらしくもない…………陰かげで動くのはやめたの？」

　憎しみを隠かくさず、バシリッサは言う。

　プリエラと対照的な、嫌けん悪おすべき弟。

「それとも、また何か人をたらしこんで、策略でも」

「ああ。もう終わったけど」

「え？」

　ザク、と肉を貫つらぬく音がした。

　視線を落とすと──左胸から、刃はが生えていた。

　振り向けば──護身用の小刀を背に突き立てる腹心の女性が！

「あな、た………………」

　口から血を零こぼしながら、バシリッサは崩くずれ落ちた。

　心臓を一ひと突つき…………王族とはいえ、死は免まぬかれない。常人と変わらぬ紅あかい血を漏もらしながら、うら若き王女の死体は、徐じよ々じよに血ち溜だまりに沈しずんでいく。

「どうし、て…………」

「敵対派は閥ばつの切り崩しは、政治の基本だ。もちろん、結束の固いそちらを崩すのは至難。長い長い時をかけて…………ようやく一人。待ったが、甲か斐いはあった」

　ルクスが微笑ほほえむと、側近の女性もまた笑みを返した。

　敬愛する主君に対するものというよりは、もっとシンプルでドロドロした、「女」の笑み。

「申し訳ありません、姫様。私も、まだ枯かれてはおりませんもので…………」

　皮ひ肉にくっぽく笑う女性。

　バシリッサもまた、笑みを返す。

　憐あわれみに満ちた笑みを。

　意味がわからず、女性が首を傾かしげたとき、ルクスの右手が、彼女の額ひたいを掴つかんでいた。直じかにではなく、手て袋ぶくろ越ごし。金糸銀糸を織り込み、微び細さいな宝石をあしらったその手袋こそ──彼の七大王器レガリアピース。

「さようなら」

　礼と同時に、手袋から光が迸ほとばしった。

　純じゆん粋すいなる閃せん光こう、熱量も質量も持たない、ただ光こう輝き絢けん爛らんたる閃せん光こうが女性を包み込み、驚きよう愕がくの表情を留とどめたまま一いつ瞬しゆんで消し去った。

　彼が操あやつるのは、光。

　時に後光すら放つ、偉い大だいなる“〝王”〟の輝きをその手に持つ王族。

「相変わらず、平気で、人を、消す…………私を殺したのは、あくまで自分一人の力、そう演出したいの、ね？」

「まあね。政治には、演出も必要だから。ところで姉君……教えてくれないかな、『長ちよう兄けい』はどうしている？」

　鋭するどい目つきでルクスが問うた。

　自身の力、勢力──バシリッサさえ消せば、後は自分と肩かたを並べる者はいない。

　だがしかし、長兄だけは。

　未いまだ姿を見せぬ、奴やつだけは。

　直感でわかる──本来次期“〝王”〟の最右う翼よくたる彼こそ、油断ならぬ大敵。

「方ほう々ぼうで、情報を小出しにしていただろう？　自分のみが、陛下を除けば、自分だけが『長兄』の真実を知っている。それもまた、あなたの武器の一つだった。もういいだろう、答えてくれ。それとも、ただのでまかせかな？」

　残る最大の脅きよう威いを前に、真しん剣けんみを増すルクス。

　バシリッサは、また憐れみを込めた笑みを浮うかべる。

「何だい、死の間ま際ぎわの虚きよ勢せいかな？」

「いえ…………愚かだな、と。確かに、私は、知っている。七大王器レガリアピースを賜たまわったとき、陛下に、尋たずねた、もの。私は、長姉、第二子と聞いた。ならば、兄は──と」

「で、陛下は？」

「『死んだ』、と…………答えられた、わ」

「死んだ…………？」

　首を傾げるルクス。

　すでに死相を浮かべながら、バシリッサは、笑みを深くして気き丈じように言う。

「そう……つまり、最初から『長兄』は、いなかった。虚きよ像ぞうに、惑まどわされて、いたのよ……あなたは。戦いが激化する前に、兄は、ひとしれず…………去った」

「死んだ…………そうか、死んだ、死んでいたのか!!」

　珍しく感情をむき出しにし、ルクスは快かい哉さいを上げた。

　ようやく解放される──実体のないプレッシャーから、覚醒した瞬間から、自分の前を走っていた存在から！

「ならば、もう僕の勝ちは揺ゆるがない…………おや、何だい、お姉ねえ様さま、その目は？　何なら、最後の力で、僕を『魅み了りよう』してみるかい？」

「無理、ね…………あなたは、自分を誰だれよりも愛してる。自分しか、愛してない。できっこ、ないわ」

「よくわかってる」

　微笑みながら、ルクスはバシリッサの耳からイヤリングを引きちぎる。

「これで……本当に終わりだ。さよなら、姉君………………」

　楽しげに弟が手を振ふる。

　薄れゆく意識の中、バシリッサは、末の妹の顔を思い浮かべた。

　今述べた言葉に嘘うそはない。

「長兄」はすでにいないと確かに聞いた。だからこそ、後は彼女に託たくすだけ。

　そのまっすぐな瞳ひとみで、どこまでもすこやかに。

　静かに事切れ、長姉の心臓は、完全に鼓こ動どうを止めた。

　ルクスはその死体を閃光に包んで消し、笑顔のまま立ち去る。

　まさしく、完全なる勝利。

　だが、かすかに油断していた。

　あまりに矮わい小しようすぎるゆえ、見み逃のがしていた小さな観客達を。

　そして、その観客達が、常つね日ひ頃ごろから若き王女に慣れ親しんでいるため、王族の気配に気け圧おされず、余すことなく死し闘とうを観戦したことを。

　そして、彼らが互たがいに頷うなずき合い、一目散に王女を求めて駆かけ出だしていったことを。





　しゅん、と肩を落とし、プリエラはとぼとぼと館やかたに繋つながる坂を上っていた。

　夕方になるまで捜さがしたが、琉妃はどこにもいない。

　きっと、街中にはもういない。

　考えてみれば、当たり前だ。ルイヤと決別したなら、領地の外へ出て当然だ。

　だが、それならどうする？

　どうすればいい？

　涙なみだが零こぼれないように上を向いたとき、坂をゆっくり下ってくるルイヤが見えた。

「お前…………！」

　彼に駆け寄り、プリエラも並んで坂を下り始める。

「どこへ行くのだ？　もしかして、お前も捜しに…………」

「〈王都〉」

「はあっ!?」

　マヌケな声をあげるプリエラを無視し、ルイヤは黙もく々もくと進む。

「ちょ、ちょっと待てお前、行こうとして行けるのか？　行けないから、待ってたんだろ？」

「だったら、探すまでだ。野や暮ぼ用ようもある」

「何だ、他ほかにも行くところあるのか？」

「墓参り」

　誰の、とは言わない。

　だが、プリエラはすぐに想像がついた。

　彼が墓に出向く人物など、一人だけ。

　おそらくは、その墓を作ったのは、ルイヤ自身。

　幼き日、彼を救い、全てを与あたえたあの男。

　気づいたとき、プリエラは足を止めた。

　ルイヤは構わず進むため、背中が遠ざかっていく。

　とても小さく見えるそれは、何かを失った男のものだった。

　とてつもなく大事なものを失い、悲しみすら麻ま痺ひしてしまった男の。

　唯ゆい一いつ残ったのは、在りし日の憧しよう憬けい。

　自分を救った男と、彼に誓ちかった復ふく讐しゆう。

　それだけが、唯一彼を繋ぎとめている。唯一、彼を支えている。

　本当はわかってた。

　琉妃は見つかりっこない。見つけたって、連れ戻もどせない。

　かといって、ルイヤに何かしてやれるわけでもない。

　むしろ、ただ徒いたずらにボロボロの彼に余計な物を背負わせるだけ。

　それでも、それでも──傍そばにいたい。

　それぐらいしか、できないから。

　プリエラは目に浮かぶ雫しずくを拭ぬぐい、駆け出した。

「何な故ぜついてくる、クソガキ」

「うるさい、私の勝手だ!!」

　気丈に答えたとき、こちらに駆け寄る見知った顔が見えた。

　こちらを確認すると、手を上げて、四、五人の子供が息を切らしてやってきた。皆みな、学校でよく遊ぶ者達だ。

「どうしたのだ、お前達？」

「大変だ、お姫ひめ様さまが消えちゃった！」

「光に包まれて、パーッと」

「ひらひらした服着てたし、何となくプリエラちゃんに似てる気がしたから、あれきっと、先生と同じ、プリエラちゃんのお姉さんだよね!?」

「悪い人が、消しちゃったんだよ!!」

　子供達は、その純じゆん粋すいさゆえに、ルクスの本ほん性しようを見み抜ぬいていた。

　プリエラもまた、報告の断だん片ぺんから、姉の運命を悟さとる。

「お姉様…………」

　また一人、姉が逝いった。

　いずれ戦い合う運命さだめでも、また一人。

「闇黒卿ダークロード…………!!」

　一いち縷るの願いを胸に、彼のシャツの裾すそを引っ張る。

　だが、彼は微び動どうだにしない。

　やはり、何一つ変わらないのか。

「下がっていろ」

　プリエラを含ふくむ全員に告げ、ルイヤは厳きびしい顔で前に進んだ。

　本能的に、彼の背はい後ごに隠かくれるプリエラ達。

　ルイヤの視線の先には、敵が立っていた。

「刻大公クロノ・デユーク…………!!」

「左さ様ようでございます、殿でん下か。今日は、その男との決着をつけに。貴族の作法に則のつとって──“〝決闘デユエル”〟で。参られよ、立会人！」

　招きに応じ、茜あかね色いろの空が歪ゆがんだ。

　彼方かなたから、立会人が馬車に乗ってやってくる。

　空間の壁かべを越こえ、虚こ空くうからやってきたのは、見覚えのある豪ごう奢しやな馬車。

　神しん妙みような面おも持もちのメイド二人が扉とびらを開け、中の主人を外に招く。

「お前が……立会人か！」

　馬車から現れたのはエリザだった。

　王党派の一員として佇たたずむ彼女は、いつもとは違ちがい、厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きに包まれている。

「すでに、陛下の許可は下りております。後は双そう方ほうの──いえ、闇黒卿ダークロードの許可のみ。どうするのかしら？」

「受けよう」

　許可証たる羊皮紙を手にしたエリザに対し、ルイヤは即そく答とうする。

「ただし賭かけるのは──」

「私の『全て』で、あろう？　受けるとも。こちらは、当然お前の命と──」

「私の命も賭けよう」

　毅き然ぜんとして、プリエラは言った。その気になれば、“〝決闘デユエル”〟の受じゆ諾だくを条件に、身の安全を図はかることも可能だ。

　だが、彼女はあえて戦地に赴おもむく。

「闇黒卿ダークロードが死ねば、私も死ぬ。七大王器レガリアピースも、お前の主あるじにくれてやろう。ただし、私の命に関かかわる“〝決闘デユエル”〟だ、観戦はさせてもらう。双方とも、よいな!?」

　ルイヤは無表情で──どうでもいいというように──頷く。

　刻大公クロノ・デユークは、手間が省はぶけた、というように、頷く。

「よし、立会人、始めるが……って、お前達はもう帰れ！　ここは危険だ！」

　級友に語るプリエラ。

　しかし、彼らは頑がんとして去ろうとしない。

「ダメだよ、行くならプリエラちゃんも一いつ緒しよだよ！」

「プリエラちゃんが残るんなら、僕も残る！」

「僕も！」

「僕も、僕も!!」

「お前達…………」

　プリエラの顔に、何とも言えない笑みが浮うかぶ。

　エリザの顔にすら、微び笑しようが湧わく。

「人気者ですな。安心なされませ、このような男相手に、観客を危険に晒さらすようなことは起きはしない。さあ立会人──」

「では、これより、“〝決闘デユエル”〟開始!!」

　ルイヤは右みぎ腰こしのカードケースに手を伸のばし、刻大公クロノ・デユークは左手に銀の懐かい中ちゆう時計を光らせる。

　今ここに──闇黒卿ダークロード対刻大公クロノ・デユーク、開始!!





　琉妃のいる居城に戻ったルクスは、何とも言えない晴れやかな気分だった。

　目の上のたんこぶだった姉を始末し、「長兄」の死も確認できた。

　残る王党派は、策を弄ろうするまでもなくこちらに寝ね返がえり、他の貴族も同様の道を辿たどることだろう。

　後は、闇黒卿ダークロードと残る二人の妹だけ。

　前者は、今しばらくすれば刻大公クロノ・デユークが首を持ち帰るだろう。

　そうすれば、残る二人はまな板の鯉こい同然。

　ゆっくりと始末できる。できれば、より自分の権けん威いを底上げできるよう、演出を凝こらして。

　唇くちびるを歪めたとき、衛兵が来客を知らせてきた。血相を変えた様子に、ルクスも興味を惹ひかれる。

「誰だれが来た？」

「それが…………」

「私だ」

　城門をくぐり、堂々と先日舞ぶ踏とう会が行われたホールに、レギーナが進み出る。

　まさかの来訪──敵地に、しかも闇黒卿ダークロードも引き連れず、単身で。

　一応荷物は持っているが、武器には見えない。

　小こ脇わきに抱かかえたスケッチブックと、担かつぐ形で持つ布に包まれた長方形の物体。

　あまりに意図の見えない行こう為いに、ルクスはまず敵の策を疑う。

「何をしに…………？　会談……というわけでもないだろうに」

「ここに、闇黒卿ダークロードの下しも僕べ……もとい、元下しも僕べがいると聞いた。会わせてもらえるかな」

「会って何を…………？　言っておくが、僕は無理矢理連れてきたわけでもなければ、かどわかしたわけでもない。向こうが自分から…………」

「傷心の女をたらしこむのは、王族以前に男としてどうかと思うがね。なるほど、そちらの勢力拡大の秘ひ訣けつは、その矜きよう持じのなさにあるか」

　にこりともせずにレギーナは言う。

　その表情からは、相変わらず真意が見えない。

　ゆえに、ルクスは正せい攻こう法ほうを選んだ。

「……悪いが、敵である君と語り合っても仕方ない。敵地に乗り込んだ以上、覚かく悟ごはできているね……？　残る敵も最も早はや君を含めた妹二人だけ…………決着と行こう」

「ほう、姉を斃たおしたか。そしてその口ぶり……私も疑ってはいたが、『長兄』はすでにいないのかな？」

　即そく現状を理解した妹に、ルクスは警けい戒かいを強める。

　だが、レギーナはそれ以上興味を示さない。というより──王位継けい承しようそのものに対して、無関心にも見えた。

「……とすれば、私に執しゆう着ちやくするのもわかる。では、手間を省いて差し上げよう」

　レギーナは手から金の指輪を外し、兄に掲かかげた。

　その輝かがやき──間違いない、七大王器レガリアピース！

　何らかの発動を予感したとき、レギーナは思いもよらぬ行動に出た。

　何と指輪を、全力でホールの端はしへ投げ捨てたのだ！

「な、何をする!?」

「見てのとおりだ。早く探した方がいい。また舞踏会など催もよおして、人が入ったら永久に見つからなくなるぞ？」

　レギーナの言うとおり──物は小さな指輪、とにかく早く拾わなければ。

　しかし、本当に投げたのか？

　いや、音もした。

　本物に間違いないはず──

　いやしかし──

　逡しゆん巡じゆんする中、ルクスは一いつ旦たんレギーナから離はなれた。

　さすがに、これは人ひと任まかせにできない。王子でありながら、彼は自みずから小さな装身具の探たん索さくに赴おもむく。

　そんな兄に対して皮ひ肉にくたっぷりに笑い、レギーナは城の奥へと進む。

　迷いそうだが、おそらくここには──

「何をしておいでですか、殿下？」

「おや、よかった、いてくれて。すまないが、彼女の部屋に案内してくれるかな？」

　廊ろう下かに、京夜がいた。王党派の重じゆう鎮ちんとして、刻大公クロノ・デユークの留守を預かっているのだろう。

　いぶかしみつつも、今なお特定の候補に極きよく端たんに肩かた入いれしない彼は、とある一角を指差して案内してくれた。

「あの部屋かと。しかし……よろしいので？　おそらくは殿下が赴かれたところで…………」

「けじめだよ、私自身のね。案内、痛み入る」

　京夜と別れ、レギーナは示された部屋に向かう。

　ノックもせず、そのまま中へ踏ふみ込むと、ベッドに腰かける琉妃がいた。

「え…………どうして、ここに？　まさか、プリエラあのこにでも言われて…………？」

「いや、私の意志でだ。別に、連れ戻もどす気はない。君達二人の問題に首を突つっ込こんでも仕方がない。が、まあ興味はある。知的探究心というやつかな？」

「帰ってください…………お話しすることなんて、ありません…………」

「私にはある。私の目から見ても、君はよく働いていた。それなりの退職金が支給されて然しかるべきだが……頂いたかね？」

「そんなの……そんなの、どうでもいいです!!」

　そう……どうでもよかった。

　金銭的には、常に恵めぐまれた生活だった。

　レギーナの言うとおり、去り際ぎわに望めば、ルイヤはそれこそ全財産を餞せん別べつ代わりにくれたかもしれない。

　でも、そんなものがほしかったんじゃない。

　ただ──

「彼との関係を、お金に換かん算さんしたくない。してしまえば、本当にそれっきり。そもそも、金銭で量れるようなものではない、と。ふむ、わからなくもないな」

「あなたは…………!!」

「……が、女一人で生きていくには、甘い考えだ。それとも、もうパトロンがいるから平気かな？」

　豪ごう華かな調度品に目をやりながら、レギーナが薄うすく笑う。

　やましい部分があるのか、琉妃は目を背そむけた。

「選ぶのは、君の勝手だ。気き難むずかしい前の主人を忘れて、人当たりのいい好青年を選ぶ。しかし、さすがに君も彼の立場は理解しているだろう？　彼は、闇黒卿ダークロードの敵、妹の敵だ。いずれ対たい峙じする。そのとき君がこちら側にいれば、闇黒卿ダークロードが不利になるのは明白だ。それでも、構わないと？」

「そんなこと……あるはずないでしょう!?」

　琉妃の瞳ひとみに、涙なみだが滲にじむ。

　言葉は、絶ぜつ叫きように近かった。

「ルイヤ様は、もう私なんていらない…………捨てたのよ。私がどこに行こうと、誰の傍そばにいても、気になんてしない。きっと、きっとあの娘この方が大事！　いいえ、それともあなたかしら!?　そうよね、王族で、身分差なんて気にしなくて、先代の仇あだ討うちができて!!　あなたに、あなたに何が…………!!」

　思わず、枕まくらをレギーナに投げつけていた。

　所しよ詮せんは枕、胸に軽く当たるだけで、空むなしく床ゆかに落ちる。意味のない行為だ。

「君の気持ちも……わからんではない。私も一応女らしい」

「わかるわけ……!!」

「そう、結局は違ちがう。私や妹ならば、君と同じことをされれば、きっと冷める。平手打ちの一つでもかまして、こっちから別れを叩たたきつける。心の中で何を思っていたって、言葉一つ口に出さないような男、こっちから願い下げだ。しかし君は──」

　レギーナが、じっと琉妃を見つめる。

　何か、まぶしいものを見るような、冒おかしがたいものを見るような──そんな瞳で。



    

  
    
      「君は、それでもいいのだと思っていた」

「私、は…………」

　琉妃は、それ以上言葉を継つげない。

　レギーナもまた、何も言えない。

　最初から、わかっていたことだ。

　だから、この二つを持ってきた。

「君には、衣食住で世話になった。だから闇黒卿ダークロードから、退職金代わりにくすねてきた。置いていくから、好きにしたまえ」

　布に包まれたキャンバスと、スケッチブック。

　その二つを、レギーナは琉妃の足元に置いた。

「こんなの…………こんなの、いりません…………」

「なら、破り捨てるなり、切り刻むなりしたまえ。多少のストレス解消になるし、君も本当の意味で決別できる」

　用はそれだけと言わんばかりに、レギーナは背を向けて、さっさと部屋から出て行く。

「待っ………………」

「何も気にしなくていい。これは私自身のけじめだ。報むくわれないのなら、せめて、彼の心に、消えない爪つめ痕あとを残したくなってね。おっと、これこそ最初から相手にされていない女の、空しいあがきというやつか。困ったな、女以外の何者でもない」

　自じ嘲ちよう気味に笑うレギーナ。

　自分自身を奮ふるいたたせるように、彼女は強い口調で別れを口にする。

「さよなら」

　バタン、とドアが閉まる。

　それきり、レギーナはいなくなった。

　残された琉妃は、沈しずんだ顔で、床に置かれた彼女いわく「退職金」を手にする。

　まずは、布に包まれたキャンバス──ルイヤの絵だろうか？

　しかし、芸術を理解できない自分に、彼の絵は難解すぎる。

　あのおどろおどろしい歪ゆがんだ風景画など──

「え…………？」

　描えがかれていたのは、人物画だった。

　初めて見る、ルイヤの描いた人物画。

　モデルは──自分。

　ベッドで、やすらかな寝ね顔がおを浮うかべている自分。

　きっと、ルイヤに抱だかれるたびに浮かべていた、満ち足りた笑えみを湛たたえた寝顔。

　それが、絵となって眼前にあった。

　精せい緻ちな筆ふで遣づかいは、それこそそこに人がいるかのように、如によ実じつに自分の姿を映し出す。

　何より、普ふ段だんのルイヤでは考えられない、暖色を用いた色使いに、ぬくもりが滲み出てくるような構図。

　字が人を表すというのなら、絵はきっと、その人物の内面を曝さらけ出だす。

　モデルに対して、どんな思いを抱いだいたのか、どんな思いを込めたのか……何よりも雄ゆう弁べんに、絵が語っていた。

「ルイヤ、様…………」

　半ば茫ぼう然ぜんとしながら、琉妃はもう一つの退職金を手にとる。

　スケッチブック……これも見たことのない品だ。

　風景を描くにせよ、ルイヤは目に焼きつけたものを、自室で思い出して描く。

　こんなもの、必要ないはず──

「わた、し…………？」

　スケッチブックの中にも、自分がいた。

　それも幾いく人にんもの、幾通りもの。

　基本は寝顔──部屋に呼ばれ、体を重ねて、そのまま彼の胸で眠ねむりについたときの表情。

　自分に知られないよう、なおかつ長時間静止している姿を求めるなら、選ぶのはそれが一番だったのだろう。

「ずっと……描かいて、た？　私を抱いた後、ずっと…………」

　だから、いつも寝かしつけてくれた。抱き締しめて、頭を撫なでて、寝かしつけて……ベッドに横たえた、その顔を紙に焼きつけた。

　でも、中々納なつ得とくはいかなかった。

　スケッチブックには、試し行こう錯さく誤ごの跡あとがいくつも見てとれる。

　人物画は苦手と言っていたが、素人しろうと目めには充じゆう分ぶんすぎる出来だ。

　それでも、彼は満足せず、描き続けた。

　ようやく満足いくものができた頃ころ、別れが訪おとずれた。

　琉妃は震ふるえる指先で、スケッチブックをめくっていく。

　ページの隅すみに日付が書かれているおかげで、いつこれらのラフが描かれたのかは、大体見当がつく。

　最初のページの日付は──初めて抱かれた、あの日。

　当たり前のことだが、一番稚ち拙せつに描かれた自分が、そのページにはいた。

　あくまで後のちのスケッチと比べればという話で、出来は悪くない。

　写実的で、はっきり自分とわかる。

　初夜を迎むかえ、全てを捧ささげた悦よろこびと、何とも言えない充じゆう足そく感に満ちて、子供のように無む垢くな顔で、ルイヤに全てを委ゆだねた自分がそこにいる。

「バカだ、私…………」

　両手で顔を覆おおう。

　わかってたのに。

　最初から、わかってたのに。

　嗚お咽えつしながら、初夜が明けた、最初の朝を思い出す。

　目覚めたとき、主あるじは隣となりにいなかった。

　確かに抱き合って眠ったはずなのに…………シーツにぬくもりだけを残して、いなかった。

　全てが夢ではなかったか、そんな怯おびえにも似た想像を抱いだき、主を捜さがす。

　ほどなくして部屋のドアが開き、彼が現れた。

　手には、二つの湯気を立てるコーヒーカップを携たずさえて。

　──飲むか？

　そう言って、差し出されたものをおずおずと受け取る。

　主はすでにスラックスだけ穿はいた半はん裸らで、動じることなく平然と横でコーヒーを飲む。

　一方の自分は、まだ裸はだか──裸体には、昨夜ゆうべの寵ちよう愛あいを示す口づけの痕あとが、いくつも刻まれていた。

　気き恥はずかしさを覚え、毛布で体を覆い隠かくし、主の方を向かないようにして、漆しつ黒こくの液体に口をつける。

　思ってなかった。

　あんなにやさしく扱あつかわれて、あんなに気持ちよくなれるなんて。

　思ってなかった。

　こんな、穏おだやかな日差しに照らされながら、二人でコーヒーを飲むなんて。

　口にした液体は、とても苦くて──思わず吹ふき出して。

「あの、お砂糖とか、ミルクとか……ありません？」

「ない」

　主はにべなく答え、その日、これからの生活で必要になる品と一いつ緒しよに、買いに出かけた。

　どこにでもある男女の光景。

　でも、こんなの、どう考えたって…………好き合ってる者同士以外の何物でもない。

　わかってた。

　最初の夜から、本当は。

　掟おきてなんて、お互たがいどうでもよかった。

　ただ、主はそれを破ることで、自分まで危険に晒さらすことを恐おそれてた。

　だから、あくまで主と下しも僕べでいた。

　言葉を封ふう印いんして、ただ体を重ねることで、愛してくれた。

　わかってた。

　その闇やみ色いろの瞳ひとみに宿る想おもいなんて、ずっと前から。

　けど、けど、やっぱり言ってほしくて。

　抑おさえきれなくて。

「バカだ、私………………!!」

　愛さないことが、たった一つの愛情表現。

　けれど、あの〈保養地〉で現実と向き合って、自分が命の危険に晒されたことで、主はそれすら捨て去ろうとした。

　本当に辛つらかったのは、きっと──

「ルイヤ様!!」

　叫さけんで、部屋を飛び出ようとした。

　しかし、ドアは固く閉とざされ、動かない。

　レギーナが簡単に入ったことを考えれば、おそらく、内側からは開かない仕組み。

　本当にバカだ──レギーナに言われるまでもない、わかってた。

　なのに──

「ルイヤ様…………」

　しゃくりあげながら、無む駄だと知りつつ何度もドアを叩たたく。

　何も返ってこない、それでも、彼女は叩き続けた。





「何がしたかったんだ、妹よ？」

　レギーナと再び見まみえたルクスは、理解不能といった面おも持もちで首を傾かしげる。

　苦労したが、指輪は回収できた。

　紛まぎれもなく本物だ。だからこそ、自分も躍やつ起きになって探した。

　しかし、相変わらず理解できない。

　結局、束つかの間の猶ゆう予よを得るために、不ふ釣つり合あいの囮おとりを投じた──そういうことだ。

「さて、ね。私もわからなくなった。そもそも、“〝王”〟になりたかったのかも、な。結局、我われ々われは歯車の一つか」

「一緒にするな。僕は全てを手にする。脱だつ落らく者だけ消えればいい。七大王器レガリアピースの回収だけでは、不完全だ。きちんと……始末しなくてはね」

　ルクスが手て袋ぶくろをはめ、人差し指を妹に向けて伸のばす。

　レギーナは薄うすく笑い、詩を吟ぎんずるように呟つぶやく。

「闇黒卿ダークロード──何だかんだで、ショックだったらしいな。大事なものを、机に置き忘れていた。おかげで、まだ埋うまっていないものを一枚持ってこられた」

「何を言っている？　もういい、死ね」

　指先から、細く長い光が迸ほとばしった。

　矢に似たその閃せん光こうは、一直線にレギーナの心臓を穿うがつ。

　崩くずれ落ちる王女。

　ルクスは笑いながら、その死に様を見つめる。

　何な故ぜか、むしょうにその笑みを湛えた死に顔が気に障さわった。

　駆かけ寄より、死体を確認する。

　間ま違ちがいない、完全に死んでいる。

　しかし気になる点が一つ──その手に握にぎられている、一枚のカード。

　絵え柄がらはなく、白ブ色ラ無ン地ク──だが、突とつ如じよ絵柄が浮かび上がる!!

　ナンバーIX──《真理エメト》。

　それは、古き古き時代に、錬れん金きん術じゆつ師なる存在を魅み了りようした、真しん紅くの石の絵柄。

　死の間ま際ぎわ、王女はその全存在を闇黒卿ダークロードに委ね──全てをカードへ!!

「貴様…………!!」

　襟えり元もとを掴つかんで揺ゆするが、すでにレギーナは動かない。

　当たり前だ、死んでいるのだから。

　しかし、新たに生まれたカードは──主を求め、独りでに飛び立つ！

「最初からこうすることを…………!?」

　あのカードにいかなる力があるか、それはわからない。

　ただ未知の脅きよう威いを感じ、ルクスは歯は噛がみした。





「……この程度か？」

　心底失望したような響ひびきが、刻大公クロノ・デユークの口から漏もれる。

　視線の先には──数あま多たの打だ撃げきを受け、斃たおれ伏ふすルイヤがいた。

「闇黒卿ダークロード………………」

「領主様…………!!」

　幼き観客達は、皆みな絶望していた。

　刻大公クロノ・デユークが強い──それもある。

　一撃ごとに加速する打撃は、それだけでルイヤの蹴けりより迅はやく、迅さは同時に力も生み、容易にルイヤの蹴りを粉ふん砕さいする。

　だが何より──

「弱すぎるわね」

　苛いら立だつように、立会人たるエリザが呟く。

　いくら打撃を喰くらおうと、そう簡単に倒れる男ではないはず。

　それが、いとも簡単に沈しずむ。

　何という脆ぜい弱じやくさ。

　札技コンボを繰くる間もなく、ただ打ちのめされる。

　これが、これがあの闇黒卿ダークロードか!?

「何とつまらぬ…………貴様と王党派との戦い、その最後がこれか」

「………………!!」

　幽ゆう鬼きのような足取りで、ルイヤが立ち上がる。

　全力の上段回し蹴り──だが、当たったところで、致ち命めい傷しようには程ほど遠とおい。

　それ以前に、溜ため息いきを吐つきながら、刻大公クロノ・デユークはやすやすと脚あしを掴み取ってそれを止めた。

「無様よな…………もうよい、これで終わらせる。よくもったと言うてやろう。この私相手に──三十分も」

「な、に…………？」

「私の〈領地フイーフ〉の発動条件は至って単純──“〝決闘デユエル”〟を三十分続けること。ゆえに、長期戦になるほど敵が不利。が、逆に制限もある。〈領地フイーフ〉発動はこれより三分のみ。それほどいらぬがな」

　瞬しゆん間かん、刻大公クロノ・デユークの足元が青白く光った。

　浮うかび上がる、時計の文字盤ばん。

　その中央に立つ老人の姿が、過去へと巻き戻もどる。

「まさか…………！」

　エリザすら知らぬ、刻大公クロノ・デユークの〈領地フイーフ〉。

　それは──

「〈領地フイーフ〉において、私は私の好きな時間を引き出せる。最も美しく、最も強く…………闘とう争そうの時代を生きぬいた、全ぜん盛せい期きへとな」

　立会人も、観客も固かた唾ずを呑のんだ。

　そこに佇たたずむのは、矍かく鑠しやくとした老人ではなく、ルイヤと同年代の、精せい悍かんな青年。

　威い風ふう堂どう々どうとした軍服をまとい、圧あつ倒とう的てきな威圧感と共に、今、彼の「刻とき」が巻き戻る。

「けれど…………」

　そう──エリザは知っている。

　敵の〈領地フイーフ〉発動、それこそが闇黒卿ダークロードの〈領地フイーフ〉発動のとき！

　ルイヤの肉体の輪りん郭かくがぼやけ、霧きりのように四散し、掴まれていた脚も拘こう束そくから解かれる。

「小こ癪しやくな…………」

　四散した闇はすぐに集まり、ルイヤの肉体が再構築される。

　位置は刻大公クロノ・デユークの背はい後ご。

　完全なる死角！

「ハァァァァァッッッッ!!」

　延えん髄ずいを狙ねらっての爪つま先さき蹴げり。

　必殺の一撃に、プリエラ達も沸わき立たつ。

　が、爪先は空むなしく宙を蹴った。

　避さけられた──そう認識する前に、これまでよりさらに重厚な拳こぶしが鳩尾みぞおちに叩き込まれる。

　自動的に闇に溶とけ込むはずの肉体が、絶対防ぼう御ぎよが無効化され、衝しよう撃げきをまともに喰らった。

　吐と血けつしながら倒れ込むルイヤ。

　刻大公クロノ・デユークは興ざめしたように嘲あざける。

「攻こう撃げきの瞬間、貴様は『闇』になれず、実体化する。ならばカウンターは大敵。これまではお前の動きについてこられなかった者が相手のようだが……私には効かん。まして全い盛期まの私ならば、普ふ通つうに殴なぐっても貴様の反応速度を上回ってダメージを与あたえられる」

　シンプルにして、完全な攻こう略りやく法だった。

〈領地フイーフ〉を破られる、それすなわち、“〝決闘デユエル”〟における完全敗北。

　最も早はやルイヤの生死は、刻大公クロノ・デユークに委ゆだねられた。

　しかし、彼はほぼ死にかけの対戦相手に興味を示さず、エリザの下もとにいる、小さな観客達に目を向けた。

「刻大公クロノ・デユーク、何を…………？」

「“〝決闘デユエル”〟において、立会人は絶対不ふ可か侵しん。意図的に攻撃した場合、当然反則負けだ。もっとも、立会人の安否を気にして支障があってはかなわぬゆえ、立会人は、互たがいの技わざの応おう酬しゆうに巻き込まれぬよう、自身を守らねばならぬ。それができる者ゆえに、立会人に選ばれる」

「それが何か？　私に、不服でも？」

「いや、何も。が、観客は別──路ろ傍ぼうの石と同じ扱あつかい。通常は意味がないゆえ、巻まき添ぞえになって死ぬことはあっても、意図的に狙われることはない。もっとも今回に限っては…………観客の方が、より大物だ」

　プリエラ達に向け、歩き出す刻大公クロノ・デユーク。

　狙うは、残る最後の王族の首！

「貴様…………」

　身構えるプリエラ。

　それを庇かばうように、子供達が進み出る。

「く、くるな、あっちいけ！」

「や、やるのか!?」

「負けないぞ…………」

「べ、別にこわくないからな!?」

　明らかな虚きよ勢せいに、刻大公クロノ・デユークはまったく反応しない。

　貴族の中の貴族と平民の子供、相手にするだけ厭いとわしい。

　どうでもいいから、まとめて始末する。

　そう結論づけて拳を振ふり上げたとき、鋭するどい痛みが腕うでに走った。

「ムッ…………」

　拳には、数枚のカードが突つき刺ささっていた。

　投じたのは、未いまだ地に伏すルイヤ。

　プリエラ達を守るための、まさしく最後の力を振り絞しぼった一撃。

「くだらん…………」

　腕に刺さったカードを抜ぬき去さり、無造作に地に放ほうる。ルイヤを無視し、再びプリエラの下へ──しかし、今度はエリザが阻はばんだ。

「どういうつもりだ…………？」

「立会人たる私が観客をどう扱おうと自由。しかしながら、私を手にかけて観客を襲おそえば、その時点で反則負けです」

「貴様……王党派の一員でありながら…………!!」

「その前に、貴族ですので。平民の、それも子供相手に──いささか大人げないかと」

　毅き然ぜんと進み出るエリザ。

　刻大公クロノ・デユークはそれ以上我がを通さず、本来の獲え物ものの下へ向かう。

「ならば、こやつをとっとと殺して、“〝決闘デユエル”〟を終わらせる。然しかる後のち、末の王女を消す」

　再びルイヤに矛ほこ先さきを向ける刻大公クロノ・デユーク。

　ルイヤもまた、立ち上がり、カードをかざす。

　ナンバーＸＸＩ《闇オフエル》──すでに発動していたカードが、今また新たに激しく光る。

「ほう…………」

　漆しつ黒こくの絵え柄がらから、黒い煙けむりに似た「闇やみ」が飛び出す。

　それは周囲から刻大公クロノ・デユークとルイヤを隔かく絶ぜつするように四散し、大気を黒く染め上げる。

　二人の貴族を囲む空間が、瞬またたく間まに塗ぬり潰つぶされていく。

　一分と経たたないうちに、彼らは漆黒の球体の中にその身を消した。

　戦場に出現したその球体は、あらゆるものの干かん渉しようを拒こばみ、立会人にも観客にも、中の様子を晒さらさない。

「なるほど…………これが、闇黒卿ダークロードの〈領地フイーフ〉の最終形。しかし、閉じ込めたところで、勝てるのかしら？」

　エリザの指し摘てきはもっともだった。

　男達の姿が消える瞬間、すでにルイヤは力なく膝ひざを突いていた。

　もう戦う力は残っていない。

　ならば、彼は幼き観客達を守るためだけに、最後の力を振り絞ったのか。

「馬ば鹿か者ものがぁっ!!」

　涙なみだを浮かべて叫さけび、プリエラは地面に手を突いた。

「プリエラちゃん、どうしたの？」

「カードだ、カードを探せ!!　あの闇の珠たまが消えたとき、カードがなくば…………！」

　子供達は頷うなずき、刻大公クロノ・デユークが放ったカードを拾い集める。

　総数は五枚──《闇黒卿ダークロード》《聖統なる女王フエイテツドクイーン》《暴力フオース》《牢獄プリズン》《業火プロミネンス》。

「あやつ…………!!」

　カードの内訳を見て、プリエラは絶望した。

　彼の攻撃の中ちゆう核かくを成すカードが、二枚もここにある。《闇黒卿ダークロード》と《暴力フオース》がなければ、蹴りを強化できない。

　そんなことも考えられないほど、追おい詰つめられていたのか。

　そんな状じよう況きようでも、自分達を守るために、奴やつは…………!!

「どうすれば、どうすれば、誰だれか…………!!」

　奇き跡せきはおきない、おきやしない。

　だから、プリエラはただ助けを求めた。

　カードに──そこにいる者に。

《闇黒卿ダークロード》と《牢獄プリズン》のカードに。

「いるんだろう…………？　先代オマエは、そこにいるんだろう!?　ならば、アイツを救ってやれ！　かつて救ったのであろう、アイツの命を!?　ならば、今一度命じる!!　もう一度、もう一度アイツを救ってやれ!!　今度はその心を、魂たましいを!!　頼たのむ!!」

　カードは応こたえない。

　応えるはずがない。

　子供達が絶望という言葉の意味を知ったとき、希望もまたそこにあった。

「何だ、あれ…………」

　いつしか、見覚えのないカードが、地に突き刺さっていた。

　ブランクではないそれは、ナンバーIX《真理エメト》！

　プリエラが手にしたとき、声が聞こえた。

　──何だ、諦あきらめるのか、妹よ？

「お姉ねえ様さま!?」

　紛まぎれもなくレギーナの声。

　だが、姉はいない。ただ、カードの絵柄だけが目に灼やきつく。

　瞬間、プリエラは理解した。もう、全ての姉がいなくなったことを。

　代わりに、闇黒卿ダークロードが新たな手札を手にしたことを。

　──私の知識──そして、デッキの一部となったことで得た知識──それがこのカードの力。

「お姉様…………!!」

　──命じろ、妹よ。君の想おもう男を救う者は、牢ろう獄ごくに囚とらわれている。だから、圧倒的な力でそれをこじ開けろ。たとえそれがほんの束つかの間だとしても、必ず彼なら救える。

　プリエラは頷いた。

　三枚のカードを掲かかげ、彼女は宣言する。

「王女たるこの私が命じる。先代闇黒卿ダークロードよ、たとえ業ごう火かにその身を灼かれようと、今一度甦よみがえれ。私の命をくれてやる…………だから、もう一度、アイツを救え!!」

　閃ひらめく三枚のカード──《聖統なる女王フエイテツドクイーン》《牢獄プリズン》《業火プロミネンス》。

　業火の宿す膨ぼう大だいな負のエネルギーは、今《聖統なる女王フエイテツドクイーン》で増ぞう幅ふくされ、《牢獄プリズン》を打うち砕くだく！

《牢獄プリズン》の閉とざされた鉄てつ格ごう子しの絵柄が、今解き放たれたものへ変わる!!

　独りでに三枚のカードは浮うかび上がり、残りのカードを引き連れて闇の珠へ向かう。

　同質の力を有するカードは、そのまま表面を貫つらぬき内部へ。

　その場に残された者達には、球体の内部の様子はわからない。

　だが、確かにその場の全員が聞いた。

　カードが発した声を。

　仰おおせのままに──王女殿下ユア・ハイネスと!!





「終わりだ」

　昏くらく閉ざされた四方を闇に塗り込められた戦場で、刻大公クロノ・デユークは渾こん身しんの拳こぶしを放った。

　当たれば、容易にルイヤの頭を砕く一いち撃げき。

　しかし当たらない。

　外したのではなく、ルイヤの脚あしがもつれたのだ。

　刻大公クロノ・デユークは意に介かいさない。どうせ、次で仕留める。ただ、少し寿じゆ命みようが延びただけ。

　そんな嘲りの表情は、崩くずれ落ちるルイヤの体が、忽こつ然ぜんと現れた人物に支えられることで変わった。

「だらしないぞ」



    

  
    
      　ルイヤもまた、顔色を変える。

　覚えがある──この感かん触しよく、このぬくもり。

　一人しかいない。だが、その一人はもういないはず。

　なのに──彼は言った。

「お前がそんなんじゃ……おちおち死んでもいられねーじゃねーかよ」

「あ…………」

　わななくルイヤ。

　一方、刻大公クロノ・デユークは驚おどろきを隠かくさず、指を差して問い質ただす。

「何者だ貴様ぁぁぁっっっっ!!」

　尋たずねられ、胸むな元もとを開はだけた黒いシャツとスラックスに身を包んだ、銀ぎん髪ぱつの青年は親指で自分を指差す。

「かつて闇黒卿ダークロードと呼ばれた」

　時を超こえ。

　運命さだめを超え。

　姫ひめ君ぎみの祈いのりに応え。

　今ここに──先代闇黒卿ダークロード、再臨!!



    

  
    
      　第五章　王位決定






「バカな…………貴様は、貴様は死んだ、は………………!!」

　言い終わる前に、刻大公クロノ・デユークの鳩尾みぞおちに先代の爪つま先さきが減めり込んだ。

「貴様ァァァァァ!!」

「とっくに始まってんだぜ…………？　人の跡あと継つぎに、ずいぶん調子ぶっこいたマネしてくれちゃってんじゃねーか………………!!」

　明確な怒いかりを込こめ、青年は不敵に笑う。

　年ねん齢れいはルイヤとほぼ同じ──誰をも魅み了りようする鼻び梁りようの整った顔立ちは、けして単なる優やさ男おとこでは終わらない、一本芯しんの通った気品を放っていた。

　粗そ野やな口調も、むしろ男らしさを強調し、貴族たる品性を貶おとしめはしない。

　己おのれの信念の赴おもむくまま、いかなる場合でもそれを押し通す強さを持った男。

　それこそが、かつて闇黒卿ダークロードと呼ばれた青年。

「刻大公クロノ・デユーク……そういや、お前だったよなあ、あの施し設せつの責任者…………“〝王アイツ”〟の次にぶっ飛ばしてやるつもりだったが、ちょうどいい、ここで全部終わらせてやる」

「何をぬかす、死に損ぞこないが!!　とっくの昔に称しよう号ごうを譲ゆずり渡わたした貴様が、何な故ぜ彷徨さまよいでる？　神聖な“〝決闘デユエル”〟に手出しするな！」

「おいおい、何ぬかしてんだよ？　お前が“〝決闘デユエル”〟で戦う相手は──闇黒卿だろう？　当代だの先代の区別はねー。そんなルールはどこにもない。だから、俺が戦やってやる」

　己を親指で差し、傲ごう岸がん不ふ遜そんに言い放つ先代。

「借りるぜ」

　そうルイヤに告げて《禁忌の断章アスルデツキ》を彼の右みぎ腰こしから外し、先代は敵に向き直る。

　刻大公クロノ・デユークも、再臨した敵を、ここで討うち果たす覚かく悟ごを決めた。

「……よかろう。ならば二度と彷徨いでぬよう、ここで消す!!」

「無理だな」

　いつの間にか、刻大公クロノ・デユークの眼前に先代がいた。

　間かん髪はつ入れず、零ぜろ距きよ離りでの前まえ蹴げり！

　爪先で容よう赦しやなく脛すねを蹴られ、左ひだり脚あしはあっけなく折られた。

「なっ…………」

「弱っ」

　嘲あざけりを隠さず、体勢が崩れた相手に──もう一発!!

　さらに威い力りよくを増した前蹴りに吹ふっ飛とばされ、刻大公クロノ・デユークは無ぶ様ざまに地に伏ふした。

「ば、か、な…………!!」

　立てない。

　体内に響ひびく衝しよう撃げきの余よ韻いんが、立つことを許さない。

　骨が、いくつへし折られた？

　内臓も、確実に損傷している。

　たかが…………蹴り一発で。

「何者だ、貴様………………!!」

「何度も言わせるなよ。ただ単にお前をぶっ飛ばすために、ちょっとばかし地じ獄ごくの底から這はい上がってきた、ただの闇黒卿ダークロードだ」

　答えながらも、さらなる追撃を求め、先代が迫せまる。

　まずい…………とにかく、回復までの時間を稼かせがなくては！

　懐かい中ちゆう時計を操作し──加速。

　変わらぬ時の流れの中、ただ己だけが高速を得うる。

　否いな。

　もう一人、いた。

「遅おそっ」

　加速して逃にげた先で、先代が微笑ほほえんでいた。

「何ィィィィィッッッ!?」

「かつて、“〝王”〟よりも強大なものは、世界の始まりに言った。『光あれレツト・ゼアー・ビー・ライト』と。ならば、それより前には何があった？　何よりも先に、何よりも早く、何が？　答えは簡単──」

　回答と同時に、足の甲こうを、刻大公クロノ・デユークの鼻に叩たたきつける。

「『闇やみ』、だ」

　噴ふん水すいのような鼻血を撒まき散ちらし、“〝王”〟の次席たる貴族は、無様に倒たおれた。

　見下ろす先代は、嘲りながら、圧あつ倒とう的てきな実力差を叩きつける。

「おいおい、マジでこの程度か…………？」

「貴様ァァァァァァ!!」

　屈くつ辱じよくに立ち上がった刻大公クロノ・デユークの頭上に、容赦なく踵かかとが叩き込まれる。

　完全に頭ず蓋がい骨こつを叩き割る一撃に、刻大公クロノ・デユークは再び膝ひざを折った。

　同時に、老人に戻もどっていくその肉体。

　三分経過──全ぜん盛せい期きの再現は、空むなしく終わる。己の人生の最高潮でも勝てない敵に、どうやって立ち向かう？　いや、そもそもこの男──

「この、力…………まさか、貴様!?」

　おぼろげながら全すべてを理解し始めたとき、先代の瞳ひとみにこれまでとはまた別種の怒りの炎ほのおが湧わいた。

　その称号にふさわしい、負の情念による光が。

「間ま違ちがいない、貴様は…………！」

　言い終わる前に、膝蹴りが老人の腹に叩き込まれた。

　体が「く」の字に折れ、血の混じった吐と瀉しや物を吐はき出す中で、先代は冷れい酷こくな口調で囁ささやく。

「そっから先は言いっこなしだぜ、おっさん。俺はただの闇黒卿ダークロードだ。何度も言わせるな」

　有う無むを言わさぬ口調に、最も早はや反撃の力のない刻大公クロノ・デユークは、怯おびえたように後じさった。

　圧倒的な力で打ちのめされた彼は、もう誰だれもが畏おそれる貴族の頂点ではなかった。

　どこにでもいる──無情なる時の流れに打ちのめされた──老人だった。

「ま、待て、もういい…………もう、よかろう…………？」

　敗北宣言に等しい哀あい願がんに、先代はにっこりと笑顔を返した。

「お前は、泣なき叫さけぶガキ共を許したのか？」

「ま、待て…………!!」

「あんだけガキ共殺しといて…………テメェの番じゃそれか!?」

「待…………」

　先代の手できらめく、二枚の《闇黒卿ダークロード》と《暴力フオース》──満を持して、札技コンボ発動!!

「廻天式断罪ローリングゲイター！」

　増大された遠心力を右脚に乗せ、必殺の回し蹴りが刻大公クロノ・デユークの腹に叩き込まれる!!

　衝撃は全身を貫かん通つうし、そのまま背骨をへし折る。

　彼方かなたへ吹っ飛ばされ、すでに刻大公クロノ・デユークは虫の息…………が、さらに距きよ離りを詰つめて追う！

　よろめいて倒れこむ刻大公クロノ・デユーク、その膝を踏ふみ台だいとして駆かけ上がり、必殺の膝蹴りで顎あごを打ち抜ぬく!!

「闇黒式断罪ダークネス・ウイザードォォォォォッッッッッ!!」

　負の力に打ち抜かれ、顎は完全に粉ふん砕さいした。衝撃で、舌もほぼ千切れかける。白目を剥むいて倒れたところで、先代はブランクのカードを一枚刻大公クロノ・デユークに放つ。

　カードが老人の「全て」を取り込み、時計盤ばんを模した絵え柄がらの新たなカードに変わる。

　ナンバーＸ《時空クロノス》。

　大の字で倒れる、ボロボロの刻大公クロノ・デユーク──その開かれた両脚の付け根に、先代はそっと脚を添そえる。

「みゃ、みゃて…………」

　闇黒卿ダークロードの代名詞たる蹴りの威力を知る者ならば、誰もが一度は考え、そして威力以前にその場所への攻こう撃げきという悲ひ惨さんな状じよう況きように、青ざめて忘れようとした一撃。

　対男限定の、ある意味で最強技わざ。

「お前みたいなゴミには、これでやるって決めてたんだよな、これが」

「や、やめ…………!!」

「死ね」

　重力を味方につけた、シンプルな踏み蹴りが、股こ間かんに叩き込まれる。

　グチュ、という音の後、全ては終わった。

　形容しがたい顔で、事切れる王党派筆頭。

　世界にその名を轟とどろかせたその男の最さい期ごは、その所業に応じたもの。

　無む惨ざんな死体にそれ以上興味を示さず、先代はルイヤの下もとへ向かう。

　ただ観戦していた彼に、穏おだやかな口調で語りかける。

　そう、あの日と何一つ変わらぬ口調で。

「でかくなったな」

　背を比べながら、彼は言った。

「抜かされちまったか？　つーか、顔色悪いぞ。ちゃんと飯食ってるか？」

　母親みたいなことを言う。

　ルイヤを見つめるあたたかい瞳も、そんな趣おもむきがあった。

　なのに、なのにルイヤは、尖とがった言葉を吐く。

「勝手に、俺を救うな」

　ほとんど死んでいた闇色の瞳に、生気が湧き出す。

「勝手に、俺に希望を与あたえるな」

　ルイヤ自身、思ってもいなかった言葉が口を出る。

　あの日からずっと思っていたのは──こんなことを言うためじゃないはずなのに。

「勝手に」

　目に雫しずくが滲にじむ。

　声が思うように出ない。

　積年の感情は決けつ壊かい寸前で、抑おさえなければ、それこそ自分が壊こわれてしまう。

「勝手に…………」

　ずっと、言いたかった。

　言えなかった。

「勝手に…………死ぬな！」

　生きていて、ほしかった。

　話したいことが、いっぱいあったのに。

　何一つ言えていないのに、先か代れは、逝いってしまった。

　なのに今──目の前に。

　先代は苦く笑しようした。成長したはずの跡あと継つぎなのに、あの日出会った少年は、変わらずにそこにいる。

「……意外だな。恨うらまれてるかと思った」

　どうしてもっと早く来られなかったのか──そう言われても仕方ない。

　そう、自責の念を引きずってた。

　闇黒卿ダークロードを継がせたのも、所しよ詮せんエゴ──むしろ、あの牢ろう獄ごくで朽くちていた方が幸せだった──そんなことも思った。

「恨んださ。何で、俺を救った？　どうして…………俺なんかを!!」

　血を吐くような叫びに、先代は苦笑し、腰のカードケースから、一枚のカードを取り出す。

　ナンバーII──《黒衣の巫女アナザーシヴイル》のなれの果て。今はただのブランクのカード。

「これ……埋うまってただろ。あの娘こ…………どうした？」

　自みずからもまた《牢獄プリズン》の中にいたせいか、ある程度、カードに関する事情は知っているらしい。おそらくは、このカードに取り込んだ者が、跡継ぎにとってどういう存在であるかも。

「いなくなった」

　絞しぼり出だすような呟つぶやき。

　込み上げて来る想おもいに気づき、ルイヤは心の底から自分を嘲あざ笑わらう。

「惚ほれてたのは──俺の方だった…………」

「なら、何で手放した？」

「一いつ緒しよにいても、何もしてやれない。守れない…………」

　最初からわかってた。そのくせ、手放したくなくて、抱だき締しめていたくて──だから、傍そばにおいた。下しも僕べに据すえて、やさしい言葉一つかけてやれないくせに、ただ欲ほしくて、体を重ねてた。

「俺は、一度見捨てた」

〈保養地〉での一件のとき、“〝王”〟との僥ぎよう倖こうで、復ふく讐しゆうを優先した。

　これまでの自分を支えていた、生きる目的を優先した。

　後から思い返して、思い知った。

　好きになる資格なんてなかった。ただ、都合よく甘えてた。

　だから、手放した。遅すぎるとわかっていても、それぐらいしか、できなかった。

「俺は……!!」

　胸を刺さすような叫び──打ち消すように、蹴けりが飛んだ。

「…………!?」

　平手の代わりに、重い蹴りが頬ほおにぶち当たる。

　吹ふっ飛とばされ、ルイヤは倒れた。

　重く、熱く、体の芯しんまで射い貫ぬく──そんな蹴りだった。

「これ以上、そんなくだらねーこと言ったら、こんなもんじゃすまねーぞ」

　襟えり元もとを掴つかみ、先代は険しい顔で言う。

　子供を叱しかる、父親の顔に似ていた。

「だからどーしたよ？」

「……………………！」

「それがどーしたよ？」

「俺、は……………………」

「正しい愛なんて、最初からこの世にありゃしねーよ」

　襟元から手を放し、先代はまっすぐ跡継ぎを見み据すえる。叱られた子供そのものの表情で、ルイヤはただ頭こうべを垂れる。

「愛し合ってるのに別れる二人──そんな世よ迷まい事ごと、あっていいわけねーだろ。反へ吐どが出る。大事なものから目を背そむけて、ただ綺き麗れいに終わらせる。そんなモン、愛でも何でもねーよ」

「………………」

「人は間違うさ。何度でも間違う。特に、男と女はな。あなたのことが許せない、一緒にいても幸せになれない、これ以上キライになりたくない、もう終わりにしよう──御ご託たくはいくらでも言えるさ」

　紡つむがれる言葉は、深く、重い。

　この男にもあったのか──そんな、身を焦こがすような感情に灼やかれた日々が。

「それでも離はなれられないんなら、それでもずっと胸の中にソイツがいるんなら、それでも抱き締めたいなら、多分それが──愛ってやつだろ？」

「俺は…………でも、俺は…………!!」

「皆みな一緒だろ。一人じゃ辛つらいから──寂さびしいから。だから抱き締める。だから皆、よりそって歩いてんだろ？」

　先代の穏やかな瞳ひとみに、もう何も言えなかった。

　琉る妃きへの想いを静かに燃やしながら、今度はルイヤが尋たずねる。

「どうして……俺を救った？」

　やるべきことは、きっといくらでもあったはずだ。

　人生の終わりなら、愛いとしい者に会い、やすらかな場所でただ終わる……それでいいはずなのに。

「さあな」

　先代は両手をポケットに入れ、天を仰あおぐ。

「な～んか、カッキィだろ、そうゆーの」

「お前………………！」

「いいんだよ、そんなので。死ぬ間ま際ぎわに、したことの理由なんて、そんなので。大体な、人間の一生なんて、死ぬ前に思い返してみて、『悪くなかったな』って思えりゃ、それだけで上等なんだよ」

　常に弟の先を行く、兄のような口調だった。

「でも…………！」

「俺は、悪くなかったぜ？」

　先代は、軽く小首を傾かしげた。表情は澄すみ切っていて、何の後こう悔かいもない。

「最後にお前に会えたんだから」

「……………………!!」

「お前、もしかしたら俺に救われたなんて勘かん違ちがいしてるかもしんねーけどよ…………救われたのは、俺の方だ」

　先代は微び笑しようした。

　とても、尊とうといものを、美しいものを見た、そんなとき、人が自然と浮うかべる笑えみ。

「覚えてるか？　お前、『他の子は？』って言ったんだぞ。自分が死にかけてるのに、他の奴やつのこと心配してたんだぞ？」

　ボロボロの体を引きずっていたあの日、死にかけの貴族は、もっとボロボロの少年に出会った。

　なのにその少年は…………まず、人のことを気にかけてた。

　昏くらい牢獄の中でも、なお失われぬ気高き魂たましいこそが、きっとルイヤかれの闇黒卿かれたる所以ゆえん。

「悪くなかったさ。最後に、そんな奴に会えたんだから。そんな奴が、俺の跡継ぎなんだから」

「俺には、俺にはそんな資格…………！」

「知るかよ。迷めい惑わくかもしれねーが、言っとくぞ？　もし何百回、何千回あのときに戻もどれたとしても──俺の跡継ぎは、お前だ」

　それはきっと、先代から当代に与える、最高の賛辞。

　うなだれるルイヤの頭を、先代がそっと撫なでる。

　あの日と同じ、大きくてあたたかい手。

「俺になろうとするな」

「………………！」

「お前は俺になれねーよ」

　突つき放はなすような口調。でも、すぐにまた包み込むようなものに変わった。

「けど、お前になれる。俺のなれないお前に、お前しかなれないお前に」

「……………………」

「お前として戦え。お前として立て」

　穏おだやかな瞳で、彼はさらに続ける。

「いつまでもよりかかってんじゃねーよ。もう、一人で立てるだろう？」

「俺は…………！」

「先代からのお言葉だ、これだけは忘れるなよ？　幸せになれ」

　ルイヤが顔を上げた。

　あの日と同じ表情をする彼に、先代は師が生徒を諭さとすような口調で続ける。

「不幸になることがお前の罪で、幸せになることが、お前に科せられた罰ばつだ」

　ルイヤの瞳に、みるみる雫しずくが溜たまっていく。

　もうそこには、ただあの日の少年がいた。

「お前が幸せになれない世界なんて、認めるな。だったらそんな世界、ぶち壊こわしちまえ。誰だれも認めなくても、俺が認めてやる」

　立ち尽つくすルイヤに、先代はそっと《禁忌の断章アスルデツキ》を差し出す。

「返すぞ。もうお前のだ」

　ルイヤが受け取ると、先代は微笑して、彼に背を向けた。

　その肉体の輪りん郭かくは、徐じよ々じよに薄うすくなっていく。

　お互たがい、わかっていた。

　もう、本当に二度と会えないと。

《牢獄プリズン》に残っていた、先代の想いが束つかの間実体化しただけで、たとえどれだけプリエラが死力を尽くそうと、けして奇き跡せきは起きないのだと。

　でも構わない。

　ルイヤは強く強く《禁忌の断章アスルデツキ》を握にぎり締める。

　いつだって会える。

　これまでも、いつだって、傍にいてくれたじゃないか。

「なろうとしてたんじゃない!!」

　去りゆく彼に、ありったけの想いを込めて叫さけぶ。

「なりたかったんだ…………お前みたいに!!」

　それはきっと、当代から先代に送られる、最高の賛辞。

　先代は、振ふり返かえらなかった。

　ただ、微笑ほほえむだけで。

　多分──照てれ臭くさかったのだろう。

「……ちゃんと飯食えよ？」

　あの日と同じように、何でもない言葉が綴つづられていく。

「元気でな」

　闇やみに溶とけ込むように、彼は去った。

　時を同じくして、周囲を取り囲む闇の空間が消え去っていく。

　ただ一人、勝者としてその場に残ったルイヤの下もとへ、プリエラ達が駆かけ寄よる。

「闇黒卿ダークロード…………！」

　最後まで自分の下を離れなかった少女に、ルイヤは微笑みを向けた。

「プリエラ」

　初めて、その名を呼ばれた。

　他の子供達もまた、憧あこがれる領主の帰き還かんに、顔を綻ほころばせる。

「何でもいいから……食わしてくれないか？」

「お前…………！」

「ちゃんと食わないと……先代アイツが心配する」

「うむ、腕うでによりをかけて、作ってやろう!!」

　高々と手を上げ、プリエラが笑う。

　今ここに──ルイヤ＝オフェル・クロスが帰還する。





　あれから、どれだけドアを叩たたいたか、覚えていない。

　ようやく無む駄だだと悟さとって、放心状態のまま、琉妃はベッドに座った。

　後はもう──機を窺うかがうだけ。

　そう思ったとき、唐とう突とつにドアが開いた。

　にこやかな表情で、ルクスが入ってくる。手には、花束を抱かかえていた。

「えっと、部屋の雰ふん囲い気きが変わればな、と。あ、花か瓶びんあるので、活いけますよ…………」

「いえ、お気を遣つかわずに…………」

　よそよそしい声に、ルクスは琉妃の変化を読み取った。

　元より心の隙すき間まに忍しのび込んだだけ、ものにしたなどと思っていないが、やはりレギーナが何かしかけたようだ。

「そういえば、妹と会われたんですよね？　何か話でも？」

　それとなく探さぐりを入れる。

　だが、琉妃は逆に質問を返してきた。

「レギーナ様は…………どうされました？」

　虚きよを衝つかれ、回答に詰つまる。その反応で、もう琉妃は末路を悟ったようだった。

「そうですか…………亡なくなられたんですね………………」

「哀かなしいことですが、それが僕達の宿命です」

　重々しく、哀あい悼とうの意を込めてルクスは言う。

　それを聞いて、琉妃は自じ嘲ちよう気味に唇くちびるを歪ゆがめた。

「……何か？」

「もう、いいです。本当に、気を遣わないで、結構ですから…………」

「………………」

「騙だまされた、とかじゃないのもわかります。私に声をかける理由なんて決まってて、そんなこと、ちょっと考えれば、すぐにわかるわけで…………私がバカなだけですもの。ごめんなさい…………無理をさせて」

　どこか憐あわれむような口調──それが、ルクスの気に障さわった。

　そんな態度を、これまで誰にもとられたことはない。

　人からは称たたえられ、祭り上げられる。それが王族たる自分。

　なのに、この女は！

　苛いら立だちを隠かくさず、無言でベッドに押おし倒たおす。

　特に魅み力りよくを感じているわけではない。

　女を抱だくより、この世界を手中に収める方が、はるかにやりがいがあり、欲情を刺し激げきする。

　この女を弄もてあそぶのはほんの戯たわむれ、いや、うまくいけば闇黒卿ダークロードの動どう揺ようも誘さそえ──

　いつものように計算ずくで動いたとき、琉妃が自分を見ていないことに気づいた。

　恐きよう怖ふでも、拒きよ絶ぜつでもなく、ただ焦しよう点てんの定まらない瞳で、ぼんやりと天てん井じようを見つめている。

「何な故ぜ……抵てい抗こうしない？」

「あなたがその気になれば……私を好きにすることぐらい、簡単だから…………」

「………………」

「死にたく、ないから…………」

「………………!?」

　そう、死にたくない。

　下へ手たに抵抗して、死んでしまっては困る。

　だが、生き長らえることを最優先にするなら、こんなことは言うべきでない。

　それは琉妃もわかっている。

　むしろ媚び態たいを演じて、積極的に抱かれた方が、はるかに生き延びる確率は上がる。

　でも、それはできない。

　そこまでは、割り切れない。

　だから、これが精せい一いつ杯ぱい。

　全ては──

「会いたい、から…………」

　瞳ひとみから、一筋の涙なみだが零こぼれる。

　抑おさえていた感情が止められず、慕ぼ情じようを吐と露ろする。

「もう一度……あの人に会いたい、から…………」

　たった一つの願い。

　それだけが彼女を支えていた。

　そんな心情は、ルクスには理解できない。

　このまま無理矢理奪うばっても、部屋を出ても──いずれにしても、敗北。

　そんな気がした。

　自然と、手が琉妃の細ほそ首くびを締しめ上げる。

　そうだ、消してしまえば、勝ちも負けもない。

　力を増す手に、さすがに琉妃も抵抗する。だが、気力の萎なえた体からは、徐々に力が抜ぬけていく。

　だが命の灯ともし火びが消える前に、外からの雑音がのしかかる青年の心を乱した。

　大勢の足音と、時折聞こえる「排はい除じよ」「抹まつ殺さつ」という不ふ穏おんな声。

「……侵しん入にゆう者か」

　口にしてから、そんなことをする輩やからが、最も早はやほぼ二人に限られることに気づいた。

　刻大公クロノ・デユークがしくじったことは、にわかには信じがたいが、まあいい。

　力を持ちすぎる家臣は、それはそれで邪じや魔まだ。

　最後の仕事を自分で果たすこと、それもまた、次代の支配者を印象づけるには効果的な戦略。

　琉妃に興味を失い、ルクスは部屋を出た。

　始まる──王位決定戦、その終末が。





「手ぇ放すなよ。ここで迷子になられたら、大迷めい惑わくだ。ただでさえ人を捜さがしに来ているのに、手間が増えたら大変だ」

「わかっておる。お前こそ、手を放すなよ？」

　しっかりと握られた、細く長い指が印象的な繊せん手しゆと、小さな少女の手。

　闇黒卿ダークロードと王女──ルイヤとプリエラ。

　城門を前に、たった二人の軍勢が進む。

　一人は大事な者を迎むかえに、もう一人は犠ぎ牲せいの果てにある位を勝ち取るために。

　無駄な犠牲を避さけるためか、衛兵や護衛の貴族は身を潜ひそめているようだった。

　城門をくぐり、かつて舞ぶ踏とう会が行われたホールに辿たどり着つくまで、誰だれにも妨ぼう害がいされることはない。

　だが、辿り着いたホールには、最さい凶きようの刺し客かくがいた。

　死侯爵デスマークイス──京きよう夜や＝メス・マドグリフ。

「やあ、来たんだね、ルイヤ」

　朗ほがらかに笑いかける顔は、すでに仮面を外し、自身の身体能力を完全に解放した上での戦せん闘とう態勢。

「うれしいよ……やっとキミが戻った。いや、前よりもキミだ」

　ルイヤとプリエラは、手を繋つないだまま、動かない。

　二人揃そろって、顔も無表情だ。

「ここで、キミと共に殿でん下かに反旗を翻ひるがえす、なんてのも中々ステキだが、これでも家庭を持つ身で、しがらみも多い。何より、やはりボクは世界の安定を望む。だから──さ。殺やり合おう、久しぶりに」

　歓かん喜きと哀あい切せつを込め、「死」を司つかさどる貴族は、仕し込こみ杖づえを抜き、細く凶悪な切っ先を向ける。

　始まるのだ──刻大公クロノ・デユーク亡なき今、貴族の頂上決戦とも言える戦いが。

　闇黒卿ダークロード──ルイヤ＝オフェル・クロス対死侯爵デスマークイス──京夜＝メス・マドグリフ。

　緊きん迫ぱくする空気の中、ルイヤとプリエラは、兄妹きようだいを思わせる息ピッタリの動作で左を向き、同じ方向を指差す。



「「あ、お前の嫁よめが、セクシーな衣い装しようで手招きしてる」」



「え、ウソ!?」

　つられて指で指し示された京夜。

　言うまでもなく、あるのはただ無機質な壁かべ。

　バカは見る──と気づく前に、もうルイヤは近づいて全力で蹴けり飛ばしていた。

　迎げい撃げきと防ぼう御ぎよのため、仕込み杖を構える──が、それはあっけなく蹴りの一撃で根元からへし折られた。

「何っ!?」

　それだけでなく……威い力りよくを減じぬ蹴りは、そのまま脇わき腹ばらに減めり込む!!

　右の肋ろつ骨こつが、全てへし折れ、内臓に突つき刺ささる音がした。

　倒れ込む体を支えるために、ルイヤに手を伸のばす。

　あわよくば、自身の剛ごう力りきで彼にダメージを──そんな意を知ってか知らずか、ルイヤは逃のがれず、そのまま手を握にぎり返してきた。

　勝機。

　脚きやく力りよくはさておき、腕わん力りよくはこちらが圧あつ倒とう的てきに──

「……って、ええぇぇぇぇぇぇぇぇっっっ!?」

　あっさり、押し負けて、そのまま力ちから任まかせに京夜は床ゆかに叩たたきつけられた。

　頭部を強く打ったため、一気に脳のう震しん盪とう、意識が飛ぶ。

　マズイ、確実に死ぬ。

　即そく死しは回かい避ひできたが、このままでは本当にマズイ。

　まずは生き延びることだけを考え、京夜はポケットに収めていた仮面に手を伸ばす。

　少年の体に戻ることで、身体能力は一気に落ちるが、代わりに無痛症しようの不死身の肉体を得られる。

　そう、かぶれれば。

　手の内を読みきったルイヤは、特に焦あせりもせず、仮面を手にした京夜の手を無造作に踏ふみつける。

　手の骨がへし折れるどころか、起死回生の仮面にまで、罅ひびが！

　この瞬しゆん間かん、死侯爵デスマークイスはその称しよう号ごうに似つかわしくない、人間じみた表情をした。

　すなわち、死の恐怖を！

「どうする、殺しとくか？　今なら、普ふ通つうに首の骨をへし折ればそれで終わる」

「う～～む、一応、貴族の本気の殺し合いは、“〝決闘デユエル”〟限定であろう？　まあ共に王族に加担している者同士、覚かく悟ごはしておろうし、陛下も何も言うまいが……一応保険はかけておこう。見せしめになる程度にしておけ」

「了りよう解かい」

　対戦相手への憐れん憫びん皆かい無むの会話が終わり、ルイヤは無造作に京夜の体を壁に蹴り飛ばす。

　叩きつけた直後、白はく皙せきの貴族はそっと親友に罅割れた仮面をかぶせる。

「ルイ、ヤ…………」

　罅が入ったせいか、仮面をかぶっても体の痛みは消えない。

　ただ、不死身性は取り戻したようだ。

　少年の顔で、京夜は友人に微笑ほほえむ。

　ルイヤもまた、にっと残ざん酷こくに笑う。

「お前、よくも殴なぐってくれたな？」

　はい？

　嫌いやな汗あせが流れるのを感じた瞬間、京夜は、叩き折られた仕込み杖の刃はが、心臓を穿うがつのを感じた。

　昆こん虫ちゆうの標本のように──刃で、壁に縫ぬいつけられる！

　その痛みは無効化できず……絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。

「ギャァァァァァァァァァッッッッッ!!」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫さけびにも、ルイヤとプリエラはまったく動じない。

　つまるところ、自じ業ごう自得。

　喧けん嘩かを売る相手は、きちんと選ばなければ。

　今のルイヤは、もう誰にも止められない。

「よし、こんなもんか。不死身だから死なないし、今は痛みを感じるようだから、当分もがいて、いいオブジェになる」

「うむ、中々の出来なのだ!!」

「あの…………ルイヤ、さん…………？　あの、ここは熱い友情のくだりとか…………え、うそ、ボクが殴った意味、わかってない…………？」

「ん…………？　ああ、これで貸し借りなしな。男同士だし、引きずってもしょうがない」

　さわやかな笑顔のルイヤに、京夜は引きつった笑みを返す。

「よし、じゃ行くか。とりあえず、《真理あのおんな》のカードが行ってた部屋だな」

「うむ、結構上の方なのだ。急ぐのだ!!」

　それきり一いち瞥べつもくれず、仲なか睦むつまじい主従は、また手を繋いで上層を目指す。

　一人残された京夜は、ただ絶え間なく続く心臓を貫つらぬく痛みに悶もだえ続ける。

「いや、うん、まあ立ち直ったのはいいんだけど…………えと、その…………何この扱あつかい？」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じながら、京夜は天を仰あおぐ。

　京夜＝メス・マドグリフ──完全敗北にして、完全放置。





　部屋を出たルクスは、急に城が静まり返ったことに首を傾かしげていた。

　侵入者がいた。

　始末したにせよ、詰つめている大勢の衛兵や貴族達の気配はするはず。

　百人を超こえる人員が、この城にはいるのだ。

　なのに、それこそ自分以外人っ子一人いないような感覚に襲おそわれる。

　何な故ぜ……？

　己おのれの目で確かめるべく、下層へ向かう。

　その最中さなか、通路を進む二人に出会う。

　周囲の様子を窺うかがいながら、一つ一つの部屋の扉とびらを確認している、ルイヤとプリエラを！

「お前達……!!」

　思わぬところで遭そう遇ぐうした最後の敵。

　期せずして、王位継けい承しよう最終戦か!?

「……って、あれ？」

　が、しかし。

　二人は普通に横を素す通どおりし、同じ行動を繰くり返かえす。

「面めん倒どうだな……同じような造りだから、見分けにくいぞ」

「仕方ないのだ！　辛しん抱ぼう強づよく捜すのだ!!」

「……だな」

　困難を前に、さらに結束を高める二人。

　そこに、ルクスが割って入る。

「何のまねだ貴様ら…………!?　ふざけているのか!?」

　キョトン、と顔を見合わせるルイヤとプリエラ。

　違ちがうと思うが、一応互たがいに確認する。

「お前の知り合いか？」

「いや、違う。お主の知り合いでもないのか？」

「全然」

「では、ちょっと人ひと恋こいしいだけの者か。すまぬが、忙いそがしいのだ。壁にでも話しかけといてくれ」

　申し訳無さそうに、末の妹はルクスをしっしと手を振ふって追おい払はらう。

　生まれてこの方、初めて経験する最上級の侮ぶ辱じよくに、ルクスは怒いかりを通とおり越こして頭が真っ白になった。

　何とか顔を激しく左右に振って平静を取り戻し、二人に問い質ただす。

「何を言っている!?　僕こそは、王族が次じ兄けい、ルクス＝シェリシー・マムラハー！　君達にとっては最後の、そして最大の壁だ。さあ、始めよう……最後の継承戦を!!」

　宣戦布告にも、二人はまったく反応しない。

　互いに首を傾げて、声を潜ひそめて通路の隅すみで会議を始める。

「え、何だ、あれが次兄なのか？　何か見覚えあるような気もするが、印象に残らん顔だな。多分忘れてる」

「う～む、舞踏会でスピーチを聞いたはずなのだが、私もお菓か子しに気をとられていたから、よく覚えていないのだ…………」

「とすると、こっちの手落ちか。どうする、一応詫わびを入れておくか？」

「ほっとけばいいのだ。単に構ってほしがり屋なだけなのだ！」

　王女の主張にルイヤも納なつ得とくし、二人は多少申し訳なさそうな顔で、一応断りを入れておく。



「「すいません、忙しいので、また後で」」



　それっきり完全に無視し、二人はまた捜そう索さくに移る。

「貴様ら…………!!」

　頭の血液が沸ふつ騰とうするのを感じる中、ルクスは異常に気づいた。

　そういえば──護衛の貴族や、衛兵は？

　何故、コイツらをここまでやすやすと？

　ある仮説が、彼の脳のう裏りに一いち抹まつの恐きよう怖ふを植えつけた。

　おそるおそるルイヤの足元を見れば、靴くつには──真新しい血けつ痕こんが、ベッタリと貼はりついていた。よくよく見れば、廊ろう下かには血痕が滴したたり、彼の歩んできた血ち塗ぬられた道を何よりも雄ゆう弁べんに物語っている。

　対照的に、妹はまったく汚よごれていない。

　そもそも、まず戦力にはならない。

　だとするならば、まさか──

　コイツ──一人で全員蹴けり殺し──

「あ、この部屋ではないか？」

「……だな」

　神しん妙みような顔で、立ち止まる二人。

　ノックをしようとしたその手を、ルクスの声が止めた。

「どうする気なのかな？　捨てた下しも僕べに」

　明確にルイヤ達を脅きよう威いとみなしたルクスは、揺ゆさぶりに出た。

　そもそも、このためにあの平民を飼ってやったのだ。

「まさか、愛の告白でも？　愚おろかな……そんなことをすれば、全ての貴族が君の敵だよ？」

　ルイヤとプリエラは動じない。

　無む駄だな挑ちよう発はつと悟さとり、ルクスは戦略を変えた。

「彼女……大分傷ついていたよ。会ったばかりの僕に、身を投げ出すくらいに」

　ルイヤとプリエラは、相変わらず無反応だ。

　それを虚きよ勢せいと断じ、ルクスはさらなる攻こう勢せいに出る。

「柔やわらかい唇くちびるだった。平民にしておくのは……勿もつ体たい無ない」

　雑音をまったく気にせず、ルイヤはドアをノックした。

　内側から聞こえてきたのは、疲つかれ果てた声。

「誰だれ…………？」

　聞き慣れた声に、ようやくルイヤとプリエラが反応した。

　ルイヤはより顔を引ひき締しめ、プリエラは顔を綻ほころばせる。

「まさか…………ルイヤ様!?」

　ドアの向こうで、求めた女が、血相を変えているのが感じ取れた。

　ルイヤがドアを開けるべく手を引く。しかし、開かない。

「鍵かぎをかけてあるよ？　無駄…………」

「離はなれろ」

　ルイヤの言葉は、内部の琉妃に向けられていた。

　次の瞬間、ただ蹴り一発のみでドアは粉々に砕くだけ散ちった。

　破は砕さいしたドアの破は片へんの先に、琉妃がいた。

　何事か言いかける彼女──制するように、ルイヤが先に口を開いた。

「琉妃」

　ピクッと琉妃が不安げに身をこわばらせる。

　所しよ詮せん──一度終わった関係。

　そもそも、来てくれるなんて、思ってなかった。

　近づいたのに、遠く感じられる。

　壊こわれたものは、そう簡単に戻もどらない。

　誰もがやり直せるほど、男女は簡単じゃない。

　それでも。

　そのとおりだとしても。

　愛し合う二人を繋つなぐのは。

「大好きだ」

　いつだって──シンプルな言葉だ。

　気がついたら、ルイヤの胸に飛び込んでいた。

　ルイヤもまた抱だき締めていた。

「少しだけ……待てるか？」

　耳元で囁ささやかれる声に、琉妃は頷うなずく。

　ルイヤの手で《牢獄プリズン》のカードが閃ひらめく。

　すでに先代はそこにいない。ゆえに、カードの新たな役目、対象の一時的な幽ゆう閉へい。

　もっとも、この場合は保護が正しいのだろう。

　琉妃の体は瞬時にカードに吸い込まれ、その姿を消す。

　愛いとしい女そのものとなったカードを丁てい重ちようにケースに仕し舞まった後、ルイヤはルクスに向き直る。

「おや、茶番を終えて、ようやく興味を持ってくれたかな？」

「琉妃の声がおかしかった。かすれている。喉のどにも、真新しい痣あざがあった」

「それが？」

「何かしたか？」

「だとしたら？」

　発言と同時に、蹴りが鼻先を掠かすめていた。

　反射的に身を引き、まともに喰くらわなかったのは王族の面めん目もく躍やく如じよと言える。

　だが、爪つま先さきが掠めたせいで、その整った鼻は、無ぶ様ざまに血を垂らしていた。

「貴様…………!!」

「お前、殺すわ」

　ルイヤの顔つきが変わった。

　たとえ世界中を敵に回しても、絶対に眼前の敵を殺す。

　そんな、昏くらく純じゆん粋すいな殺意を秘ひめた顔。

　激げき闘とうの予感を前に、プリエラは天を仰あおいだ。

「陛下──見ておられるのでしょう？　姉から聞きました……『長ちよう兄けい』はおらず、すでに王族は我われら二人のみ。ならば、もう終わらせましょう。陛下の立ち会いの下もとで──全てを!!」



「よかろう」



　次の瞬間、プリエラ達を取り巻く空間は、赤絨じゆう毯たんの敷しかれた大広間に変へん貌ぼうした。

　いや、そこに招かれた。

　三人が共に仰ぎ見た先には、数段高いところに位置する玉ぎよく座ざに腰こしかける、“〝王”〟。

「これは陛下──ご機嫌きげん麗うるわしゅう」

　ルクスは丁重に一礼した。

　へりくだりつつも、物もの怖おじせずに持論を展開する。

「しかしながら、妹の提案を受けるのは、早計かと。本人が僕と対たい峙じしても、瞬殺は必ひつ定じよう、どうせ闇黒卿ダークロードを代理として指名する気でしょう。ですが、この男は、こともあろうに我が面前で平民へ愛を告白した反逆者。そのような者に、資格がありますでしょうか？」

「罰ばつは受けましょう。少なくとも、それがまだ守るべき掟おきてであるならば。しかし陛下、罪人を王族の代理としてはならぬなど、そのような決まりはないはず」

　プリエラもまた、一礼しながら滔とう々とうと述べる。

「戯たわ言ごとを。ならば、まず罰を受けろ。もっとも、処しよ刑けいされてしまえば、代理など望むべくもないが」

「誰が俺を殺せる？」

　ルイヤは不敵に笑った。

　掟に背そむいて平民を愛しても問題ない方法──簡単だ。

　処刑人を、全て斃たおせばいい。ただ、世界を敵に回せるほど強く。

「誰が俺を殺せる？　刻大公クロノ・デユークは死んだ。京夜もぶっ飛ばしておいた。それ以上の貴族が、存在するか？」

「貴様…………!!」

　ある意味では開き直りだ。だが絶対的な暴力は、全ての理ことわりを曲げる。

「なるほどな…………双そう方ほうの言い分に、一理ある。今の闇黒卿ダークロードを始末できる貴族はおるまい。数に頼たよっても、たかが一人を処刑するのに、数あま多たの貴族が死んでは、割に合わんな」

「陛下…………!!」

「かと言って、放置するわけにもいかん。とすれば、余よ自みずからが動くか──あるいは、それ以外の実力者に委ゆだねるか。いかがする、ルクスよ？」

　君臨者の問いの意味するところを理解し、ルクスは微び笑しようした。

　いいだろう。

　それがお望みならば、乗ってやる。

　ただし、大義はこちらにある。

「かしこまりました、陛下。お手を煩わずらわせるまでもなく、反逆者の処刑はこの僕が。妹よ、君の企たくらみに乗ってやる。闇黒卿ダークロードが勝てば、自動的に王位は君のものだ。ありえないがね。そしてこれは王位継けい承しようの戦いなどではない……罪人に対する、罰だ!!」

「それはそれは。では陛下、私にも一つ提案が。いかなる理由であれ、これはまさしく世界の行く末を決める戦い。よってこの戦い、陛下を立会人とし、全ての貴族に観戦させて頂きたい!!」

「よかろう。さあ貴族達よ、貴様らの“〝王”〟を決める戦いだ。とくと目に灼やきつけよ」

“〝王”〟が指を鳴らす。

　その瞬間、世界中の貴族の視界は、直接〈王都〉の深しん奥おう──〈“〝王”〟の間〉に繋がった。



「おや……ルイヤに、殿でん下か。へえ…………戦やるんだ」

　いまだ壁かべに体を縫ぬいつけられ、激痛に喘あえぐ中、京夜が呟つぶやく。

「そう……ステキな戦いね。期待しているわ」

　居城でワインを嗜たしなみながら、エリザが愉たのしげに言う。

　横に侍はべるメイド二人には、まったくわからない。

　この戦いの観戦が許されるのは、貴族のみ。

　世界中のあらゆる場所で、貴族の視界はこの決戦に直接リンクする。

「では、ルールの確認だ。末子の代理として、闇黒卿ダークロード。そして処刑人を兼かねる、第三子ルクス。共に殺し合い、生き残った者が勝者。『全て』を賭かけて殺し合え。なお、末子のプリエラは観客扱あつかいとする。闇黒卿ダークロードのデッキに組み込まれている以上、《聖統なる女王フエイテツドクイーン》の使用は問題ない。が、それ以上の援えん護ごは許さん」

「構いませぬ。応援はさせて頂きますが、援護など不要」

「待ってください、陛下。妹の提案を受けたのですから、私の提案も呑のんで頂きたい」



    

  
    
      「何を望む？」

　ルクスは胸を反らしながら言う。

「闇黒卿ダークロードの〈領地フイーフ〉──最初から発動させて頂きたい。僕は〈直ちよつ轄かつ地ち〉を自由に使えますが、あちらに制限があるのは不利。いかがかな、闇黒卿ダークロード？」

「断る理由はない。好きにしろ」

　ルイヤは静かに憐あわれみとも言える提案を受じゆ諾だくする。

「よかろう。それでは、双方共に合意は成った。始めよ」

　ルイヤの銀ぎん髪ぱつが黒く染まる。それすなわち、〈領地フイーフ〉発動の証あかし。

　最初から全力で──対次じ兄けい戦、開始!!

　ルイヤは一目散にルクス目がけて駆かけた。

　ルクスもまた。

　交こう錯さくする二人──迅はやいのはルクス。

「喰らえ!!」

　右手にはめられた手て袋ぶくろが、閃せん光こうを放つ。

　光を纏まとった拳こぶしは、そのまま闇黒卿ダークロードの腹へ！

　だが、ルイヤは笑っていた。

　観戦しているマドグリフ夫妻も微び笑しようする。

　ルイヤの〈領地フイーフ〉の特性を考えれば、物理攻こう撃げきなど、効くわけがない。

　なのに──ルクスの拳は、深くルイヤの腹に減めり込んだ！

「な、に…………」

「愚おろかな……光は、闇やみを駆く逐ちくするんだよ。闇は光に勝てない。君が肉体を闇に変じようが、僕には無効。つまるところ…………〈領地フイーフ〉があろうがなかろうが、どうでもいい!!」

　容よう赦しやない追撃が来た。

　拳の連打に加え、矢のような閃光が、続けざまにルイヤを襲おそう。

　一方的な、あまりにも一方的な攻撃が続く。

　ようやくそれが終わったとき、すでにルイヤは満まん身しん創そう痍いだった。

　それでも──立つ。

　立ち上がる。

「ハァァァァァッッッッ!!」

　再び行われる特攻──嘲あざけりながら、ルクスは押し留とどめた。

「無む駄だだ」

　掌しよう底ていの形に伸のびた手から、光こう弾だんが飛ぶ。

　まともにルイヤの胸を貫つらぬいた一撃は、たとえルイヤの体が闇そのものであっても、膨ぼう大だいなダメージを残す。

　倒たおれ伏ふした闇黒卿ダークロードの敗北は、最も早はや誰だれの目にも明らかだった。

　相あい性しようが悪すぎる。

　後はただ、嬲なぶり殺しにされるだけ。

「無ぶ様ざまだな。もう少し期待していたが……この程度か。もう止めてあげたらどうだ、妹よ？」

　いつの間にか、闇黒卿ダークロードの背はい後ごに佇たたずんでいるプリエラに、ルクスは皮ひ肉にくたっぷりに言う。

　腕うで組ぐみをしたプリエラは、哀かなしげにルイヤに声をかけた。

「闇黒卿ダークロードよ……もうよい」

「そう……もう、終わらせてあげなよ」

「遊びはもうよい」

「はあ!?」

　呆あつ気けに取られるルクスを尻しり目めに、ルイヤが悠ゆう然ぜんと立ち上がる。

　コキコキと軽く首を回し、ダメージなど皆かい無むというように。

「何をやっておる、闇黒卿ダークロード。この“〝決闘デユエル”〟の意味、わかっておろう？　僅きん差さで勝つ……などではダメだ。いい勝負などしてしまえば、敗者もまた賞賛される。それでは、たとえ王位を継ついでも支持を得られぬ。必要なのは、圧勝なのだ」

「わかってる。わかってるが…………お客さんが楽しめないだろ、すぐ終わっちゃあ？　楽しませなきゃ……最後の大一番だぜ？」

「何を言っている？　わざとやられていたとでも!?　ふざけるな、ボロボロのくせに……やせがまんにもほどがある！」

「まあ痛くなかったわけでもないが……どうってことはない。そして、ここからはずっと俺だけのターンだ」

　ルイヤが高々とカードを掲かかげる。

　手に閃ひらめくのは、《聖統なる女王フエイテツドクイーン》。

　そして──残る全てのカード。

　発動するのは、全てのカードに対する──王女札技ネスイハー・コンボ!!

　光る《聖統なる女王フエイテツドクイーン》──幼き王女の命と引ひき換かえに力を行使するカードが、その真価を発揮するとき──闇黒卿ダークロードは最強の力を得る。

「ギャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!!」

　プリエラの口から、絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。

　この年とし頃ごろの少女が、けして発してはならない苦く悶もんの叫さけび。

　思わず、観客たる世界中の貴族は耳を塞ふさぎ、目を背そむけた。

　敵であるルクスでさえ、やめろ、と言いかけた。

　そしてプリエラは、致ち死し量寸前の吐と血けつをしながら、白目を剥むいて倒れた。

　ルイヤは背後の彼女を振ふり向むくことなく、ただ決意を込めて言う。

「死ぬなよクソガキ……死んだら、殺すぞ」

「馬ば鹿かな……主人をそこまで追おい詰つめてどうする!?　まあいい、そんな子供が力を振り絞しぼろうが、さして…………」

「試ためしてみるか？」

　目と鼻の先で、ルイヤが笑っていた。

　一いつ瞬しゆんで詰められた距きよ離り。

　そして──渾こん身しんの横よこ蹴げりが、ルクスの腹部を襲う。

　かろうじて防ぼう御ぎよは間に合った。

　両手を交差させ、腹を守る。

　が──

「…………え？」

　折れていた。

　腕が。

　左腕が完全なる粉ふん砕さい骨折。右腕も、罅ひびが入り、骨折寸前だ。

「な…………！」

　意識せず、膝ひざが落ちた。ガクガクと震ふるえる全身。

　腹部を襲う激痛。

　明らかに機能を失った内臓。

　そして、口から零こぼれる大量の血。

「あ……？　ああっっ!?」

　たった一発で、こんな!?

　愕がく然ぜんとルイヤを見上げたとき、彼は不満げに《聖統なる女王フエイテツドクイーン》を見つめていた。

「……使えないガキだな」

「………………!?」

「通常の蹴りで、堕天式断罪ナフアルゲイタークラスの力が出ると思ったんだが……この程度か。まあいい、この程度で我慢してやる」

　肩かたを竦すくめ、戦いに舞まい戻もどるルイヤ。

「う、うわぁぁぁっっっ!!」

　怯おびえを隠かくさず、ルクスは悲鳴のような叫びを上げて、閃光を凝ぎよう縮しゆくした拳をルイヤの顔面に叩たたきつける。

　身じろぎ一つせず、彼は受けた。

　のけぞる体──その最中さなか、ルイヤは横で見守る人ひと影かげに気づいた。

　先代アイツが、笑みを浮うかべて立っていた。

　それでいい。

　見ていてくれれば、それだけで。

　立てるから。

　もう、一人で立てるから。

　のけぞりつつも──踏ふみとどまる!!

　驚きよう愕がくするルクスに、彼は不敵に笑う。

「今──何かしたか？」

「ひっ…………」

　誇ほこりをかなぐり捨て、ルクスは逃にげた。

　追撃を逃のがれ、ただ少しでも闇黒卿ダークロードから距離を取る。

　当然、ルイヤは追った。

　あと一撃入れれば、それで終わる。

　逃げ惑まどうルクスの表情に、すでに“〝王”〟候補筆頭の余よ裕ゆうはない。

　観戦する貴族達も興きよう醒ざめしていた。

　そして、恐きよう怖ふしていた。

　あの闇黒卿ダークロードが、まさかこれほどの力を持つとは。

　そして、恐おそるべしは──幼き王女の器量。

　徐じよ々じよに、支持はこれまでまったくの注目外だった末子に集まりつつあった。

　それでもなお──無様な逃とう走そうを続けるルクスは、諦あきらめていない。

　確かに、想定外だった。

　あの男──強すぎる。なまじ刺し激げきしたのもよくなかったかもしれない。

　だが、だからこそ逆転すればまだ目はある。

　貴族達は、最早勝ち目などないと思っているだろう。

　確かにそうだ。

　純じゆん粋すいな戦せん闘とう力は、比べるべくもない。

　だが、彼の欠点は──所しよ詮せん代理だということ。

　本来戦場に立つべき王族が死んだ時点で、その大義名分は失われ、自動的に残った王族である自分が“〝王”〟に。

　そう──妹さえ消せば、それでいい。

　ルクスは逃げつつも、迂う回かいしつつも──プリエラに近づくよう、進路を取っていた。

　半死半生の妹は、床ゆかに転がっている。

　この光景もまた、ある意味あちらの演出だろう。

　幼き王女が、死力を尽つくして臣に報むくい、勝利を勝ち取る。

　よくできた物語だ。

　それを印象づけるためには、王女は傷ついた体を観客に晒さらさねばならない。

　無造作に放置する、それもまた演出。

　しかし、それが隙すき。

　あくまで“〝決闘デユエル”〟においては観客の妹を殺しても、反則とはならない。

　そして、殺してしまえば自動的に勝ち。

　そしてそして、妹は今、目の前に!!

　ようやくこちらの意図に気づき、やめろ、と背後で声がしたが、もう遅おそい!!

「闇黒卿ダークロード……僕の勝ちだ!!」

　最大限の閃せん光こうを放ち、光の拳こぶしを前方に放つ。

　まばゆい光に包まれ、妹は今、その身を散らす。

「勝ったぁぁっっ!!」

　快かい哉さいを上げたとき、視界が歪ゆがんだ。

　何かがおかしい。

　今いるのは、確かに〈“〝王”〟の間〉。

　なのに、なのに──闇黒卿ダークロードが、前方で、冷ややかにこちらを見ている。

　おかしい。

　さっきまで背後から追ってきていたのに。

　さらに言うなら、そのルイヤの足元に半死半生のプリエラが寝ね転ころがっているのも──おかしい。だってたった今消したはずなのに──

「へ…………？」

　間の抜ぬけた声が口を突ついた。

　拳には、確かな肉の感かん触しよく。

　殴なぐったのは間ま違ちがいない。

　誰だれを？

　拳の先を見たとき──ルクスの顔から表情が消えた。

　しっかり殴っていた。

“〝王”〟を。

　拳ががっつり減めり込んでいた。

“〝王”〟の顔に。

「ええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　絶叫が響ひびき亘わたる中、“〝王”〟はむしろやさしく言った。

「……構わぬぞ？」

　手を伸のばし、即そく座ざにルクスの首を掴つかみ、持ち上げる。

「面めん倒どうな王位継けい承しよう戦などすっ飛ばし、“〝決闘デユエル”〟に乗じて、立会人として余を引きずり出し、殺す。なるほど、成功すれば、一気にお前が“〝王”〟だ」

「ち、違…………」

「成功すれば、だが」

　一気に絞こう殺さつ寸前まで、握あく力りよくが増した。

　酸欠状態の中、ルクスは混こん濁だくする思考をまとめる。

　何があった？

　何が起こった？

　どうして“〝王”〟を!?

　確かに妹を狙ねらって、ちゃんと目にして──まさか!?

　愕然とルイヤに視線を送れば、彼の手は、一枚のカードをひらひらと振っていた。

　ナンバーＸ──《月蝕イクリプス》。

　全ては──カードの見せた幻げん覚かく！

「お前、お前ぇぇぇぇぇっっっ!!」

　激げき昂こうするルクスに対し、ルイヤは涼すずやかに言う。

「俺に正面からじゃ敵かなわない……そう思ったとき、もうお前の心は折れた。都つ合ごうのいい幻げん想そうを受け入れる下地が、できてしまった」

「………………!!」

「が、仮にも王族で知能派。いくらなんでも、安易で実現不可能な幻想に溺おぼれたりはしない。お前が溺れたのは、残された唯ゆい一いつの手段にして、現実に限りなく近い幻想。そして、実際俺はお前を追った。混在する現実と幻想で、お前は標的を見失い──見誤った」

「お前、最初から…………！」

「その通り……と言いたいが、違う。俺はせいぜい、公衆の面前でお前をありえないぐらいボコボコにすることしか考えていなかった。お前の権けん威いを貶おとしめ、全てを逆転させる方法──考えたのは、コイツだ」

　ルイヤの手に閃ひらめくのは、《真理エメト》のカード。生前レギーナが漏もらした通り、策はあった。

　それはルイヤと、そして命を懸かけたプリエラの手により、今顕けん現げんする。

　権力の絶頂にあった王子は、今全てを失い、最悪の存在を敵に回してしまった。

「へ、陛下、違う、罠わな…………!!」

「はて……異なことを。仮に何かの罠でお前が動いたとして…………余が責めるべきはどちらだ？　計略にはまった愚おろかな王族と、計略を駆く使しするという、ごく当たり前の行こう為いを行った貴族。何より大事なのは、過程がどうあれ、余が殴られたという事実。余にも面子メンツというものがある…………この恥はじ、いかにしてそそげばいい？」

「闇黒卿ダークロード、お前は、お前だけは…………!!」

　憎ぞう悪おを凝縮させて吼ほえるルクス。

　ルイヤは心底迷めい惑わくそうに、手を振ふって言った。

「すいません、話しかけないでもらえますか？　反逆者の一味だと思われたら、困るんで」

「お前は…………!!」

「あれ、待てよ？　実は殿でん下かが陛下への反乱を考えていたとすると…………つまり、支持していた貴族も全部グルと。要するにぃ……王党派、全部裏切り者なんだ」

　いけしゃあしゃあとぬかすルイヤ。

　その瞬しゆん間かん、世界中の貴族の半分以上が凍こおりついた。

　何言いやがるコイツ!?

「……というわけで陛下、王党派全員……始末した方がいいんじゃないですかね？　とりあえず手始めに、事実上トップになったマドグリフ夫妻とか、あとマドグリフ夫妻とか、それとマドグリフ夫妻とか、とりあえずマドグリフ夫妻とか」

　にっこり笑顔で告げるルイヤ。

　京夜は蒼そう白はくになり、エリザは冷ひや汗あせを流して、ワイングラスを取り落とした。

「なるほど……一理あるな。いずれにせよ、このような者を支持する時点で、貴族とは呼べぬ愚ぐ鈍どんな者達。手始めに──来い」

“〝王”〟は、新たな貴族を〈王都〉に招いた。

　玉ぎよく座ざの傍かたわらに召しよう喚かんされたのは、京夜とエリザ。

　夫妻は共に蒼白な顔を見合わせる。

「あのですね、陛下…………」

「まずはお話を…………」

「不要」

　無造作に手にしていたルクスを床に落とし、“〝王”〟はその両手で、今度は夫妻の首を絞しめ上げる。

「貴様達には失望した。余自みずからが処分した後のち、然しかるべき者を選び直す」

「「………………!!」」

「安心しろ、お前達の仲人なこうどを務めたのは、余だ。夫婦は共に、病やめるときも、健すこやかなるときも──死せるときも。同時に逝ゆかせてやる」

　それこそが、慈じ悲ひ。

　遠くなる夫妻の意識──それを、またもいけしゃあしゃあとルイヤが提案して止める。

「あ、すいませ～ん陛下」

「…………何だ？」

「いや、殺すのは早いかと。ほら、実際に殴ったゴミはさておき、彼らはねえ。王党派全員を始末すると、陛下の治世にも負担が」

「だが、看過はできぬぞ」

「だから──もう一度確認しては？　あらためて──どの王族を支持するのか。そして、そのゴミをどう思っているのか。人間、一度ぐらい過あやまちはあるものだし──ねぇ？」

「なるほど。では、訊きいてみよう。死侯爵デスマークイスよ──お前は、誰を推おす？」

　首から手が放され、京夜はちょうどルクスの傍らに落とされる。

　哀あい願がんするような目を向ける王族から目を逸そらしながら、彼は実に澄すみ切った笑顔で告げる。

「いや、その何ていうか──」

「何というか？」

「プリエラ様以外、ありえないですよね」

　実にいい笑顔でうんうんと頷うなずく京夜。

「というか、本当にルクス殿下にはビックリというか、まさか独断であんなことをするなんて…………ホントビックリ」

　隣となりで、ルクスの口から魂たましいが抜けかけていた。

　傍はたから見ているルイヤは、腹を押さえて笑いを堪こらえている。

「人間、やっぱり家庭ができると守りに入りますよね」

　遠い目で語り、京夜は自分を納なつ得とくさせる。

　というかむしろ──それしか生きる術すべがない。

「死侯爵デスマークイスの意見、あいわかった。で──鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネス、汝なんじは？」

「私は、夫に従うまでのこと。当たり前ですわ」

　エリザも澄み切った眼まな差ざしで、ルクスと目を合わせないようにして告げる。

　マドグリフ夫妻、共に──寝ね返がえり完かん了りよう。

「よろしい。では、去れ」

　次の瞬間、二人の貴族は〈“〝王”〟の間〉から消え去った。

　そして“〝王”〟は、残る全ての貴族に問う。

「返答せよ──汝らの中に、このゴミに与くみする者がいるや否いなや？」

　けして曖あい昧まいな回答を許さぬ問いに、これまで数あま多たの争いを重ね、様々な派は閥ばつに分ぶん裂れつしていた貴族達が、ついに、一つになった。

　声を揃そろえて、はっきりと答える。



「おりません!!」



「よし」

“〝王”〟は回答に満足した。

　だが、その視界に不快なものが映り込んでいた。

　茫ぼう然ぜんと床ゆかに座り込む、かつての“〝王”〟候補筆頭。

「貴様……誰だ？」

「え…………？」

「何な故ぜ、余の視界に存在している？」

「待って…………」

「消え失うせい!!」

　髪かみを無造作に掴み、“〝王”〟は不快なゴミを放ほうり投げた。

　投とう棄きの先は、闇黒卿ダークロード。

　放り投げられた体を、ルイヤはそっと受け止めた。

　見る者全てをゾッとさせる、悪あく魔まの笑みで。

「処理しておけ。元々、処しよ刑けいは貴様の仕事だ」

「報ほう酬しゆうは？」

「貴様の処刑に、猶ゆう予よをくれてやる。全ては、戴たい冠かん式しきにて」

「上等だ。さあ、オシオキの時間だ……王子様」

　ルイヤはゆっくりとルクスを床に下ろす。

「やめ、て…………」

　首を振り、怯おびえながら彼は後じさる。膝ひざは笑い、立ち上がることはできない。

「いやはや、本当に怖こわいな～～王族って。頂点から一気に生ゴミ。でもまあ、一応『全て』を賭けたので……もらっとこう」

　ルイヤはブランクのカードを投じた。ルクスの額ひたいに突つき刺ささったそれに、新たな絵え柄がらが浮うかぶ。

　ナンバーＸＸ《勅命ドミネート》。

　それは、王おう威いを背景に、貴族に対してもたらされる強制力。

　かつての王族としての栄光の名残なごりすら、カードとして奪うばわれる。

　全てを失ったルクスに襲おそいかかるのは──遠えん慮りよなしの処刑。

「お前……ずいぶん調子こいてくれたよな？　人の女に…………」

「悪かった、違う、あれは…………!!」

「あ～～いい、いい。ど～せもう終わりだ」

　ルイヤの手に一枚のカードが閃く。

　ナンバー《獅子王レグルス》。

　躍おどり出でた漆しつ黒こくの獅し子しは、唸うなりをあげて王族に襲いかかり──

「逸はやるな、こら」

　の一言で、思いっきり蹴け飛とばされた。

　──何すか、ご主人、ガブっていくんじゃないんスか!?

「物には順序がある。仮にもこちらは王族、本来なら、お前ごとき獣けだものは近寄れん方だぞ？　だからせめて、食べるならちゃんと丁てい寧ねいに全ぜん裸らにひん剥むいてさしあげて…………そこからだ」

　ルイヤはニッコリ指差した。

　ルクスの股こ間かんを。

　ルクスの顔から、表情が消えた。

　観客である全ての貴族達からも──また。

「ちゃんと俺の指示通り食えよ～～。観客の方々にも最後まで楽しんで頂けるよう、考えたんだから。途と中ちゆうで死なないように、活け造りになるように」

　──ウス。

　頷くレグルス。

　こういうとき、主あるじに刃は向むかうとマジでヤバイ。

「全ての貴族に告ぐ──一週間後、うちのクソガキに挨あい拶さつに来い。手て土産みやげはいらんが、遅おくれたらコイツと同じ目に遭あわす。あと俺の街に入ってから、調子こいても殺す。特にガキに迷惑かけたらもう二倍殺す。あと裏切っても殺す。というか、とにかく俺をイラつかせたら、殺す。ではレグルスく～ん…………召めし上あがれ」

「やめろ、やめてくれぇぇぇぇぇぇぇっっっっっっっっっ!!」

　響ひびき渡わたる絶ぜつ叫きようは、やがて全てを観戦させられた、貴族達からも漏もれた。

　全世界同時生なま中ちゆう継けいの公開処刑──その結果は、恐おそるべきものだった。

　その日、世界中で全ての貴族が嘔おう吐とした。

　取り巻く平民達は、その理由がわからず、ただ困こん惑わくするだけ。

　嘔吐がやんだ後も、ある者は悪夢にうなされ、ある者は菜食主義者に転向し、ある者は部屋に閉じこもった。

　だが皆みな、最後には一週間後に〈黒こく宵しよう街がい〉に出向けるよう、準備を整えた。

　この日、初めて貴族達に共通の認識が生まれた。

　何があっても──絶対に敵に回してはいけない男がいると。





　全てが終わった後、ルイヤはあの城のホールにいた。

　中央に佇たたずみ、そっと《牢獄プリズン》のカードを閃ひらめかせる。

　ようやく、ちゃんと抱だき締しめられる。

「ルイヤ様……!!」

　解放された琉妃を、ルイヤは思い切り抱き締めた。

　二度と離さぬと誓ちかいを込めながら。

　しばし後のち、自然と二人の唇くちびるが重なる。

　抱き合う姿は、舞ぶ踏とう会で軽かろやかなステップを刻む恋こい人びと達を彷ほう彿ふつとさせた。

　ただ、流れる曲が止まることはない。

　恋人達の夜は、永遠に続く。





「う～血が足りないのだ。くらくらするのだ！」

「そりゃあ、あれだけ流せばそうなりますわ。でも、よろしいんですの？」

　馬車の中で、エリザはそうプリエラに尋たずねる。

　夫の回収のため城に赴おもむいた彼女は、城内でフラフラしているプリエラも見つけ、そのまま馬車に乗せた。

　プリエラはルイヤ達とは別行動で帰宅する予定だったらしく、渡りに船、手間が省はぶけたと語った。

「今日は……アイツらを、二人きりにしてやるのだ!!　というわけで、お前の家に泊とめてくれ!!」

「構いませんけれども──よろしいんですの？　殿でん下か、あの男のこと──」

「いいのだ！」

　迷いなく、プリエラは言い切った。

「私はな、アイツらが好きなのだ。あの二人は、一いつ緒しよじゃないと、ダメなのだ」

「あらあら……そうですの？」

「それに、私は“〝王”〟になるのだぞ？　一人の男にかまってるヒマなどないのだ！」

「……いい女ですわね、殿下って？」

「今いま頃ごろ気づいたのか？」

　傲ごう然ぜんと胸を反らすプリエラ。

　これでいい。せめて今だけは、幸せを噛かみ締めてほしい。



    

  
    
      　第六章　王対闇やみ






　啜すすり泣なくような喘あえぎを漏らしながら、黒いシーツの上で、白い裸ら体たいが悶もだえていた。

「もう、もう許してぇ…………」

　顔を激しく振ふり、快楽を否定するように呻うめく。

　対照的に、腰こしから下は別の意思を持つかのように、より貪どん欲よくにルイヤを貪むさぼり、さらに深い結合を求めて彼の腰に尻しりを押しつけていく。

　ルイヤもまた、それに応こたえ、より激しく四つんばいで喘ぐ琉る妃きを貫つらぬく。

　激しさを増す突きに、腕うでは体を支えられなくなり、掴つかんでいたシーツを離はなしてしまう。

　尻はより高々と掲かかげられ、汗あせを弾はじきつつ必死にルイヤの想おもいを受けとめる。

「琉妃…………!!」

　限界を迎むかえ、ルイヤはのけぞる琉妃の上体を抱き寄せ、ねじむかせるようにして顔を引き寄せ、口づけを交かわした。

　舌と舌を絡からませながら、琉妃は大量の精を流し込まれるのを感じた。

　視界全すべてが白く染まるような快感。

　長く禁きん欲よくを続けていただけに、ルイヤはいつもの何倍も激しかった。

　唇が離れ、また琉妃はベッドにその身を沈しずませる。

　間を置かず、ルイヤはまた動き出した。

　琉妃が壊こわれてしまわぬように小刻みに──それでも、また遠からず激しさを増すだろう。

　甘く蕩とろける思考の中で、琉妃は今までのことを思い返していた。

　あの後──〈黒こく宵しよう街がい〉までは、ルイヤが手配していた馬車で帰った。

　街に入ってからは、二人で並んで歩いて帰った。

　ただ、腕を組むだとか、手を繋つなぐとか──そんな叙じよ情じよう的なことはない。

　確かにルイヤに手を引かれてはいたが、何というか、とにかく早く帰りたいから引っ張っている──そんな感じだった。

　会話も、ほとんどなかった。

　訊きけば答えてはくれるが、断だん片ぺん的な回答が繰くり返かえされるだけだ。

　プリエラが王位継けい承しよう権を手に入れたこと、ルクスを斃たおしたこと、バシリッサが死んだこと──最後にレギーナの死を確認したときだけは、暗い翳かげが顔に差した。

「いい女だった」

　彼にとっては女性に対する最大の賛辞を口にする。

　琉妃はその顔にもう何も問わず、ただ彼の手を強く握にぎり返す。

　ようやく帰宅した後、ルイヤは自分の手を引いたまま、まっすぐ寝しん室しつに向かった。

「あ、あの…………」

「イヤなのか？」

　顔を近づけて、真しん剣けんに尋ねられた。

　別に……イヤなわけじゃない。ただ、少し落ち着きたかった。

　ここ数日で、色んなことがありすぎた。

　だから、とりあえず常じよう套とう句くを口にした。

「えっと……シャワーを…………」

「…………構わんが…………」

　ルイヤは明らかに不服そうだったが、許してくれた。

　だが、シャワーを浴びたところで、落ち着くことなどできなかった。

「ついでだ」

　と、ルイヤも一緒に入ってきたからだ。

　熱いお湯に打たれる間、ずっと抱き締められて──唇を重ねていた。

　思い返せば、その場で事が始まらなかったことが、不思議なくらいだ。

　浴び終えた後は、長い長いキスと抱ほう擁ようの余よ韻いんで動けなかった。

　だから、ルイヤが丁てい寧ねいに拭ふいてくれて、そのまま抱きかかえられて寝室に運ばれた。

　そして──今に至る。

「あ、やぁぁぁ、また…………」

　さっきあんなにいっぱい出されたのに──二回目も、大量に精が注そそぎ込まれた。

　ルイヤが身を離すと、体を支えていた芯しんが無くなったかのように、琉妃はぐったりとベッドに身を投げ出した。

　その体を抱き起こし、ルイヤは豊かな乳ち房ぶさに顔を埋うずめた。

　快楽を得るためではなく、ただ、彼女のぬくもりを感じるために。

　柔やわらかくて張りのある肉を堪たん能のうした後、今度は口づけを求めて琉妃に顔を近づける。

　愛し合う者なら、当たり前の行こう為い──なのに、琉妃は顔を背そむけた。

「…………？」

「どうして、何も言わないんですか……？」

　琉妃の両目に涙なみだが浮うかぶ。

「私、ルクスあのひとのところにいたんですよ………………」

「………………」

「それに、私のせいで、レギーナ様も…………」

　唇を噛み締め、琉妃は顔を手で覆おおう。

　怖こわかった。

　他の男、それも敵である男の下もとにいたことを、何て言われるか。

　レギーナに言われたことが、今重くのしかかってくる。

「何もなかったわけじゃないし…………キス、されて……私、抵てい抗こうしなかったし…………レギーナ様が来てくれなかったら、そのままふらふら流されてて、きっと…………」

　懺ざん悔げするように、言わなくていいことを漏らす。

　別に、責められるいわれがないことはわかる。

　所しよ詮せんはよくある男女のすれ違ちがい、掃はいて捨てるほど世に溢あふれた話だ。

　愛する男と仲たがいして、ちょっとやさしくしてくれた男に縋すがる。

　それが女だけの咎とがであるはずがない。

　どんな理由があっても、ルイヤが自分を捨てたのは事実だ。

　レギーナが言っていたように、平手打ちの一つでもかまして、こっちから願い下げだと別れを告げる──それもきっと正しい選せん択たくだ。

　でも、できない。

　最初からわかってた。

　そして今また、思い知らされる。

　もう離れられない。どんなことがあっても、この人の傍そばにいたい。

「……わかってました。ルイヤ様が、私のこと、ずっと大事にしてくださってたこと」

　不器用な愛情でも、うれしかった。

　わかっていたから、ずっと傍にいた。

　でも──

「でも、でも、やっぱり辛つらくて──それで、私…………！」

　ルイヤの手が、頬ほおに触ふれる。

　払はらいのけるように、大きく顔を背けた。

「ルクスあのひとの傍に行ったのも、きっと、あてつけるつもりだったのかも、しれなくて…………ずっと、プリエラあのこにも嫉しつ妬としてて…………私………………」

　ポロポロと涙が零こぼれ、啜り泣きが寝室に響ひびいていく。

　何でこんなこと言ってるんだろう？

　ルイヤが連れ戻もどしに来てくれて、好きだと言ってくれて、今だってこんなに激しく求めてくれているのに。

　でも、堰せきを切ったように感情が溢れ出す。

　そんな資格、自分にはない。

「最低ですよね、私…………」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいたとき、包み込まれるように顔に触れられ、そのまま正面を向かされた。

　逃のがれる間もなく、ルイヤと目が合う。

　闇やみ色いろの瞳ひとみは、ただじっと自分を見つめている。

「先代アイツに蹴けられた」

「…………？」

「痛かった。これまでの、どんな敵の技わざよりも」

　ルイヤの瞳が遠くなる。あのとき喰くらった蹴りの痛みは、なおもその心中にわだかまっていた。

「けど、先代アイツが死んだときは、もっと痛かった」

　ルイヤの瞳に、言いようのない悲しみが宿る。あの称しよう号ごうを受うけ継ついだ日の痛みは、全てを変えてしまった。

「痛すぎて、もう何も感じなくなってた。心も、体も──どんな痛みも、どうでもよかった」

「………………」

「けど、お前がいなくなったときは──先代アイツが死んだときより、もっと痛かった」

「………………!!」

　琉妃が息を呑のむ。

　また零れ出しそうになる涙を、そっとルイヤが指先で拭ぬぐう。

「何も、始まってなかった」

　そう。

　どれだけ体を重ねても、どれだけ傍にいても──二人は、何一つ始まっていなかった。

　お互たがい本音を隠かくし合って、ただ恋こいとすら呼べない日々をすごしてた。

「どうでもいいだろ、始まる前のことなんて。でも、これからは──」

　強くルイヤが抱だき締しめてくる。白い裸ら体たいに、熱い熱がこもっている。

「……もう、二度と放したりしない」

「ルイヤ様…………」

「すまなかった。全部俺が悪い。だから、もういい」

　ルイヤはただ強く抱き締めてくる。その表情には、これまで彼が浮かべたことのない、怯おびえにも似た表情がある。



    

  
    
      　その意味は、琉妃にはすぐわかった。

　自分も同じだから。

　お互いに、離れたときの孤こ独どくを知ってしまったから。

　もう離れられないと、わかってしまったから。

　どんなことがあっても、傍にいたいから。

　言わなきゃ。

　ちゃんと、言わなきゃ。

「好き…………」

　ようやく、それだけ言えた。

　涙を零しながら、ルイヤの首に両りよう腕うでを回して、ありったけの想おもいを絞しぼり出だすようにもう一度言う。

「大好き………………!!」

　それ以上の言葉は継げなかった。

　情熱的に唇くちびるが吸われ、塞ふさがれる。

　口内に差し込まれる舌を素す直なおに迎むかえ入れ、自分も舌を絡からませていく。

　口づけは長く続き、ようやく唇が離れた後は、甘い喘あえぎが部屋に響いていく。

　離れていた時間を埋うめるように、すれ違った心を重ね合わせるように、お互いの気持ちを確かめ合うように──二人だけの時間は続く。

　ようやく眠ねむりについた頃ころ、もう夜は明けていた。

　カーテンの隙すき間まから差し込む淡あわい光が、男女の顔を照らす。

　どちらも、幸せそうな顔を浮かべて、寝ね入いっていた。

　愛し合った寝しん台だいの横の棚たなには、《禁忌の断章アスルデツキ》と、カードが三枚。

《闇黒卿ダークロード》と──絵え柄がらが戻った《黒衣の巫女アナザーシヴイル》。

　そして、想いを重ねる男女の絵柄のカード。

　独りでに浮かびあがったそれは、常に二人の心を通じ合わせる。ナンバーVI《信愛ノードウス》。





　王位継けい承しよう者がついに決まってから一週間後──〈黒こく宵しよう街がい〉には類を見ないほど、奇き妙みような光景が広がっていた。

　各地から、貴族達が集結していた。

　それこそ公こう爵しやく級も含ふくめた高位貴族達が、皆みな一様にこの小さな領地を訪おとずれる。

　領民達は皆首を傾かしげ、どうしたものかと対応に困った。

　自分達の領主が貴族の中でも変わり種で、寛かん容ようなことは知っている。

　通常の貴族であれば、それこそ気安く声もかけられない存在、街で見かければ平へい伏ふくして通り過ぎるのを待つぐらいは当然だ。

　が、しかし、街を訪れた貴族にそんな威い厳げんは皆かい無む。

　皆、心底怯えきり、貴族の放つ独特のオーラも限りなく薄うすかった。

　供も連れず、むしろ領民達の気を惹ひかないよう、地味に地味に歩いていく。

　大人達は首を傾げ、とりあえずトラブルを避さけるために来訪した貴族とは距きよ離りを取る。

　だがそんな事情など知らない子供達は、いつものように縦じゆう横おう無む尽じんに街中を駆かけ、ある者は貴族とぶつかってしまう者もいた。

　常識で考えれば無礼千せん万ばん、それこそ手て討うちにされてもおかしくないのに──

　相手の貴族から、漏もれるのは、怯えきった言葉。

「す、すまなかった!!　た、頼たのむから闇黒卿ダークロードには内密に──ほ、ほら、菓か子しでも買ってやろう！　い、いや、買わせてください!!　本当に、頼むから言わないでくれ…………!!」

　そんな懇こん願がんが、街のあちこちで漏れた。

　何があったのかととにかく首を傾げる領民を尻しり目めに、集まる貴族達は増えていく。

　最終的に彼らが集まる先は、これもまた貴族の居城とは程ほど遠とおく、これだけの人数を集めるには、到とう底てい大きさの足りない領主の館やかただった。

　館へ続く坂には人の列ができ、皆厳げん粛しゆくそのものの面おも持もちで並んでいく。

　列の進む先は、貴族の館としてはあまりに質素で平へい凡ぼんな居間。

　そして、ごくごく普ふ通つうのソファーに座る、うら若き王女。

「よく来てくれたのだ!!」

　元気に叫さけぶ少女の笑顔に、貴族達の顔は少しだけ綻ほころぶ。

　あの闇黒卿ダークロードを従える王女、どれだけの猛も者さかと思えば、見るも可か憐れんな少女。

　それでも非礼な態度をとることは許されない。

　跪ざまずき、丁てい重ちように一礼すると、王女は快活な声で顔を上げるように言った。

「頼むのは、私の方なのだ。王座に即つくとはいえ、私はまだまだ未熟。お前達に支えられてこそ、初めて治世も成り立つのだ。これからもよろしく頼むのだ!!」

　威厳とこのうえない愛らしさの同居した言葉に、思わず貴族達は笑みを浮うかべてしまう。

　長ちよう姉し、次じ兄けい──有力候補として持ち上げられた彼女達とは違ちがう何か、そして彼女達の持ち得なかった何かが、この少女にはあった。

　一人一人の貴族に、どれだけ数を重ねても疲つかれ一つ見せずに、まったく同じ言葉をかけていく。

　全ての貴族達が、何とも言えない充じゆう足そく感を得て館を出ようとしたとき、玄げん関かんに佇たたずむ白はく皙せきの青年に、気軽に肩かたを叩たたかれ、笑顔のまま恐おそろしい一言を耳打ちされる。



「裏切ったらどうなるか…………わかってるよな？」



　背筋に凍いてつくものが走り、全身が硬こう直ちよくした。そのまま思考と行動が停止する中、白皙の青年は、にこやかに拝はい謁えつの終わった貴族を外へ送り出し、次の貴族を中に招く。

「はい、お疲れ様。次の奴やつ、入れ～～」

　……そんなやりとりが幾いく度ども繰くり返かえされ、全ての貴族達が拝謁を終えた頃には、もう夜になっていた。

　軽い夕食を摂とり、行列の整理に当たっていたルイヤと琉妃も眠りの時間となる。

　先にルイヤが部屋に行き、続いて琉妃が彼の部屋のドアを叩く。

　が、それを阻はばむように、腕うで組ぐみする少女が一人。

「……何よ？」

　横からねめつけるプリエラに、琉妃は余よ裕ゆうとも取れる態度で応じる。

「さすがに今日は疲れたでしょう？　お子様は早く寝たら？」

「……ここのところ、毎日ではないか？」

　目ざとく観察する少女は、戦いが終わってから、琉妃が毎夜ルイヤの下もとを訪れていることに気づいていた。

「……それが？　というか、私の寝しん室しつは、ここよ。ルイヤ様にも言われたし」

　胸を張って答える琉妃の手には、枕まくらがない。呼ばれたときだけ寝室を訪れ、そのたびに持ち込んでいた自分の枕は、もう常にルイヤのベッドに置かれている。

　愛を確かめ合った後の朝、いつもの習慣で枕を持って部屋を出ようとすると、彼に後ろから抱だき竦すくめられ、耳元で囁ささやかれた。

「枕は、置いていけ」

　驚おどろいて振ふり向むくと、ルイヤは悪戯いたずらっぽく笑っていた。

「イヤか？」

　首を振って否定し、甘えるように首に手を回して、口づけをねだる。

　すぐに唇は塞がれ、ついでにその後もう一回戦──

「……って、そんな自じ慢まん話ばなしはどーでもいいのだ!!　お前ばっかりズルイのだ!!」

「知らないわよ、そんなの。それに、寝室が一いつ緒しよでも、毎日ってわけじゃ…………ほら、女にはできない日もあるし、ルイヤ様もそこまでがっついてないし…………でも、ただ手を繋つないで抱き合って眠るだけでも、その…………うれしいじゃない？」

　幸せオーラ全開の琉妃。

　プリエラは忌いま々いましげに、さらに見せつけられている光景に踏ふみ込む。

「最近は、風ふ呂ろまで一緒なのだ!!　どーゆーことなのだ!?」

「あ、あれは、その…………夜、汗あせ掻かいちゃったから…………私は、ほら、ルイヤ様のモノなんだから、背中の一つも流して当然でしょ？　って、そもそも何で知ってるのよ？　夜遅おそい時間よ？　ちゃんと寝なさい!!」

「夜中に目が覚めて、寝つけないから本読んでただけなのだ！　それに、ずいぶんと長風呂なのだ!!　お前はさておき、何な故ぜ闇黒卿ダークロードまでそうなのだ!?」

　琉妃は無言で目を逸そらした。

　理由は、まあ……一つしかない。

　ちょっかいを出してきたのはルイヤだが、自分も結構積極的に応じて…………汗を洗い流すはずが、逆に汗ばんで絡み合う体。

「……い、色々あるのよ！」

「何だその態度は!?　大体、お前が闇黒卿ダークロードとくっついたのは、九割方私のおかげなのだ！　感謝するのだ!!」

　ある意味もっともな指し摘てきに、さすがに琉妃も気け圧おされた。

「まあ、そうかもね。わかったわ、お礼代わりにたっぷりと私のルイヤ様のラブラブエピソードを聞かせてあげる」

　ひょいと持ち上げられ、連れていかれるプリエラ。

　本能的に、延々と続く自慢話に気づいた。

「や、やめろ、放せ!!　私は忙いそがしいのだ!!」

「遠えん慮りよしなくていいのよ？　私だって、感謝はしているもの。お礼に、大人の男女を学びなさいな」

「やだ、他ほかのがいい!!」

　ばっと飛び降り、プリエラはそのままルイヤの寝室へ。

「あ、こら…………！」

　止める間もなく彼女は室内に入り、ルイヤの下へ。

　半はん裸らでベッドに腰こしかけて読書中の彼は、奇妙な来訪者に首を傾げる。

「何だ？　琉妃はどうした？」

「うるさい、仲間に入れろ!!」

　有う無むを言わさずベッドに飛び乗り、そのままルイヤの傍そばにぴったりと貼はりつく。

「あ、あなたねぇ…………」

　追いついた琉妃はベッドに入り、プリエラを引き剥はがそうとする。

　が、彼女は小さな手でシーツを掴つかんで離はなれない。

「イヤなのだ、今日はこうやって三人で寝るのだ!!」

　意外な提案に、ルイヤと琉妃は顔を見合わせた。

　彼女だけ置いて、居間や琉妃の部屋に行くことも可能だが、小さな手は二人の服にしがみついて放さない。

　やがて、どちらともなしに諦あきらめたように息を吐はき、二人はプリエラを挟はさんでベッドに寝転んだ。

「うむ、苦しゅうない」

　後頭部は琉妃の豊かな乳ち房ぶさを枕代わりに、頬ほおはルイヤのなめらかな胸むな板いたに触ふれ、王女様はご満まん悦えつだ。

　が、大人二人はそうでもない。

「おい……このベッド、基本的にシングルなんだが」

「キツイんだけど…………何がしたいわけ？」

「うるさい!!　ならば、二人共もっとぎゅ～っと私に寄るのだ！」

　釈しやく然ぜんとしない顔で、二人は指示に従う。

　何とも寝苦しい、三人の寝ね床どこ。

　なのに王女はにこやかな顔で、眠ねむりにつく。

　良識ある者ならば、誰だれでも保護欲を刺し激げきされるその寝顔に、ルイヤと琉妃も苦く笑しようしながら眠りにつく。

　もし、三人の寝姿を見る者がいれば、抱いだく感想は一つだろう。

　そこにあるのは、どこにでもあるありふれた光景、家族そのものだった。





「貴族達の拝謁も終わり、後は戴たい冠かん式しきのみ。明日あしたなんだって？」

「ああ、今朝玄関に書状が差し込まれていた」

　ルイヤの手に、封ふう蝋ろうが施ほどこされた書状が掴まれていた。

　内容はシンプルそのもの、「戴冠式」の通知のみ。

　当然参加者はプリエラ。

　見届け人として──貴族一名。

「そして、君が付つき添そうと」

　居間のソファーに腰こし掛かけ、京きよう夜やは優ゆう雅がにカップを口に運ぶ。もっとも、姿は仮面をつけているため可憐な少年、飲むのもルイヤのコーヒーとは真逆の、純白のホットミルクだ。

「いよいよ、か。でも、あまり気負っていないね。キミ──仇討ちはやめたの？」

「ただのケジメだ。闇黒卿おれとしてのな」

「そして、他の何事にもわずらわされず、琉妃ちゃんを愛するための。中々ステキな催もよおしだ」

「うるさい、黙だまれ」

「まあ、助けがほしければ呼べば？　呼べる余裕を陛下が与あたえてくれれば、だけど」

「王党派の言うセリフじゃないな。忠義はどうした？」

　もっともな発言だが、ルイヤが言うと、また別の意味を持つ。

　京夜は笑いをこらえながら、

「王党派は、キミが潰つぶしただろ？　そしてボクの求めるのは世界の秩ちつ序じよだ。今やキミの主あるじこそが、世界を統すべるお方。次代を継つぐ方に敵対する理由はないよ」

「ものは言いようか」

「べ、別に、キミに死んでほしくないわけじゃ、ないんだからねっ」

「死ねばいいのに」

　最も早はや円熟の域に達した会話の中、京夜の興味は浴室に移った。

　夕食を終えた後、琉妃とプリエラは二人で入浴中だ。

「中々珍めずらしい取り合わせだね？　琉妃ちゃんとキミなら、泡あわまみれで組んずほぐれつもしょっちゅうだろうけど」

「お前の嫁よめと一緒にするな。あのガキが、陛下と会うのだから、隅すみ々ずみまで綺き麗れいにしたい、とさ。すでに女王気取りか」

「へえ」

　二人共、そう言いつつもおぼろげながら王女の心情を理解していた。

　途と切ぎれ途切れの水音を耳に、彼らは軽く目を閉じた。



「こら、もっと丁てい寧ねいに洗わぬか！　自じ慢まんの髪かみなのだぞ？」

「わかったわよ。まったく、手間のかかる王女様だこと」

　背を向ける王女のプラチナブロンドの髪を洗いあげながら、琉妃は苦笑した。

　今こ宵よいは女性二人で入浴──プリエラに求められるまま、琉妃は彼女の髪を洗っている。

「うむ、いい感じなのだ。苦しゅうない！」

「お姫ひめ様さま気分ねぇ。まあ、もうすぐ女王様か…………」

　一いつ瞬しゆん、琉妃の手が止まり、会話も止まる。

　しばらくして、プリエラが語り出す。

「やはり、女王ともなれば、住むところはお城だろうか？」

「そうね…………まあ、普ふ通つうに考えれば〈王都〉のお城じゃない？　よかったわね、少なくとも、今よりは大分広い部屋よ」

「うむ…………しかし、あれだ、そうなると、身の回りのことは、誰かにしてもらわねばな」

「女王様なんだから、それはさすがにそうじゃない？」

「…………ならば、侍じ女じよとして雇やとってやろうか？　これからも、私の世話をするがよい！」

　いつも元気で自信に満ちた口調──だが、琉妃はどこか遠い目になった。

「結構、よ。私がいなくても、いくらでも人手はあるでしょう？　大体、私はルイヤ様のお世話があるし」

「な、ならば、闇黒卿ダークロードも一緒に来るのだ!!　私の直属の家来にしてやる！」

「……あの方が、この街を離れると思う？」

　諭さとすように、琉妃は言った。

　プリエラは押し黙り、それきり何も言わない。

　ただ、小さな体が小刻みに震ふるえている。

　わかっていたことだ。

“〝王”〟になるということは、平へい凡ぼんな日常との乖かい離り。

　無む垢くな日々との別れ。

　親しい侍従や、街を駆かけ回った友人との別れ。

「……なさけないわね。世界を背負う者が、それ？　頼たよりないったらありゃしない」

　厳きびしい言葉は、姉が妹に背を向けるそれに似ていた。

「わかってるのだ」

　気き丈じように答えた声は、いつものプリエラ。

　琉妃は黙って、お湯でプリエラの髪の泡を洗い流す。

　その直後、プリエラは琉妃を振ふり返かえった。顔を見られる前に、琉妃の胸に顔を埋うずめる。

　体を縮こまらせて縋すがる様は、前にも見たことがある。

　母の死を招くことになったあの一件──あのときも、彼女はこんなふうに胸に顔を埋めてきた。

　だが、琉妃がしたことはあのときとは違ちがった。

　あのときは、ただそっと頭を撫なでただけ。

　今は──しっかり抱だき締しめて、頭を撫でた。



「あのガキは寝ねたか？」

「はい…………」

　京夜が帰り、プリエラも自室で眠っている。

　ルイヤと琉妃は──愛し合った後の、余よ韻いんの時間の中にいた。

　身を起こし、裸はだかで抱き合いながら、ゆったりと甘い会話を交かわす。

「止めないんだな、明日のこと。泣なき叫さけばれて止められたら、どうしようかと思っていたが」

「そんなこと……しません」

　指先でルイヤの胸をなぞりながら、琉妃が呟つぶやく。恋こい人びとの首に腕うでを回し、甘ったるい声で、それでも確固たる意志を秘ひめて告げる。

「あなたは、明日のために生きてきた。そうでしょう？」

「………………」

　そうかもしれない。

　眼前の女性に出会うまでは。

「私が好きになったのは、先代を慕したって、復ふく讐しゆうに燃えるあなた。全部ひっくるめて、あなたですもの。今さら言うことなんて、何もないです…………」

　やさしく包み込むように微笑ほほえみかける顔は、母のようでもあり、姉のようでもあった。

　所しよ詮せん男とは、女の前では子供なのだろう。

　ルイヤは苦笑し、そっと琉妃の額ひたいに口づけする。

「いい女だな、お前は」

「今いま頃ごろ気づかれたんですか？」

　笑い合い、今度は唇くちびるを重ねる。

　その間も、手は固く握にぎり合う。

　放さないように、離れないように。

　たとえ、敵がどんなに強大であっても。





「行くか」

「うむ！」

　朝方、二人の主従は、手を繋つないで館やかたを出た。

　向かうは〈王都〉。迎むかえるは戴冠式。

　坂を下り切った後、ルイヤは空に向けて届けられた羊皮紙の書状を放つ。

　宙に舞まった書状を中心として、空が、空間が歪ゆがんだ。

　歪いびつな虚こ空くうの彼方かなたから、唸うなりをあげて二頭の漆しつ黒こくの巨きよ馬ばに引かれた馬車が降り立った。

　御ぎよ者しやはおらず、ただ貴族の使い魔まに似た馬自身がその馬車を率いる。

　乗れ──そう言いたげにこちらを見る馬に、ルイヤ達は頷うなずき合い、馬車に乗り込む。

　馬車は道なき空を翔かけ、再び虚空の彼方へ吸い込まれた。

　程ほどなくして、車体の揺ゆれが収まり、ルイヤ達は到着を認識した。

　無言で馬車から降りると、そこから一直線に豪ごう奢しやな赤絨じゆう毯たんが敷しかれていた。

　手を固く繋ぎながら、彼らは進む。

　やがて、頭上からかすかな光が差し込んでくる。

　どこにあるとも知れぬ天てん井じようから差し込む、精せい緻ちなステンドグラスを透とおした光。

　幻げん想そう的なその光に照らされる玉ぎよく座ざに、それは腰掛けていた。

“〝王”〟。

　裏地を赤に染め上げた漆黒のマントを背負う君臨者は、数段高い位置にある玉座から、その跡あと継つぎと反逆者を見下ろしている。

「よくぞ来た。さっそく戴たい冠かんの儀ぎを…………と言いたいが、まずはそこの反逆者の始末が先だ」

「ああ。王座も冠かんむりも、俺が力ずくで奪うばいとって、プリエラに渡わたす」

　王女をその場に残し、ルイヤだけがゆっくりと“〝王”〟に向けて進む。

「痴しれ者ものが。まだ、くだらんことに囚とらわれているか？」

「……いや、不思議と、もう大して恨うらんじゃいない。というか……どうでもいい。お前なんて」

「少しはマシな顔つきになったな」

“〝王”〟のお褒めの言葉に、ルイヤは苦笑した。

　恨んでいないのなら──何な故ぜ挑いどむのか？

　琉妃との愛を成じよう就じゆさせる──無む論ろんそれもある。

　だが、本当に望んでいるのはきっと──過去の清算。

　全てに決け着りをつけ、本当の意味で、自分自身の脚あしで歩いていくための。

　もう、先代アイツによりかからなくても、歩けることを証明するために。

「勝てるか、余よに？」

「仮にも、先代アイツを斃たおした相手──そう簡単にいくとは思っちゃいない。だが、それで怯ひるむようなら、最初から挑んじゃいない」

「斃していない」

　思わぬ言葉に、ルイヤが立ち止まる。

　だがすぐに肩かたを震わせて笑い、歩き出す。

「今さら何を言っている？　俺は確かに見た……心臓を抉えぐり取られる先代アイツを。お前が殺した」

「殺していない」

　なおも“〝王”〟は淡たん々たんと告げる。

　さすがにルイヤも顔をしかめ、歩調を強める。

「だから、何を…………先代アイツはお前と戦った。そして負けた。認めたくないが、事実だ。だからこそ俺は…………!!」

「負けてねーし」

　ルイヤが玉座に続く短い階段を上る途と中ちゆう、その言葉は放たれた。

　聞き覚えのある声。

“〝王”〟にそぐわぬその口調。

　懐なつかしささえ漂ただよわせる声こわ音ね。

　しかも、ごく最近──耳にした。

　ルイヤは愕がく然ぜんと“〝王”〟を仰あおいだ。

　これまでは、翳かげに隠かくれて見えなかった君臨者の顔が、今ははっきりと目に灼やきついていた。

「俺は負けてない」

“〝王”〟はそう言った。

　先代の声で。

　先代の顔で。

　あの日と変わらぬ男が、見下ろしていた。

　唯ゆい一いつの違いは、銀ぎん髪ぱつではなく黒くろ髪かみであること。

　そして、“〝王”〟と呼ばれるにふさわしい──傲ごう岸がん不ふ遜そんな貫かん禄ろくを身につけていること。

「何で…………？」

　上り終えかけた階段を、ルイヤは後じさった。怯おびえにも似ていた。

「あのとき、俺は負けていない。しいて言えば──引き分けだ」

「…………!?」

「“〝王ヤツ”〟は俺の心臓を抉り取りはしたが、“〝王ヤツ”〟自身も限界だった。さすがに、俺の飛翔式断罪デイルグゲイターを、三連発で同じ場所に喰くらったのはキツかったらしい」

“〝王”〟──そして先代でもある男は、そっと自身の胸むな元もとを撫でる。

　彼の死力を尽つくした蹴けりは、確かに世界の頂点に届いた。

　それでもその場で斃れず、ルイヤの下もとに向かった自分を追い、心臓まで抉り取ったのは、“〝王”〟の矜きよう持じゆえか。

「どうした？　斃すんじゃないのか？　“〝王おれ”〟を？」

「違う…………そんなこと、あるわけ…………！」

　ルイヤはさらに後じさる。

　全てが、これまで彼を支えてきた全てが、崩ほう壊かいしようとしていた。

「何で…………!?　生きてたなら、どうして!?　俺は、ずっと…………!!」

「知るか。こっちは、いつ気づかれるか、結構ビビッてたんだがな。かたっくるしい“〝王”〟っぽい口調だの、照明の具合だのでごまかしてきたが、な。さすがに側近だった刻大公クロノ・デユークのジジイあたりには見破られそうだったんで、距きよ離りをおいていたが。肝かん心じんのお前は……案外気づかなかったな。よほど目が曇くもってたな、無駄な復讐とやらで」

「………………!!」

　そう──確かに無駄だ。

　全てが、これまで歩んできた全てが、灰かい燼じんに帰そうとしている。

「じゃあ、あれは…………《牢獄プリズン》にいた、お前は!?」

「過去の俺だろう？　大体、俺そのものじゃない。でかくなったくせに、何をほざいているのやら。で、どうした？　戦らないのか？」

　嘲あざけりを含ふくんだ声に、憧あこがれをも尊敬をも超こえた存在の崩壊を前に、ルイヤはただ茫ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　今にも倒たおれ伏ふしそうな彼に檄げきを飛ばすように、後方から声が届いた。

「では、貴様は何なのだ!?　そこは玉座、貴様のような者が座っていい場所ではない！　陛下がすでにおらぬというのならば、なおさらのこと私が座るべき場所。“〝王”〟を騙かたる不届き者、今すぐ去れ!!」

　いつしかプリエラも玉座に近づいていた。

　蒼そう白はくのルイヤとは対照的に、威い風ふう堂どう々どう、“〝王”〟の称号なを継つぐにふさわしい威い厳げんを以もつて彼女は言う。

　ルイヤを守るように見えるその雄お々おしい姿に、“〝王”〟は微び笑しようした。

「勇ましいな……コイツより、よっぽどいい。だがな、ここに座る権利なら、俺にもある。というか──一いつ般ぱん常識で言えば、お前よりもはるかにあるはずだが？」

「………………!?」

「年功序列は愚おろかな制度かもしれんが、さすがに一番上と一番下では、どう考えても俺の方がその資格があるだろう？」

　愕然とルイヤとプリエラは“〝王”〟を仰ぎ見た。

　まさか──コイツ!?

　疑問に答えるように、“〝王”〟は親指で己おのれを指した。

「俺が『長ちよう兄けい』だ」

「何だと…………!?」

　馬ば鹿かなと一いつ蹴しゆうしたい……しかし、その発言を聞いた瞬しゆん間かん、プリエラは確信していた。

　眼前にいるのが、己の兄だと。

　共に王族としての宿命を背負わされ、生まれ落ちた存在なのだと。

「死んだ、と聞いたぞ…………!?」

　己の心に逆さからい、あえて問いかけるプリエラ。

“〝王”〟、先代、長兄──数あま多たの名を持つ男は、微笑しながら答えた。

「死んださ。『長兄』としての俺は、ずっと昔に。闇黒卿ダークロードの称号なを継いだ瞬間にな」

「どういうことだ!?　何故王族の貴様が、貴族になど!?」

「かつての世界では、よくある話だ。王族を、あえて貴族に──臣下に堕おとして継けい承しよう権を失わせる。かわりに、世界の安定を図はかる。“〝王”〟の補ほ佐さに回したり、貴族間の分ぶん裂れつを回かい避ひさせたり──使い道はいくらでもある。もっとも、俺以外の王族は、そんなこと考えもしなかったようだがな。“〝王ヤツ”〟自身も」

「ならば何故!?　貴様は、何故あえて貴族に身を堕とした!?」

「“〝王ヤツ”〟が気に食わなかった。それだけだ。だから、先代の闇黒卿ダークロード──お前の後見人にとっては、先々代にあたる貴族が死んだとき、その称号を継いだ。幸さいわい、俺には資質があったようでな。継ぐことができた。そして、“〝王”〟に挑んだ」

　説明はこれで終わり──そう言わんばかりに、“〝王”〟は立ち上がった。

　その右手には、笏しやくが握にぎられていた。豪奢な宝ほう飾しよくを施ほどこした、まさに王権を象しよう徴ちようするにふさわしい、王おう笏しやく。

　これこそが──

「俺の七大王器レガリアピースだ。さあ『妹』──戴たい冠かん式しきの始まりだ」

　冷たく射い貫ぬくような視線に、プリエラは身を震ふるわせた。

　もとより、平へい穏おん無事に王位の禅ぜん譲じようが行われるなどとは思っていない。

　しかしこれはあまりにも──

「どっちが“〝王”〟にふさわしいか──本当の王位継承戦だ。おっと、お前は代理を立てるんだったな。しかし、見る目がないな──もう負けているような奴やつに」

　侮ぶ蔑べつを含んだ言葉に、間ま違ちがいはなかった。

　立ち尽くすルイヤは、すでに戦う以前の問題だった。

　顔から全ての表情が消え、ただ茫然と立ち尽くす。

　琉妃を失ったときと同じ、いや、それよりもなお深い絶望がここに。

　追い求めた存在が、最後の──そして最大の敵。

「何で…………」

　口を出た言葉は、哀あい願がんに似ていた。

“〝王”〟であり、長兄であり、先代であり、そして敵である男は、無言で近づいた。

「死ね」

　それが、不ふ肖しようの跡あと継つぎへの最後の言葉。

　打ちのめされるルイヤの心。

　そして、体も砕くだく一いち撃げきが叩たたき込まれた。

“〝王”〟が跳とんだ。

　高く、高く──そして高速でルイヤへと!!

　伸のばした右みぎ脚あしが描えがくのは、紛まぎれもなく蹴りの形。

　世界に君臨する男が、今その全力で以てルイヤの胸を穿うがつ!!

「闇黒卿ダークロード!!」

　プリエラの叫さけびは届かず、ルイヤはまともに“〝王”〟の一撃を喰らった。

　これまでの敵の攻こう撃げき全てを超える一撃に、ルイヤの口から血ち飛沫しぶきが飛ぶ。

　膨ぼう大だいな衝しよう撃げきは、全身のあらゆる部位に浸しん透とうし、骨を砕き、肉を裂さき、服を破き──さらには、《禁忌の断章アスルデツキ》を破は壊かいした！

　そのままはるか後方まで吹ふっ飛とばされ、白はく皙せきの貴族は床ゆかに落下する。その周囲に、ケースを失ったカードが舞まい散る。

　ほぼ人型に刻まれた床の残ざん骸がいは、奇くしくもかつての“〝王”〟と──闇黒卿ダークロードの戦いそのまま。

「あ、ああ…………」

　プリエラは茫然とルイヤの飛ばされた先を見つめる。

　完全なる敗北。

　そうとしか言えない在り様に、少女はその場に膝ひざを突つく。

「終わったな。だが、別に代理でなくとも、お前自身でも構わない。来いよ」

　兄はそう告げ、傲ごう然ぜんと玉ぎよく座ざに座る。

　しかしプリエラはそれを仰ぎ見ることなく、ただルイヤの下もとへ駆かけ寄よった。

　たとえ生きていたとしても、心も体も無む惨ざんに打ちのめされた彼に、何ができる？

　プリエラも、それはわかっている。

　それでも、駆け寄るしかなかった。

　離はなれていく妹を遠目に、“〝王”〟は深く玉座に腰こしかけて目を閉じ、遠き日のことに思いを馳はせた。



　かつての先代の“〝王”〟との戦い──あの結果に、悔くいはない。

　自分の身はどうあれ、少なくとも敵は討うち果たした。

　そして幼き日のルイヤを救った直後、心臓を抉えぐり取られ、意識は闇やみの彼方かなたに沈しずんだ。

　終わったと思った。

　それでいいと思った。

　なのに──気がついたら、〈王都〉に、〈“〝王”〟の間〉にいた。

　何な故ぜ──そう思うと同時に、体の異状に気づいた。

　自分のものではない。手も腕うでも顔も、全てが違う。いや、これ──憎にくむべき“〝王ヤツ”〟の──！

　──くれてやる。

「なっ…………!?」

　頭の中に、声が響ひびいた。

　──口くち惜おしいが、引き分けと言ったところか……貴様の一撃、確かに余に届いた。が、貴様も終わりだ。

「はっ……お前を道連れなら悪くねぇな。だが、何故こんな…………!?」

　──この体、お前にやろう。

「………………!?」

　──心臓のみは、お前の物と入いれ替かえた。これが「カガク」の御み業わざよ。人の「魂たましい」なるものが、どこに宿るか──それは「カガク」とて明らかにできなんだ。しかし、その象徴たる部位を他に移し替えることで、貴様の存在を留とどめることはできる。長兄よ、我われの体を使い、お前が“〝王”〟となれ。時はかかるが、やがて心臓が完全に馴な染じむ頃ころ、この体はその外側も中身も、完全にお前のものとなろう。

「誰だれが、んなこと頼たのんだよ!?　お前は、いつもそうやって…………!!」

　──最初から、余の後継ぎは、お前と決めていた。お前は……他の王族より早く生まれすぎた。「システム」はすでに歪ゆがみ、微び妙みように狂くるい始めている。所しよ詮せん、人の世の仕組みを、「カガク」で制せい御ぎよすることはできない。いずれ、システムも止まる。元よりそう定められていた。

「シス……テム…………!?」

　愕がく然ぜんとする中、周囲を取り囲む駆く動どう音に気づいた。漆しつ黒こくに囲まれて、貴族にすら全ぜん貌ぼうを晒さらさない〈王都〉──今、その真の姿がおぼろげながら感じ取れる。

　膨大な機械の群れ。

　点てん滅めつする光こう芒ぼうと、自動的に動き続ける歯車こそが、世界を支える要かなめ。

「これは…………」

　──かつて世界は滅ほろびた。だが、再生のための備えはあった。人の歴史をなぞるように、王制を敷しき、貴族を選び、平民を支配する。二度と滅びぬよう、わずかばかりの「カガク」の使用を貴族に許し、少しずつ、少しずつ世界を復興させる。だが、所詮は赤子が歩けるまで手を引くような、かりそめの仕組み。幾いく世代か後のち、この仕組みは途と絶だえ、真に己の足で人は歩き出し、王制は失われる。もっとも──余はそれを待てず、全ての力を余に集め、より安定した世界の構築に努めたが。

「何を偉えらそうに！　お前は、ただ世界を自分のものにしたかっただけだ。そのために闇黒卿ダークロードを使い、裏切ったから殺した。自分を愛した女をな」

　──そして、その女を愛したお前は、自みずから王族の位を捨て、闇黒卿ダークロードの称号なを継ついだ。愚かなことだ……放ほうっておいても、いずれ世界はお前のものになるというのに。

「ざけんなよ……テメェだけは…………!!」

　──安心しろ、もう、お前は目的を果たした。だが、余はそもそも勝ち負けの次元で生きてはおらぬ。余にとって「勝ち」があるとするならば、それすなわち治世をつつがなく終えること。治世の終わりとは、優ゆう秀しゆうなる跡継ぎにその役目を託たくすこと、それに尽つきる。そして、余は跡継ぎを得た。余を斃たおした貴様こそ、まさにそれにふさわしい。

「誰がやるかよ!!　忘れたのか、俺はそれが嫌いやで王族を捨てたんだぜ!?」

　──だが、お前はわかっている。「長兄」ゆえに。たとえ人が平等であっても、誰かが人をまとめなくてはならないと。この世界にはまだ、“〝王”〟が必要であると。たとえ余が「悪」であっても、“〝王”〟がなくなれば、より大きな混乱に世界が包まれると。そして今、世界を支えられる器うつわを持つ者はお前だけだ!!　仮に他の王族が生まれていたとしても、“〝王”〟たる者は、最も強く優すぐれた者でなくてはならぬ。わかっているはずだ、お前には。

「………………!!」

　──お前は見捨てられぬよ、世界を。たとえ自分の死には耐たえられても、お前は世界を見捨てられない。あの子供を救ったようにな。

「お前………………！」

　──あの子供……よい目をしていた。当たり前か、余が認めたお前が認めた者なのだからな。お互たがい、跡継ぎには恵めぐまれたらしい。

「黙だまれ…………お前だけはマジで殺す…………!!」

　──もう死んだと言っている。そして殺したのは、他ほかならぬお前だ。じきに、余の意識も消える。だがその前に……笏をとれ。お前の七大王器レガリアピースを。

　気がつけば、眼前にはかつて捨てたはずの王族の証あかしがあった。

　──それの持つ力は、「代理」。長ちよう兄けいたるお前は、余に万が一のことがあった場合、世界をまとめる義務がある。図はからずも、貴様は自身の反逆によって、その役目を否いやが応でも背負うことになった。さあ、手にとれ!!



　──追つい憶おくの果てに、“〝王”〟は、ゆっくりと目を開いた。

　見下ろせば、全身から血を噴ふき出して、ボロボロの青年が這はうような足取りで、こちらに近づいていた。

「おかしいな……全力で蹴けった。死んだはずだが？」

　血ち塗まみれの左手に、二枚のカードが握にぎられていた。

　一枚は、次兄の力を吸い取ったカード──ナンバーＸＸ《勅命ドミネート》。

“〝王”〟の強制力、従わせる力を行使したそのカードが起こしたのは──新たなカードの誕生。

　二枚目のカードは、ナンバーＸ《不死ノスフエラトウ》!!

　浮うかび上がる醜しゆう悪あくな不ゾ死ン者ビの絵え柄がらに、“〝王”〟はルイヤの戦略を悟さとった。

「なるほどな……貴様、次兄のカードで死侯爵デスマークイスの力を一時的に奪うばい取り、カードに変えたな？　だが、所詮はかりそめ、『死』を免まぬかれるだけの力と見た。しかも、傷はまったく癒いえていない……まさに死なぬだけか。おや、もう絵柄が薄うすくなっている。まさに一回きり、死ぬことを回かい避ひするだけのカードか」

　言っている間にも、《不死ノスフエラトウ》は絵柄が消え、白ブ色ラ無ン地クに変わっていく。

　その一方で、ルイヤの体はボロボロのまま、いや、そもそも落下の衝撃もあり、ルイヤの左ひだり脚あしは──折れていた。攻撃の軸じくとなる武器の破壊。

　そもそも歩行すらできぬはずの彼に肩かたを貸し、ここまで連れてきた者がいた。

「掟おきてを犯おかした者の片割れか。手間が省はぶけたな」

　ルイヤを支えるのは──琉妃。

“〝王”〟を前にしても、彼女は確固たる意志を以もつて愛いとしい者を支える。

「《牢獄プリズン》に入れ、同行していたか。それもいい。だが、下しも僕べ一人を従えたところで、俺には勝てない。折れたその脚で、何ができる？」

　琉妃は無言で《武装アームズ》のカードを閃ひらめかせる。

　発動した武具は、琉妃ではなく──ルイヤへ！

　左脚を覆おおう強きよう靭じんな足甲こうが、彼の折れた脚を支える。

　そしてルイヤは、よろめきながら構えを取る。

　左脚を軽く曲げ、相手に突き出すように。

　右手は優ゆう雅がに胸に当て、左手はそっと、女性をダンスに誘さそうように“〝王”〟へ差し出す。

　周囲の床に散らばるのは、《闇黒卿ダークロード》《武装アームズ》《暴力フオース》《制御ルール》《闇オフエル》──発動する超絶札技エクストラ・コンボ。

　始まるのは、最強の威い力りよくを持つ技わざに必要な時間──絶殺執行猶予アブソリユートツアヴアル。

「お前の編み出した札技コンボか──だが、勝てるか？」

「勝つ!!」

　雄お々おしく答えたのは、琉妃と同じくルイヤの傍かたわらに立つプリエラ。

「私も己おのれの命を賭かける。“〝王”〟になる者としてな!!」

　ルイヤの右手に、四枚のカードが閃く。

《聖統なる女王フエイテツドクイーン》《真理エメト》──そしてバシリッサの残したカード、《祭祀リチユアル》に──《業火プロミネンス》。

　レギーナの残した知識が、《祭祀リチユアル》のカードの意味をルイヤに囁ささやく。

　それは楔くさび。

　長ちよう姉しの統とう率そつ力を以て、全てのカードを束ね、札技コンボへの参加を可能とする力。

《業火プロミネンス》すら内に取り込み、ルイヤの左脚がさらに禍まが々まがしい黒い光を放つ。

　さらにそれを──《聖統なる女王フエイテツドクイーン》で、限界まで強化!!

　絶ぜつ叫きようし、ルイヤと同様に吐と血けつしてボロボロになりながらも、プリエラは膝ひざを折らず立つ！

「見み事ごとだ、妹。だが、わざわざ待ってやる必要はない」

　王おう笏しやくを振ふりかざし、投とう擲てきする“〝王”〟。

　矢よりも迅はやいそれは、確実にルイヤの心臓を狙ねらっていた。

「《暗ワ黒ー星ム》!!」

　琉妃がかざすのは、ナンバーＸ《暗ワ黒ー星ム》。カードから生じた漆黒の球体が、ルイヤを守るように立たち塞ふさがる。

「ほう」

　王笏はそのままマイクロブラックホールに吸い込まれ──姿を消す。

“〝王”〟は苦笑し、右手を軽く振った。

　すると、天てん井じようから消失したはずの王笏が舞まい降おりてくる。

「そんな…………!!」

「ここは〈“〝王”〟の間〉。いわば我が〈領地フイーフ〉。まして、七大王器レガリアピースを失うことなどありえん。が……さすがに、飛び道具では不確実か。直接出向こう」

　歯は噛がみする琉妃に対し、玉ぎよく座ざから立ち上がり、“〝王”〟はチャージ中で動けないルイヤの下もとへ。

　それを阻はばむために、琉妃の新たに掲かかげた《獅子王レグルス》から、漆黒の使い魔まが躍おどり出でて、“〝王”〟の前に立ち塞がる。

「レグルス…………」

　かつての使い魔に、“〝王”〟が寂さみしげな視線を送る。

　愚おろかな。

　勝ち負け以前に、力の次元が違うのに。

　牙きばを立てて噛みつかんとする口に、“〝王”〟は爪つま先さきを叩たたき込む。

　ほぼ全ての牙をへし折られ、さらに踏ふみしめられるレグルス。

　それでも、瞳ひとみは力を失わない。

　ただ少しでも主あるじの時を稼かせぐため、折れた牙で“〝王”〟の脚に喰くらいつく。

「俺より手て懐なずけたか」

　跡継ぎの功績に苦笑しつつ、“〝王”〟はレグルスの体を蹴け飛とばす。床ゆかに投げ出された巨きよ体たいは痙けい攣れんし、それきり動かない。足止めも、これが限界だった。

　チャージ終しゆう了りようには到とう底てい届かない時間──だが、再びルイヤを見たとき、“〝王”〟の顔色が変わった。

　ルイヤの手は、また新たなカードを握っていた。

　ナンバーＸ──《時空クロノス》。

「刻とき」を歪ゆがめ、本来はまだかかるチャージを限界まで短縮。

　余波で周囲の空間を大きく歪ませながら、ルイヤはその左脚を深く床に減めり込ませ、必死に己を支える。

　だが、あとわずか、あとわずかに時間が足りない。

「終わりだ」

　近づく“〝王”〟──その足取りが止まった。

　ふらつく体、眩暈めまい、頭痛、さらに刺さすような痛み──まさか、この俺が!?

　愕がく然ぜんとしたとき、琉妃のかざすカードが目に入った。

　ナンバーＸII《鎖縛バインド》とＸＶ《病イ魔ル》。そしてナンバーIV《王権ラシユト》。

　痛みを伴ともなう拘こう束そくと体調不良を引き起こすカードを、“〝王”〟自身から賜たまわったカード力で効果を持続させ、少しでも長く“〝王”〟の歩みを止める！

「小ざかしい…………!!」

　体内にわだかまる痛みと倦けん怠たい感を吹ふき払はらい、“〝王”〟は今度こそその脚でルイヤを仕留める。

　顔面を目がけての跳とび蹴げり。

　見事に決まった一いち撃げきが、ルイヤの頭を爆はぜさせ──

「貴様…………！」

　足元の空くう虚きよな感かん触しよくに、“〝王”〟は不発を悟った。ルイヤは確かに視線の先にいる。

　だが、距きよ離りを見誤った。彼がいるのは、まだ数歩先だったのだ。

　わずかな誤算──いや、これも敵の手の内。

　琉妃の手に光るナンバーＸ──《月蝕イクリプス》！

“〝王”〟であれば、このような小ざかしい技にはかからず、都つ合ごうのいい幻げん覚かくに溺おぼれることなど、通常はありえない。ただ、《病イ魔ル》のもたらしたかすかな停てい滞たいが、ほんの少しだけ心に隙すき間まを与あたえたのだ。

　全てのカードの力を総動員し──左脚に力を込めるルイヤ。

　数あま多たのカードを駆く使しし──それを守る琉妃。

　今ついに、チャージを終え、ルイヤの左脚がその力を解き放つ!!

「昔──一人の男がいた」

　左脚に宿る膨ぼう大だいな負の力をたぎらせ、ルイヤは滔とう々とうと語る。

「たった一人で“〝王”〟に立ち向かい──その人生の最さい期ごまで、誰だれかのために戦い続けた男がいた」

「だがその男はもういない」

“〝王”〟もまた、構える。後はただ、迎むかえ撃うつのみ。

「そうだな…………もういない。だから、俺がいる」

　ルイヤの瞳に、形容しがたい寂せき寥りようが宿る。

　追い続けた存在は、幻まぼろしだったのかもしれない。

　復ふく讐しゆうに逸はやった日々も、何もかもが。

　それでも。

　もう、たとえ彼がいなくても──守るべき者がいるから。

　戦う理由が、できたから。

　全てを振り切るように、ルイヤは床を蹴った。

　どことも知れぬ天井に届くほど、高く高く──

「来い……受けきってやる!!」

　そしてルイヤは瞬またたきよりも迅く、落下した。漆しつ黒こくのエネルギーを撒まき散ちらしながら、その左脚に、全てを込めて。

「堕天式断罪ナフアルゲイターァァァァァァァァァァァァッッッッッッッッッッッッッッ!!」

　全身全ぜん霊れい、全てを込めた最後の踏み蹴り。

　もう二度と立ち上がれなくなってもいい。全ての力を失ってもいい。全てのカードを失ってもいい。

　だから──だから!!

　靴くつ底ぞこが、“〝王”〟の胸に減めり込む。

　加速する力に押され、ルイヤの体ごと後方に下がっていく“〝王”〟。

　受け止める。それでも、“〝王”〟は全てを受け止める。

　ルイヤの両目に涙なみだが滲にじむ。

　もう…………いい。

　もう、斃たおれてくれ。

　これ以上、これ以上、お前を──!!

　視界が滲んで見えなくなる前に、“〝王”〟と目が合った。

　見つめる瞳は、何一つ変わっていなかった。

　あの日と何一つ。

「強くなったな」

「お前…………!!」

　やっと気づいた。

　どうして、あんなに容よう赦しやなく振る舞えたのか──かつて救った少お年れの心を打うち砕くだき、殺す気で蹴れたのか。

　信じていたからだ。

　必ず立ち上がって……こうすると。

“〝王”〟の体から、力が抜ぬける。かつて自分が“〝王”〟を斃したように、また歴史が繰くり返かえされていく。

　微笑ほほえみの中、“〝王”〟はかつての自分を思い出す。

　あの日、“〝王”〟になったときの、最後の記き憶おくを。



　先代の“〝王”〟は最後にこう語りかけた。

　──この体が完全に馴な染じむ頃ころ……他の王族も生まれてこよう。争うその者達、最後に勝ち残った者を、お前が斃せ。言っておくが、手加減などできぬぞ？　自死も選べぬ。貴様は全ての弟と妹を殺すことで、ようやく解き放たれるのだ。そうでなくば、お前はシステムに真に“〝王”〟と認証されん。残った二人が、全力で殺し合い、残った者を“〝王”〟とする。それが、余も辿たどった“〝王”〟への道のりだ。そしてそのときこそ、お前の治世が始まる。好きに支配しろ。余の所業が気に入らぬならば、それを否定するお前の時代を築け。

「はっ……筋書きでも書いたつもりか!!　笑わせるな、未来まで、お前の思う通りになると思うな！」

　返事は無かった。

　それきり“〝王”〟の声は途と絶だえ、完全に消え去った。

　姿も形も見えない、声だけなのに、何な故ぜか満足げに笑っている──そんな印象を受けた。

　満足──ではあったのだろう。

　少なくとも、自分の跡あと継つぎを得たのだから。

　苦く渋じゆうに満ちた顔で、かつて闇黒卿ダークロードと呼ばれた者は──長ちよう兄けいは──新たにしてかりそめの“〝王”〟は、王おう笏しやくに手を伸のばす。

　わかっていた。世界の安定には、何が必要なのかを。

　予感していた。今となっては先代と呼ばれるべき“〝王”〟の言葉どおり、やがて生まれ出る弟と妹達が、王族の宿命に沿って殺し合い、残った一人が自分の下もとを訪おとずれることを。

　同時に、小さな、ほんの小さな、希望とも呼べない光が胸に灯ともっていた。

　どんな形であれ、生き延びた。

　ということは──いつかまた、あの少年と、自分が救い、救われたあの跡継ぎと出会う。

　王族同士の戦いが始まる頃には、きっと自分と同じ年とし頃ごろに成長している。

　それを想像すると、何故か顔が綻ほころんだ。

　悪くない。

　世界の歯車として、ただ安定させるためだけにかりそめの“〝王”〟を演じるとしても、また会えるなら──悪くない。

　そして今、たくましく成長した彼は、ここに。

　妹を引き連れ、自分が全力で挑いどんでもけして負けずに立ち上がるぐらい、立派になって。

　なっ？

　言った通りだろう、“〝王”〟？

　未来まで……お前の言った通りになりはしない。

　俺はただの繋ぎ。最初から、選ばれるべきじゃなかった。



「ルイヤ様ァァァァァッッッッ!!」

　琉妃の絶ぜつ叫きようが〈“〝王”〟の間〉に響ひびく。

　蹴り抜くルイヤと、受ける“〝王”〟。

　絡からみ合う二人の攻こう防ぼうは、ちょうど玉ぎよく座ざで終わりを告げた。

　臨界を迎えた漆黒のエネルギーが爆ぜ、火柱のように黒い奔ほん流りゆうが玉座の辺りから飛び放たれる。

　栄光ある君臨者の椅い子すが破は壊かいされ、そこはただの瓦が礫れきと化した。

　舞まい散る粉ふん塵じんの中、琉妃とプリエラは立ち上がる人ひと影かげを見た。

“〝王”〟。

　二人の顔に絶望が浮うかぶ。

“〝王”〟はよろめきながら、近づいてくる。二人は共にその場に膝ひざを突つくが、歩み寄る“〝王”〟の表情に、敵意はなかった。

　傷だらけで、血ち塗まみれで、ボロボロで…………ただ、妹を、プリエラを目指す。

　動けないでいるプリエラに、そっと王笏を手て渡わたす。

　プリエラは、はっとそれを受け取る。

　そして“〝王”〟は──震ふるえる手で、妹の頭にそっと華か麗れいな王冠テイアラを載のせた。

　世界を統治する者に足る豪ごう壮そうさと、可か憐れんな少女が被かぶるにふさわしい、数多の宝石を彩いろどった王冠テイアラ。

　戴たい冠かんの儀ぎ──ここになる。

　自分を見つめ、頭に手を置くやさしい瞳ひとみに、プリエラは思わず叫さけんでいた。



    

  
    
      「お兄様…………!!」

「……しっかりな、妹。つれぇぞ、“〝王”〟って…………？」

　震えながら、目に涙なみだを溜ためてプリエラは頷うなずく。

「けど、まあ……大だい丈じよう夫ぶか。お前なら。一人じゃない、しな」

“〝王”〟は微笑ほほえみ、琉妃に視線を移す。

　琉妃は、姿勢を正して彼と対たい峙じする。

　愛する男が、追い続けた人は、それにふさわしい人だった。

　きっと、彼は最初から斃されることがわかってた。あえて“〝王”〟を演じて、ルイヤの憎ぞう悪おを一身に受けることで、彼の生を支えた。それが必要なくなったときは、最後の「敵」として、その前に立った。

　そして今、敵として敗れ、さらに、まだ彼のために。

「アイツのこと──頼たのむわ」

　世界で一番偉い大だいな男に言われ、琉妃は誇ほこらしげに答えた。

「はい………………!!」

“〝王”〟は笑みを深くし──そのまま斃れた。

　駆け寄る二人だが、本当に駆け寄るべき人物が、瓦礫の中から立ち上がる。

「ルイヤ様……!!」

「琉…………妃？　いる、のか…………？」

　ふらつく足取り……しかし、おぼつかない足取りの理由は、それだけではない。

　黒い髪かみ、舞い散るブランクのカード、そして黒いものの、闇やみ色いろの輝かがやきとは程ほど遠とおい瞳。

「まさ、か…………目が!?」

「らしい、な。元々……先代アイツからもらったんだ。貴族じゃなくなれば──力を使い果たせば、こうなる。覚かく悟ごしてた」

　勝利の代だい償しようは、それだった。貴族になることで光を得て、貴族でなくなることで、それを失う。

　しかし、それでも失わないものがある。

　駆け寄る琉妃を抱だき締しめながら、ルイヤは囁ささやく。

「いいのか……？　もう貴族じゃない」

「どうでもいいです、そんなの…………！」

　琉妃は目に涙を浮かべながらも、はっきりと言う。

　貴族を愛したわけじゃない。愛した人が、たまたま貴族で、今そうでなくなった。それだけだ。

「見えないからな……きっと、今まで以上に手間がかかるぞ？」

「いいです……お世話させて………………」

「楽しみが減るからな。これまで以上に、求めるかもしれないぞ？」

「いいです…………いっぱい抱いて………………！」

「見えなくて、不安で、嫉しつ妬と深ぶかくなって…………放さなくなるかもしれない」

「いいです…………ずっと、ずっと抱き締めてて…………!!」

　強く、強く琉妃が抱きついてくる。

　ルイヤもまたそれに応こたえ、力強く彼女を抱き締める。

　二度と放さないように、離はなれないように。

　全てを終えた男女を、次代の“〝王”〟が見つめていた。

　ネックレス、指輪、鎖くさり、腕うで輪わ、イヤリング、手て袋ぶくろ──そして王笏。

　全ての七大王器レガリアピースが揃そろい、王女は、いや女王は、高らかに宣言する。

「これより、私が“〝王”〟だ。散っていた者達と、偉大な長兄の御み名なにおいて、ここに誓ちかう！　皆みなが、等しく笑い合える世を!!」

　ルイヤと琉妃は頷き合い、新たな女王の前に、深々と跪ざまずき、共に口にする。

「「仰おおせのままに──女王陛下ユア・マジヨリテイ」」



    

  
    
      　最終章




　人ひと気けのない荒あれ地ちを、男女が腕うでを組んで歩いていた。

　もしすれ違ちがう者がいれば、誰だれでもその仲なか睦むつまじさに微び笑しようを浮かべる──そんな二人だ。

　二人が足を止めた荒地の一角には、大きく土が盛り上がっていた。

「ここですか？」

「ああ。先代アイツの……墓だ」

　見えなくても、その存在を確信してルイヤは頷いた。

　かつて自分がいた施し設せつはすでに崩ほう壊かいし、周辺の地帯は完全な荒地と化していた。

　そんな中でも、自分が彼の死体を埋うめた墓だけは、こうして残っている。

　全てが終わった後、ルイヤは琉る妃きと共に初めての墓参りに赴おもむいた。

　数日間の旅路の果てに、原点とも言える場所でこうして二人で佇たたずんでいる。

「でも……あの方が亡なくなられたのは、今あの娘こがいる──」

　そう──この下に眠ねむる死体は本物ではあるが、弔とむらうなら、今プリエラが政務に励はげむ〈“〝王”〟の間〉の方がいいかもしれない。名実共に“〝王”〟となった彼女は、今は親政に乗り出し、忙いそがしい日々を送っている。

　貴族の力を失ったルイヤに替かわり、側近にはマドグリフ夫妻がついた。京きよう夜やは面めん倒どうだとぼやいていたが、何やかんやで走り回っている。

「俺にとっての先代アイツは……やっぱり、ここで出会った先代アイツなんだ。だから、その……ちゃんと紹しよう介かいしておきたくてな」

「え…………？」

　腰こしを抱き寄せられ、琉妃が首を傾かしげる。

「その、あれだ、俺もお前も親はいないようなものだから、双そう方ほうに挨あい拶さつは必要ないし、俺としても『娘むすめさんをください』なんてことは言わなくて済むわけだが──やはり、身内には言っておかないとな。その…………一番大事で、ずっと傍そばにいる…………女よめのことぐらい」

　琉妃が目を丸くする。

　だがすぐに笑顔になり、涙を滲にじませながら、ルイヤの肩かたに頭を載のせる。

「…………今さらって気もしますけど？」

「うるさい、黙だまれ」

　紹介を終え、二人は並んで元来た道を帰り出す。

　盲もう目もくにも拘かかわらず、ルイヤの歩みはしっかりしていた。

　元々覚悟していたらしく、生活にもほとんど支障はない。家の中ではほぼいつもと変わらず、しいて言えば読書の時間が全て描びよう画がに割さかれる程度、さらにはいつもの調子で夜の街に散歩にも出かける。

　さすがにそれは心配で、琉妃もそれに付つき添そう。

　腕を組んで歩く二人は、街の風物詩となり、人々の笑みを誘さそっていた。

「また……来ましょうね、二人で」

「ああ。しかし、街を空あけると、相談が溜まってそうだな。領主の座は下りたのに、どうして仲ちゆう裁さいだのまとめ役を俺に頼むんだか」

「慕したわれてるんですよ。あ、でも次来るときは、私、身重かもしれないし……。当分は、旅とか難むずかしいかも？」

　腹をさする琉妃。

　ルイヤは言葉から彼女の意味するものに気づき、ぎこちなく首を傾げる。

「おい……まさか？」

「あ、いえ、まだだと思いますけど……どうなんでしょうね？」

「いや、しかし…………」

「だって、ルイヤ様はもう貴族じゃないわけで……お髪ぐしも黒くなられたし…………昨日だって、宿であんなに私のこと……声をあげるの我が慢まんするの、大変だったんですから」

「………………」

「それに、プリエラあのこからも、急せかされてるんですよ？　『私も弟か妹的な存在が欲ほしいのだ。早く産むのだ！』って。今となっては勅ちよく命めいですからね……あ、それに京夜様のところもおめでたとか。双ふた子ごらしいですよ？　で、ママ友がいた方がいいとか、あちらのメイド二人も言ってました」

「外そと堀ぼりから埋うめられているな…………」

　逃にげ場ばがなくなり、ルイヤは肩を落とした。

　男は、こういうときは中々ふんぎりのつかない生き物だ。

「何を今さら。大体、もし貴族と平民同士じゃなかったら、私、本当に今の時点で何児の母かわかりませんよ？」

　ルイヤは無言で目を逸そらした。

　本当にもう……覚えがありすぎて。

「いいじゃないですか…………にぎやかになるし。プリエラあのこがいなくなって、寂さびしいでしょ？」

「…………まあ」

「いっぱいできるといいですね」

　将来への展望を口にし、琉妃は力強く主あるじを──いや、愛いとしい男に腕を絡からませる。

　ルイヤは苦く笑しようし、また歩き出した。

　見えないはずなのに、不思議と脳のう裏りに道が浮うかぶ。

　どこでも、どこまででも、大丈夫だろう。

　二人なら…………きっと。



    

  
    
      
　あとがき




　どうも十と月づきです。

　早いもので、このダークロードも皆さんのご声援に支えられ、無事完結の運びと相成りました。

　完結を前提とする作品というのは、書き出す前にラストが決定していて、後はただそれに向けて突っ走るものと、書いていく途中でラストが定まっていくものと二種類あると思うのですが、この作品は前者です。

　一巻の時点でラストまでの流れが全すべて決定しており、逆算する形で書いておりました。

　というわけで、この巻を機にこれまでの巻を読み直して頂くと、合点がいったり、あのキャラはこんなことを考えていたのね……ということがあるはずです。多分。

　少々ネタバレとなりますが、ルイヤの目の結末に関しては、思うところがある方がいらっしゃるかもしれません。

　が、彼と琉る妃きの行く末においては、正直大した影響はありません。

　彼はもう充分見るべきものをその目に焼きつけましたし、見えなくても、それ以上のものを得ましたので。

　それこそ「カガク」の御み業わざで治ち療りようの機会もあるかもしれませんが、結果がどうであれ、あの二人の未来には特に変化はありません。

　ラストシーンで多少なりともその未来を予感して頂ければ幸いです。

　と、感想を述べたところで、あらためてここまで応援してくださった読者の方々に感謝致します。それと、散々ご迷惑をおかけした担当編集とイラスト担当のいっせーさんにもあらためてお礼を申し上げます。

　本当に、読者の皆さんと同様、送られてくる挿さし絵えを見るたびに、「マジで!?」となっていた日々が走馬灯のように駆かけ巡めぐります。イラストのクオリティはもちろんのこと、そのシーンを選んだセンスに脱だつ帽ぼうです。本当に刺激的でした。

　で、話はがらりと変わって次回作。

　ドＳと眼鏡しか書けないんじゃないかと思われている気がしないでもない今日この頃、ぶっちゃけその通りですが、次回作はちょっと変えてみようかなとも思っておりますので、その際はまた手にとって頂ければ幸いです。



十月　ユウ　



    

  
    
      ダークロード

４.闇黒の君臨者



十と月づきユウ
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